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 （2）柳の木が芽を出した。 ⇔ 柳の木に芽が出た。 
 
事態の把握の違いと言語現象のつながりに関する研究では，古くは日英の対照研究にお
ける「人間中心」対「状況中心」（国広 1974）や「スル」対「ナル」（寺村 1976[1993], 池
上 1981），あるいは類型論的研究における「主語卓越言語」対「主題卓越言語」（Li and 
Thompson1976）などがある。近年では認知言語学および認知類型論における「I モード」





                                                   
1 本論文では，特に断らないかぎり，「モノ」という表記で「人」と「その他の生物」「無生物」および抽
象的な概念も指す名称として用いる。 
2 第 2 章で論じるが，それは行為連鎖モデル（Langacker1990, 1991）や因果連鎖モデル（Croft1991）な
どの事態認知モデルを前提にしていたことを意味する。 




































  ⑤ 題目空間：談話構造において取り立てられた題目がもつ空間 


































     ①太郎がコップを割った。  ⇔ ②コップが割れた。 
（使役変化他動詞構文）     （対象変化を表す自動詞構文） 
 
        ①      ② 
 
 
          図 1.1 
                                                   
7 3.4.2 節では，所有の出自としてトピックに由来するものが紹介される。そして，4.7.1 節の名詞述語，








     ②柳の木に芽が出た。     ⇔ ③柳の木が芽を出した。 




      ②             ③ 




























（3）a. 存在と所有    彼の家に金がある／彼には金がある。   （4.1 節） 
    b. 発生 ＞  その木に芽が吹く／その木は芽を吹く。  （4.2 節） 
    c. 消失 ＞     彼にやる気が欠ける／彼はやる気を欠く。  （4.3 節） 
  d. 存続 ＞    町に昔の面影が残る／町は昔の面影を残す。  （4.4 節） 
  e. 移動 ＞    磁石がたくさん蹉跌を付けている。   （4.5 節） 
  f. 使役移動（他者）＞ その部屋は最新の AV 機器を備えている。  （4.5 節） 































（4）a. 状態（所有） ・彼女は目が青い。 









 （5）状態変化＞ a. 台風は次第に勢力を強め，九州に上陸する見込みだ。 
        b. 崖から落ちて，車は原型をとどめないほど形をかえた。 
         c. その木は地中深く根を張った。 
d. 太郎は，兄に殴られて，前歯を折った。 
         e. チョークは折れて粉を散らした。 
         f. 花子は先月母親を亡くした。 
         g. 太郎は，台風で愛用のサーフボードを折ってしまった。 

























  b. 太郎は丘の上に城のような家を建てた。（建てたのは大工/建築会社） 
 
 第 5 章ではまず，場の焦点化によって際立ちが与えられた〈場〉が主語位置に来る点は









 （7）a. Bees are swarming in the garden.  蜂が庭に群がっている 
      b. The garden is swarming with bees. 庭が蜂で｛*群がっている／一杯だ｝ 











 （8）a. He loaded boxes into the wagon. 彼はワゴンに箱を積んだ 
    b. He loaded the wagon with boxes.  彼はワゴンを箱で｛*積んだ／一杯にした｝ 
 
 （9）a. She smeared the wall with paint. 彼女は壁をペンキで塗った。 
    b. She spread the bread with butter. *彼女はパンをバターで塗った。 
 








                                                   
10 locatum は Clark and Clark（1979）の造語であり，移動先の場所が location であることを踏まえ，そ
の場所の構成物となるものをこのように呼んだ。影山・由本（1997）はこの訳語として「物材」（＝物体
と材料をあわせた合成語）を当てている。ちなみに Levin（1993）では動詞‘fill’は場所格交替で Lacatum 






    b. *花子はテーブルに白い布を覆った。 
    c. 白い布がテーブルを覆っている。  ・・・強化型の場焦点化他動詞構文 




    b. 太郎は水槽に水を満たした。 
    c. 水が水槽を満たしている。  ・・・強化型の場焦点化他動詞構文 
    d. ?その水槽は水を満たしている。 ・・・反転型の場焦点化他動詞構文 
 
 （12）通常のモノの移動（設置動詞） 
       a. *友子は鞄をかわいいストラップで付けた。 
b. 友子は鞄にかわいいストラップを付けた。 
    c. *かわいいストラップが鞄を付けている。 ・・・強化型の場焦点化他動詞構文 





































































































 （1）a. 太郎は次郎をなぐった。 







 （2）①  N1  ga  M2  o  V1 













 （3）a. 太郎がボールを受ける。 
      b. *ボールが受かる。 
 
 （4）a. 太郎が試験を受ける。 












 （5）a.    ひもが切れた。 （ひもの変化） 
      b. 花子はひもを切った。 （花子の動き：ひもへの働きかけ） 
 
 （6）a.   （花子［のうちに］は）醤油が切れた。 （醤油の変化） 
   b.  ?（花子は）醤油を切った。        （花子の動き：醤油への働きかけ） 













 （7）a. （太郎は）財布が なくなった。 （財布の変化） 


























 （8）Ⅰ. X は事象 E が成立するよう積極的に Y に働きかける。 
    Ⅱ. X は事象 E が成立を妨げないという形で消極的に Y に働きかける。 
    Ⅲ. X は事象 E が成立時点では Y に何ら働きは持たないが，成立した E の状態を









 （9）a. 花子が熱をだす。       ⇔ b. 熱がでる。 












































 （11）a. 太郎は渡った。 
    b. 太郎は横断歩道を渡った。 
 
 （12）a. 太郎は通った。 



















（13）a. 太郎は出張先の町で営業のために 20 キロほど歩いた。 
b. 太郎は銀座通りを 500 メートルほど歩いた。 
 
 （14）a. 花子は川で泳いでいる。 
     b. 花子は川を泳いでいる。 
 
（15）walk  v.intr. 
1. To move over a surface by taking steps with the feet at a pace slower than a 
run: a baby learning to walk; a horse walking around a riding ring. 
v.tr. 
1. To go or pass over, on, or through by walking:  
walk the financial district of a city.   

















































 この実験では日本人の大学生 41 名とアメリカ人の大学生 36 名を被験者として，図 2.1
のような水槽の映像（vignettes）をパソコンの画面を通じて見せたあとに，想起テストと
認識テストをした。 
                                                   
21 西洋的な見方と東洋的な見方はそれぞれ「分析的な考え」（Analytic Thought）と「全体的な考え」
（Holistic Thought）と呼ばれ，次のように説明されている。 
Analytic Thought: detachment of the object from its context, a tendency to focus on attributes of the 
object in order to assign it to categories, and a preference for using rules about the categories to 
explain and predict the object’s behavior. Inferences rest in part on the practice of decontextualizing 
structure from context, the use of formal logic, and avoidance of contradiction. 
Holistic Thought: an orientation to the context or field as a whole, including attention to relationships 
between a focal object and the field, and a preference for explaining and predicting events on the basis 
of such relationships. Holistic approaches rely on experience-based knowledge…and are dialectical, 
meaning…a search for the “Middle Way” between opposing propositions.（同上：923） 
17 
 
   





 表 2.1 観察されるモノの分類 
分類（処理） 分類（集計） 
１ Focal Fish １ 形と色に際立ちがあり，前景で活発に動いている大きな魚 
２ Active object ２ 形と色がはっきりせず，背景でゆっくり動いている魚 
３ 形と色に際立ちがあり，前景で活発に動いている小さな生き物
（蛙，イモリ，サンショウウオ） 
３ Inert object ４ 背景にあってあまり/ほとんど動かない生き物（貝，軟体動物） 
５ 背景にある水草 








           実際に画面上で見たモノ 
    





            新規のモノ 
    
    実際と同じ背景   背景なし     新規の背景 
 






Relation to active animal＞と，‘Inert objet’と‘Background’への関連付けである＜
Relation to field＞の割合を調べた。その結果，「Relation to field」については，日本人の
































































る理論である。Lyons（1977：718）では Localism を次のように説明している。 
 
Localism is “the hypothesis that spatial expressions are more basic, 
grammatically and semantically, than various kinds of non spatial 
expressions (cf. Anderson, 1971, 1973). Spatial expressions are linguistically 
more basic, according to the localists, in that they serve as structural 
templates, as it were, for other expressions; and the reason why this should 
be so, it is plausibly suggested by psychologists, is that spatial organization is 








そのような流れの中でこの Gruber の場所理論を踏まえて語彙意味論（lexical semantics）
21 
 










的な動機付けと概念メタファーとしての空間化メタファー（Lakoff and Johnson 1980, 









2.4.1 Thematic Relations Hypothesis 




                                                   
24 Fortis は次の論文を挙げている。 
Gruber, Jeffery (1965) "Studies in lexical semantics" MIT Working Papers in Linguistics. 
 Talmy, Leonard (1972) Semantic Structures in English and Atsugewi. Dissertation, University of 
  California, Berkeley. 
25 概念メタファーとしての空間化メタファー（Lakoff and Johnson 1999：179） 
(i) a. States Are Locations (interiors of bounded regions in space) 





でこの名称について触れている。「space grammar という名称の frivolity（軽薄さ）に否定的な反応が多
く，真面目に（seriously）受け取られなかった。cognitive grammar という名称は intellectual significance
（知的な印象）を与える。」（p.vi） 






存在と移動の概念（例文 16）が時間にも拡張して適用される（例文 17）。 
 
（16）a. The statue is in the park. (BE) 
        b. We moved the statue from the park to the zoo. (GO) 
        c. Despite the weather, we kept the statue on its pedestal. (STAY) 
                           （Jackendoff 1983：190） 
（17）a. The meeting is at 6:00. (BE) 
        b. We moved the meeting from Tuesday to Thursday. (GO) 





（18）Possessive field (:Alienable possession) 
    a. [THINGS] appear as theme. 
        b. [THINGS] appear as reference object. 
    c. Being alienably possessed plays the role of location; that is, 
          "y have/possesses x" is the conceptual parallel to spatial "x is at y" 
                           （Jackendoff 1983：192） 
 （19）Beth has/possesses/owns the doll. The doll belongs to Beth. 
         [State BE Poss ([DOLL], [Place AT Poss ([BETH])])] 










                                                   
27 本小節で紹介する意味場以外の二つは「状況の意味場」（Circumstantial field）と「存在の意味場」
（Existential field）である。 



























      a. [THINGS] appear as theme. 
   b. [THING TYPES] and [PROPERTIES] appear as reference objects. 
      c. Being an instance of a category or having a property plays the role of location. 
                           （Jackendoff 1983：194） 
（21）Ellise is a pianist. 
      [State BE Indent ([Thing Token ELLISE], [Place AT Ident ([Thing Type PIANIST])])] 
                                      （ibid.） 
（22）The light is red. 





















    a. 状態  ：                     [ y BE AT-z ]  
    b. 変化   ：            [ y BECOME [ y BE AT-z ]] 
          （発生             （ [ BECOME [ y BE AT-z ]]） 
    c. 活動  ：[ x ACT (ON y)]  
    d. 使役変化：[ x ACT (ON y)] CUASE [ y BECOME [ y BE AT-z ]] 
 














                                                   

















 （24）a.  存在文 
                   STATE 
       
y      BE    LOC 
 
           AT       z 
           (A bird nest is in the tree)  
  
        b.  所有文 
         STATE 
 
              zi   BE    POSS 
            have 
                       WITH    STATE 
 
                             y     BE    AT zi 
            (The tree has a bird nest in it)       （同上：55（19）の図より） 















       制御可能な変化動詞（登る，死ぬ，怒る） 
 
自動詞   活動動詞         制御不可能な変化動詞・状態動詞 
   （働く，遊ぶ，笑う）      （着く，ころぶ，ある） 
    上位事象（非能格）       下位事象（非対格） 
     [x ACT  (ON y)]････CAUSE････  [(y) BECOME [y BE AT-z]] 
    活動・行為             変化      状態 
他動詞   働きかけ動詞 
     （たたく，押す，こする）       ？ 
 
       使役変化動詞（作る，こわす，入れる） 
 


















（25）英語の gush の意味構造と自他動詞構文 
    a. 自動詞としての gush  
                                                   
32 意味構造を逐次的に解釈すると，（a）は「y が場所 z ではないところに存在するように変化する」こと
を表し，（b）は「場所ｚが，y が z ではないところに存在するように変化する」ことを表す。 
27 
 
      [ BECOME [ y  BE  NOT-AT-z ]]   
            ↓        ↓ 
           Oil gushed from the tanker. 
    b. 他動詞としての gush  
      [zi BECOME   [ y BE NOT-AT- zi ]]  
      ↓        ↓       ↓ 






り立てによるのであれば，（25b）にも BE WITH という意味述語が現れてもよさそうだが，
上に示したように現れない。影山（1996）では発生の意味構造を（26）のように規定して
いるが，ここにも BE WITH は現れない。 
 
 （26）発生の概念構造と自他動詞 33  
a. 自動詞としての「生じる」     
 [ BECOME [ y BE AT-z ]]   （y がｚに存在するように変化する） 
 例：コンピュータにミスが生じる／木の芽がふく 
     b. 他動詞としての「生じる 
[ zi BECOME [ y BE AT-zi ]]  （z が，y がｚに存在するように変化する） 
       例：コンピュータがミスを生じる／木が芽をふく 
 
 影山の考える存在から所有への概念の転換は，（24）にツリーで表示したものだが，これ
を意味構造で表示すると次のようになり，BE WITH が have になると示されている。 
 
 （27）存在構文 [ y BE AT-z ] 
                   (Only ten dollars are in the drawer.) 
    →所有構文 [ zi BE [ WITH-[ y BE AT-zi ]]] 
            have 
                   (The drawer has only ten dollars in it.)   （影山 2002：132） 
                                                       
影山（1986：116）では，発生の意味構造を（26）のように示した後，発生事象ではない「結
















れていなかった BE WITH がこの「教わる」への変換では現れる。 
以上，まとめると「場所の取り立て」という意味構造の概念転換の点では同じでありな














  （28）サンドイッチ構造による対格の認可 
      [ zi BE / BECOME  [ y . . . zi ]] 
（影山 2002：140（77）より） 
                         
外項があれば，それが対格付与の絶対的な力を行使する。これを原型とすると，
外項がないのに対格が与えられるというのは周辺的な状況である。そこでは，
場所的な項が焦点化されて，BE ないし BECOME の主語に取り立てられる。































 （30）a. 彼らは，空襲で家財道具をみんな焼いた。 
     b. 親戚の人が，台風で家の屋根を飛ばした。  





                                                   






 （31）a. 空襲で，彼らの家財道具がみんな焼けた。 
     b. 台風で，親戚の人の家の屋根が飛んだ。 




が，後者は英語では have を用いて迂言的に表現しなければならないことを挙げている。 
 
 （32）a. 大事なときに，先生に風邪をひかれてしまった。 
     b. *?彼らに，空襲で家財道具を焼かれてしまった。 
     c. *?あすはピアノの発表会だというのに，子供に手にとげを刺されてしまった。 
                              （同上：285-286） 
 （33）a.  catch a cold,  suffer from illness 





 （34）a. 与太郎が口をあけて／あいて寝ている。 
     a’. 歯科医が患者の口をあけた／*あいた。 
     b. ロケットが軌道をはずした／はずれたようだ。 
     b’. 景子は眼鏡をはずした／*はずれた。 
     c. イヌがしっぽをたらして／たれて歩いている。 






























    a. 再掲（＝32c） 
 *?あすはピアノの発表会だというのに，子供に手にとげを刺されてしまった。 
        b.  A pin pricked her thumb.   = She pricked her thumb with [on] a pin. 
        彼女は誤ってピンで指を刺した。 （ジ英和） 
 
個別言語の振る舞いについては，所有の意味関係の中味を見る必要がある。どのような所





































 （36）a. 課長が家を建てた。（もちろん，本当に建築したのは業者） 
     b. 住職が古くなった寺を修復した。 
     c. こんど新しくスーツを作った／仕立てた。 
     d. （火事のときに息子を救出できなかった父親が言う。） 

























2.5.1 Langacker の認知文法 









      
  図 2.4 Langacker のアクションチェーンを基本とした認知モデル 
     （Langacker 1990a：215 fig.2 より） 
 
 そして，スコープ内でのプロファイルの違いによって生まれる構文については次のよう




 （37）a. Floyd broke the glass (with the hammer). 
        b. The hammer (easily) broke the glass. 
        c. The glass (easily) broke.                    （Langacker1990a：216） 
 
 （38）a. Floyd hit the glass (with the hammer). 
        b. The hammer hit the glass. 
        c. Floyd hit the hammer against the glass.           （ibid.） 
 
       
                            
 
                           （37a）（38a） 
 
 
                           （37b）（38b） 
 
                                                  （37c） 
 
 
                                                      （38c） 
 
             図 2.5 プロファイルの違いと構文 











 （39）a. 太郎がグラスを割った。 
     b. グラスが割れた。 





 （40）a. 柳の木が芽を出した。 









    








   図 2.7 セッティング主語構文 （Langacker 1990a：211 Fig. 8 より） 
 
                                                   
39 Langacker（1997：383-384）では，「場所」はセッティングよりも小さな単位で，参与者に直接かかわ
る領域として扱われている。セッティングは文の副詞（clausal adverb）として現れ，場所は付加詞
(oblique)として現れる。次の文では‘in the kitchen’がセッティングで，‘on the counter’が場所と把







    a. Tuesday saw yet another startling development. 
    b. This arena has witnessed many thrilling contests.   
 
（42）モノ主語の自動詞文から場所主語の自動詞文に転換する 
   ① a. Fleas are crawling all over my cat. 
     b. My cat is crawling with fleas. 
      ② a. Bees are swarming all through the garden. 
         b. The garden is swarming with bees.   
 
（43）モノ主語の自動詞文が場所主語の他動詞文に転換する 
   a. Brygida Rudzka stars in Fellini's new film. 
b. Fellini's new film stars Brygida Rudzka.   
 
 Langacker（1990a：232-233）では，セッティングが主語になっている文（42①b②b, 43b）
は，‘be the setting for …’という意味になっていると説明している。例えば，（42①b）で














語は第 4 章で詳しく観察される。 
 
                                                   






















    






 （44）a.  I broke a finger. 
         b.  My finger broke. 
 





 （45）a.  Deer grow new horns in the spring. 
            She has grown her hair long. 
         b.  Her hair has grown long. 
 
 （46）a.  My guitar broke a string. 





       














換する事例として 4.7 節で分析される。なお，Langacker の認知文法における所有の概念






























（47）二項述語の分類と日本語の例（角田 1991：95 表 5 を参考に作成） 
    類  意味  下位類 意味 ：例             
    １ 直接影響 １Ａ  変化 ：殺す，壊す，温める 
           １Ｂ  無変化：たたく，蹴る，ぶつかる 
    ２ 知覚   ２Ａ     ：見つける （see, hear） 
           ２Ｂ           （look, listen）      
３ 追求          ：待つ，捜す 
    ４ 知識          ：知る，分かる，覚える，忘れる 
    ５ 感情          ：愛す，惚れる，好き，嫌い，欲しい，要る， 
                   怒る，忘れる 
    ６ 関係          ：持つ，ある，似る，欠ける，成る，含む， 
                   対応する 





          １Ａ  １Ｂ  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 
   「が−を」 
   「が−に」 
   「が−が」 
   「が−から」 
   「に−が」 
 









て存在文「x に y がある」があると考えた場合，その「に−が」の格の枠組みが，6 の「関
































    a. 能動対格 ：他動詞に係る対格（すなわち処置の対格） 
    b. 場所の対格：「空ヲ飛ブ」「三番線ヲ急行ガ通過イタシマス」 
    c. 所動対格 ：能動所動の対立において，助詞は必ずしも対立的にならない。 
            「金ヲ借（リ）ル」「金ヲ預カル」「物ヲ教ワル」 








    a. 教わる，授かる，預かる，借りる（受動動詞） 
    b. 終わる，あく，当たる，換わる （対応する能動的他動詞を有する他動詞） 
    c. 読める，書ける，話せる，できる（能動的他動詞に対する可能動詞） 




と「モノ」の二者の関係の基本的な関係が存在と所有である。（a）は 4.6 節で，（b）は 4.8
節で論じられる。（c）は「（人）に（能力）がある」という所有構文とつながるものである。
可能文に「～に～が V-（ら）れる」と「～が～を V-（ら）れる」の二つがあることについ
ては 4.6.5 節で取り上げられる。（d）の「帯びる」は 4.1 節で，「生じる」「ふく」は 4.2 節
で，「増す」は 4.7 節で取り上げられる。  
                                                   
43 坂野の生成文法の統語論的な分析の詳細には立ち入らないが，先に紹介した影山（2002）の分析との関
係について少し触れておきたい。坂野の分析は「動詞句内主語仮説」と「υP-shell 仮説」を前提にして



































（山岡 2000b：47 ※下線は引用者による） 
 
 本論文は上の表の「関係動詞」の下位分類にある「包含・所有関係」に限定されること







分類 下位分類 動詞例 
属性動詞 嗜好・要求 好む，欲する，嗜む 
所要動詞  要する 

































     b. この干し柿は粉を吹いている／この干し柿は粉が吹いている。 
      激しく火を噴く／激しく火が噴く。             （同上：239） 
 
 このように森田は両用動詞を主に「他動詞の自動詞への歩み寄り」によって生まれたと



















   a. 子供を授かる／子供が授かる  h. 緑青を噴く／緑青が噴く 
   b. 迷いを去る／迷いが去る  i. 火を噴き出す／火が噴き出す 
   c. 手を着く／手が着く   j. 渦を巻く／渦が巻く 
   d. 目を閉じる／目が閉じる  k. 川が水を増す／川の水が増す 
   e. 危険を伴う／危険が伴う  l. 実を結ぶ／実が結ぶ 
   f. 蕾を開く／蕾が開く   m. 眠気を催す／眠気が催す 



































     b. 岡村はぼんやりして煙草の灰をこぼしてしまった。 
     c. 母は買った品物をうっかり店に置いてきてしまった。    （同上：左 2） 
 
（55）a. 私たちは，空襲で家財道具をみんな焼いてしまった。 
     b. 勇二は教師に殴られて前歯を折った。 








  表 2.3 天野（同上：左 9）より 










（動作主 経験者 a） 
③ 動き変化他動詞 事態を引き起こす あり 原因 









    条件１：状態変化主体の他動詞文を作る他動詞は，主体の動きと 
客体の変化の二つの意味を含む他動詞である。 
    条件２：状態変化主体の他動詞文のガ格名詞とヲ格名詞は，全体 





 （57）a. 勇二は前歯を叩いた。 
































    b. 空襲で私たちの家財道具がみんな焼けてしまった。 
 
（61）a. 勇二は教師に殴られて前歯を折った。 





































  （62） a. 医者が患者に注射した。 
      b. 患者が注射した。                    （同上：54） 
 
  （63） a. 大工が（山田さんの）家を建てた。 











  （64） a. （患者が医師に依頼し，病気の診察を受けた場合） 
        *患者が診察した。    （介在性） 
      b. （学生が教師に依頼し，推薦状を書いてもらった場合） 














（65）使役情況の過程（佐藤 1994：57 より） 
     事態１＝causing event（使役主が被使役主に対して何らかの行為をするように 
           ↓     働きかける過程） 
     事態２＝caused event （被使役主が当該の行為を行う過程） 
           ↓ 
         結果の達成 
 
（66） a. 事態のコントロール 




     b. 動詞の意味的焦点 







 （67）a. （浩が写真屋に依頼して，顔写真をとってもらった場合） 
      浩が顔写真をとった。（介在性） 
    b. （浩が画家に依頼して，似顔絵をかいてもらった場合） 
      *浩が似顔絵をかいた。               （同上：58） 
 
 （68）a. （花子が人に依頼して洋服を作ってもらった場合） 
      花子が洋服を作った。（介在性） 
    b. （花子が人に依頼してセーターを編んでもらった場合） 













   a. 将軍が村人を虐殺した。      （介在性） 
   b. 村人が将軍によって虐殺された。 






 （70）a. 再掲（＝67a）（浩が写真屋に依頼して，顔写真をとってもらった場合） 
      浩が顔写真をとった。（介在性）      
    b. # 顔写真が浩によってとられた。（a とは異なる意味） 
     c. （美容院で髪を切ってもらった場合） 
      山田さんは美容院で髪を切った。（介在性の表現） 





































































    （イ）自他の用法の誤りである。 
    （ロ）他動詞が省略されている。 
    （ハ）自動詞が臨時に他動詞化したものである。 
    （ニ）語形が自動詞と共通する他動詞である。 










（※①は p.555 より②～⑥は p.546 より。表示方法は一部変えた） 
     ①あく 
      与太郎が口を｛あけて／あいて｝寝ている。 
     ②かわる 
      一郎は勝手に座席を｛かえる／かわる｝ので，先生によくしかられる。 
     ③うつる 
      花子はたびたび住所を｛うつす／うつる｝ので有名だ。 
     ④はずれる 
      指揮者は良夫が音程を｛はずして／はずれて｝いるのに気づいた。 
     ⑤たれる 
犬がしっぽを｛たらして／たれて｝歩いている。 
     ⑥おわる 
      山田君は仕事を｛おえて／おわって｝家に帰った。 
 
①～⑥に現れる自動詞の形態のままヲ格名詞句が用いられているものは，本論文では場焦





















に基づいた事態認知モデルを提示する。第 4 章と第 5 章の分析はこのモデルに基づいてな
























































  表 3.1  イベントスキーマの表す概念の種類 











                                                   
51 影山（1996：48）自身も語彙概念構造は「言語と外界との認知インターフェース」であると述べている。 


























































  a. （x）  ：x ガ V     ex. 太郎が歌う 
   b. （y）   ：y ガ V   ex. 石が転がる 
   c. （x , z）  ：x ガ z ニ V  ex. 太郎が部屋にいる／入る 
   d. （y , z）  ：y ガ z ニ V  ex. 石が穴にある／入る 
   e. （z , y）  ：z ガ y デ V  ex. 王冠が宝石で輝く 
  f. （z , y）  ：z ガ y ニ V    ex. この土地が栄養に富む 
   g. （x , y）  ：x ガ y ヲ V   ex. 太郎が石を投げる 
h. （z , y）  ：z ガ y ヲ V   ex. 桜の木が芽を吹く 
i. （x , y , z） ：x ガ y ヲ z ニ V  ex. 太郎が水を水槽に満たす 
j. （x , z , y） ：x ガ z ヲ y デ V  ex. 太郎が水槽を水で満たす 
k. （y , z）  ：y ガ z ヲ V    ex. 水が水槽を満たす 
 











（2）上記の構文が分析される節   
e. 王冠が宝石で輝く  ：5.1 節  i. 太郎が水を水槽に満たす ：5.2 節 
   f. この土地が栄養に富む ：4.1 節  j. 太郎が水槽を水で満たす ：5.2 節 
   h. 桜の木が芽を吹く ：4.2 節  k. 水が水槽を満たす ：5.3 節 
   
本論文でイベントスキーマに用いられる図は次の通りである。具体的な事象とそのスキー
マは 4 章の各節の最初に提示される。 
 
＜事態の構成要素と場の際立ちを示す図＞ 
〇  ：構成要素（際立ち無し） ●  ：構成要素（際立ち有り）  
     ：場（際立ち無し）       ：場（際立ち有り） 
＜構成要素と場，構成要素同士の関係を示す図＞ 
・   ：場に対象が存在しない  ●  ：場に対象が存在する 
+++> ：働きかける       ===> ：引き起こす 
>>>> ：｛位置/状態｝が変化する …… ：｛位置/状態｝が変化しない 
     ：リンクしている。同定されている。 
 
実際のイベントスキーマは上の図と項を表すアルファベットを用いて次のように表示され
る。このスキーマが表す概念は，「x が y に働きかけて，y が z に位置変化することを引き
起こす」である。 
 
x     y     y     y 
   ●+++>●===>●>>>> ●   
                         z 
















    

























                                                   









英語の I have money というような所有構文は，ヨーロッパの中心部の言語
で起こった比較的新しい発達にほかならない。現在のロマンス諸語はすべて
have に当たる所有動詞を持っているが，もとのラテン語では，所有を表す構文
は，存在動詞の esse を使う方が普通の表現だった。例えば， 
est mihi pecunia.  / mihi est pecunia 
「私ニ（mihi）金ガ（pecunia）アル（est）」 
この構文が 







松本（2007）が上で指摘した印欧語諸語の所有動詞とは表 3.2 に示したものである。 
 
    表 3.2 印欧諸語における所有動詞（同上：61 より） 
     
確かに形態が異なるのだが，ここで注目すべきは，HAVE に相当する動詞の語源を見ると，
それはすべて行為を表す動詞の意味をもつと推定されることである。ギリシア語‘*segh-’
は‘to hold’，ラテン語 ‘*ghab(h)-’ は‘to take, to give, to move’，ドイツ語‘*kap-’
は‘to take, to seize, to catch’，リトアニア語‘*twer-’は‘to keep, to hold, to fence’，
教会スラブ語‘*em-’は‘to take’，現代ペルシア語‘*dheH1-?’は‘to hold’57。以上
このことから次の二点がわかる。 
                                                   
56 松本（2007：62 脚注）が挙げている動詞は次のとおりである。ヒッタイト語：eszi，ギリシア語：esti，
ラテン語：est，サンスクリット語：asti，スラブ語：jesti，リトアニア語：ēsti，ドイツ語：ist 
57 語源に関する情報は，Russian State University For The Humanities が提供する The Global 








① BE で所有を表すのが所有の原型である。 
② HAVE 所有は BE 所有とは異なる動機付けで生まれた概念である。 
 
ちなみに，ロマンス諸語の多くはラテン語の所有を表す動詞‘habere’‘tenere’を受け継
いだ動詞を用いるが，英語の have はそれとは異なり（伊藤 2003），上に挙げたドイツ語の
所有動詞の語源と同じである。 
 




そのように定型化できるものから‘X has, own Y’という所有が生まれたことを意味し，
そのような出自のラベルとして①Action を設定したことを表している。 
 
  表 3.3 所有の定型とイベントスキーマ58 
Formula       
Label of event  
schema 
  
X takes Y ①Action get, grab, seize, take, obtainから意味の漂白化を経た 
Y is located at X 
（Y is X's place）  
②Location X は所格補語としてコード化 
  Y is at X's home   
  Y is at X's body-part  身体の一部は「手」が多いが，頭 ，背中または体（全
体）の場合もある 
X is with Y  ③Companion ＸはＹの付属として概念化 
  Existence   
X's Y exists    ④Genitive 属格修飾語 
Y exists for/to X    ⑤Goal 与格，受益格，目標格でコード化(dative, benefactive, 
goal) 
As for X, Y exists   ⑥Topic 所有者が主題としてあらわされる 
Y exists from X  ⑦Source from, off, out of などの奪格の参与者として表される 
Y is X's (property)  ⑧Equation 所属構文に関係する 
 
サンプルの 100 言語の中で多かったのは②（23 言語）と⑤（22 言語）だったという。以
下，④（16 言語）①（15 言語）③（14 言語）⑥（11 言語）と続く（同上：45）。このス
キーマの分類を，所属になる⑧を除いて次のようにグループ分けをしてみたい。 
 
 （A）獲得/保持という行為からの拡張 ：①  （15 言語） 
                                                   
58 Heine（1997）の table2.1（p.47）と 2.1 節の解説（pp.47-65）の内容に基づいてまとめた。なお，こ




 （B）場所的な近接性による拡張   ：②③⑤（合計 59 言語） 
 （C）属格修飾語の存在からの拡張  ：④  （16 言語） 
  （D）題目場における存在からの拡張 ：⑥  （11 言語） 
  （E）その他：⑦ 
 
（A）は Heine（同上：50）でも指摘しているように HAVE 所有につながるスキーマであ
る。（B）は定型（Formula）からうかがえるように存在の BE が関係しており，②「その
場にある」，③「それと共にある」，⑤「それに対して/そのためにある」という場所的な近






られる BE 所有の多くは，存在を表す概念（以降これを「BE 存在」と呼ぶ）から拡張した
と考えられる。 
 
表 3.4  存在と所有の関係 
＜出自＞ 拡張のプロセス ＜所有のタイプ＞ 
BE 存在 →（   ？   ）→ BE 所有 
ACTION →（意味の漂白化）→ HAVE 所有 
 
ACTION（スキーマ）から HAVE 所有が拡張したのは Bleaching（意味の漂白化）（Heine





しているにとどまる。Back（1967：476-477）も‘be’‘have’を linking element と見て，
関係の結び付けでそれぞれの用法を分類しているだけである。意味構造と統語構造をリン
キングするという分析では Foley and Van Valin（1984：48, 53）が BE WITH という意味
                                                   
59 Heine の分類によれば，ここに中国語が分類される。日本語もこのような特徴があると指摘されている。 
60 A grammaticalization chain of predicate types として文法化の程度の差を次のようなスケールで示し
ている。Postural verb > Locative verb/copula > Possessive verb > One-place copula of existence > 
Two-place copula of identity （p.205） 
61 Lyons の分類では Existential は時間軸上の特定の場所項をとらない（一項述語の）存在文を指す。例：
Lions exist. There are lions ( in Africa)。場所（locative）とは二項述語の存在文といわゆる所在文を指






‘+human’の素性をもつ場所が S-構造で主語位置に移動し，前置詞が IP に移動し BE に



















  上述の認知プロセスによって場（z）が 
②その参照点構造を維持したまま（デフォルトでは）文頭に来て，対象（y）がガ格名
句のまま，自動詞構文を作る場合， 
これを参照点構造自動詞構文と呼び，このような所有の概念化を，所有 A と呼ぶ。 
③その参照点構造を維持しながらも，第一の際立ちが与えられ，主語位置に来て64，対
象（y）に第二の際立ちが与えられ，ヲ格名詞句となり，他動詞構文を作る場合65， 
これを場焦点化他動詞構文と呼び，このような所有の概念化を，所有 B と呼ぶ。 
                                                   
62 本論文の分析対象となる他動詞構文のほとんどがこの規定による概念転換であるが，第 4 章の一部の構
文，および第５章の構文では別のタイプの概念転換を導入する。それは 4.8 節で規定される。 























 （3）a. あ，太郎があそこで寝ているよ。 
    b. 太郎にはたくさん友人がいるよ。 








  ⑤日本語には題目マーカーの「は」があるので，デフォルトでは「は」が付く。 
  ⑥所有 A では無生物制約68 が働くため，〈場〉が無生物の場合には，この〈場〉が（所
有の概念化によって）所有空間になっていることを「は」によって示す必要がある。 



















 （4）                    ＜概念＞ ＜構文のタイプ＞ 69 
a. 太郎の家に車がある。   存在  自動詞構文 
b. 太郎の家には車がある。    存在  自動詞構文（場所の取り立て） 
    c. 太郎の家(に)は車がある。  所有 A 参照点構造自動詞構文 
    d. 太郎(に)は車がある。   所有 A 参照点構造自動詞構文 












 （5）a. （元々）太郎の家には車があるけど，修理に出したから，今はその車はない。 
      ①                                ② 
b. 太郎家本来有一辆车，但送出去修理了，所以现在车不在（这里） 
      ①                         ② 
（6）a. うちの会社には山田という社員はいますけど，今は出張中でいません。 
      ①                               ② 
b. 我们公司里有一名叫山田的职员，但  现在他不在（公司），出差了。 













   ①存在空間：時間軸を伴った空間であり，知覚対象としてモノが存在する 
空間のこと。存在を出来事として叙述する場合に設定される。 
   ③所有空間：知識の対象としてモノが存在する空間のこと。 
     ③-(1) 命題成立空間：その対象が存在するという命題が成立する空間  


























many, some, a few, no などの弱決定詞（week determiner），あるいは名詞句，冠詞を伴わない名詞句な
どが構成員となる不定表現（indefinite expression）は現れるが，every, most, all などの強決定詞（strong 
determiner）あるいは，代名詞・固有名詞などに代表される定表現（definite expression）は現れること
がないという制約。（cf. Milsark1977）（i） There are {many/some/no} books on the table. （ii）*There 

















  b. このクラスは活気がある。 
  c. このクラスは楽しい。 


















・分離可能所有：        ・分離不可能所有： 
a. 所有主体‐所有対象     b. 全体‐部分   c. 主体‐側面 
d. 血縁関係（社会的人間関係） 




















    身体部分＞属性＞衣類＞（親族）＞愛玩動物＞作品＞その他の所有物 



















   図 3.3 分離可能所有         図 3.4 分離可能所有 




   図 3.5 全体-部分（物）       図 3.6 全体-部分（人） 
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 （9）John-(ni)-wa kuruma-ga ar-ru. 









（10）主格「が」   向格「へ」・「に」 
   対格「を」   奪格「から」 
   与格（位格）「に」  共格「と」 


































 （11）a. John sent a letter to Mary. 
         b. John sent Mary a letter. 
         c. John sent a letter to New York. 








                                                   












BE 所有には対応する BE 存在があるが，HAVE 所有が ACTION スキーマから拡張したと
したら，HAVE 存在はどこにあるのか，という疑問である。  
答えを先取りして述べれば，HAVE 存在はあり，それは HAVE 所有からさらに拡張した
















     ↓ 
私には子どもが 2 人いる 
The room has two windows  
     ↑ 
I have two children 


























（12）a. The tree has branches. 
       b. The flour has weevils (in it). 
       c.*The tree has a nest. 
       d.*The flour has a ring. 
       e. The treei has a nest in iti. (= There is a nest in the tree.) 






 （13）a. The boy has a needle.  「その少年は針を持っている/所持している」 
         b. The boy has a cousin / a nose.「その少年には従弟/鼻がある」 
         c. The boy has fleas (on him).  「その少年は体にノミがいる」 
 
以上の言語事実から言えることは，‘have’の無生物の主語名詞が認知的に場所と同じ扱
いを受けるのは（12e, f）だということである。これを踏まえて，表 3.5 の上段に文を追加






































私には子どもが 2 人いる 
The tree has a nest in it 
          ↑ 
The room has two windows  
     ↑ 
I have two children 
 
所有 A 




「ある」「いる」以外の動詞述語 （have 以外の動詞述語・ 
have を用いた構文） 
〈所有〉 所有 B 場焦点化他動詞構文 
 
3.4.5 本論文が考える BE 存在と BE 所有 












  上述の認知プロセスによって場（z）が 
②その参照点構造を維持したまま（デフォルトでは）文頭に来て，対象（y）がガ格名
句のまま，自動詞構文を作る場合， 
これを参照点構造自動詞構文と呼び，このような所有の概念化を，所有 A と呼ぶ。 
③その参照点構造を維持しながらも，第一の際立ちが与えられ，主語位置に来て，対
象（y）に第二の際立ちが与えられ，ヲ格名詞句となり，他動詞構文を作る場合， 



















図中の定型文の BE 存在，BE 所有 A の動詞は「ある」で統一しているが，人・動物の場
合は「いる」が現れる。また BE 所有 B の動詞として「有する」を入れておく。他の動詞

















                                                   
78 タイプ(A)については本節の最後で英語のような対格言語における have 所有とのつながりで論じる。 
79 ただし，①②のような分離可能所有にも現れることがある。 
トルコ語の例：Kitab-im var 









     BE 存在    BE 存在     BE 所有 A        BE 所有 B 
   z：存在空間  z：存在空間   z：所有空間    z：所有空間 
     ｜      ｜        ｜        ｜ 
 
 ① 




      *に               人(に)は y がある  人は y を *ある/有する 
   人 の｛所/近く｝に y がある     ※ *人の｛所/近く｝に y がある 
     と一緒に           ※ *人と一緒に y がある 
 








（14）rames=ke pass   do  kaare  hai.  
ラメーシュ=LOC  2   車     存在する 
（ラメーシュは車を二台持っている）  （同上：22 グロスは一部簡略化） 
 
     BE 存在              BE 所有 A        BE 所有 B 
   z：存在空間           z：存在空間    z：存在空間 
     ｜               ｜        ｜ 
 ③ 
   （z に y がある）           z(に)は y がある  z は y を *ある/有する 
 
 ④ 
   （人に y がある）          人(に)は y がある  人は y を *ある/有する 
 




     BE 存在              BE 所有 A         BE 所有 B 
   z：存在空間           z：存在空間    z：存在空間 
     ｜               ｜        ｜ 
 ⑤ 
   （z に y がある）           z(に)は y がある  z は y を *ある/有する 
 
 ⑥ 
   （人に y がある）         人(に)は y がある  人は y を *ある/有する 
 
    図 3.12 分離不可能所有【主体-側面】：BE 存在から BE 所有への転換 
 
③～⑥で「z／人に y がある」が（  ）に入っているのは，【全体-部分】【主体-側面】の
関係はすなわち所有を表すと把握されるのが普通だからである。とはいえ，拡張関係とし








    ※発生               BE 所有 A         BE 所有 B 
   z：存在空間           z：所有空間    z：所有空間 
     ｜               ｜        ｜ 
 ⑦ 
 
  「その人の●●」という     ※ *人の y がある 
   関係で結ばれる y が発生              人(に)は y がある  人は y を*ある/?有する 
  （※人に y ができる） 
 
   図 3.13 分離不可能所有【血縁・人間関係】：発生から BE 所有への転換 
 





 （15）raam=kaa      ek  beTaa  hai.    
ラーム=GEN    1   息子   存在する 
  （ラームには息子が一人いる）    （今村 3009：24 グロスは一部簡略化） 
 
各拡張パターンの BE 存在，BE 所有の日本語の例を下の表に示した。 
 
表 3.7 所有のタイプと存在から所有への拡張：日本語の場合 
  
BE 存在 























































































参照点，T がターゲット，大きな楕円の D が参照点によって限定されるターゲットの支配
領域である。破線の矢印はメンタル・コンタクトを示している。 
 
    










                 BE 存在    BE 所有 A    BE 所有 B 
 
           y             y               y 
z             z               z 
存在空間    所有空間      所有空間 
                  c             c               c       認知の場 
 












 （16）a.  N1 's N2  → RP 's  T 
                                  |     | 
                                 Lm    Tr  
         b.  N1 have N2 → RP have  T   
|          | 
                                 T r        Lm 
 参照点構造  ⇒ Tr と Lm の関係 
          y   T           y  Tr         Action スキーマ  
   z        RP    z        Lm    （get, take）    Tr     Lm 
       
      c               c 
                  図 3.16 参照点構造と Tr と Lm の非対称関係 
                      







（2006）も BE 言語と HAVE 言語の特徴として次のようにまとめている。 
 










日本語にも ACTION スキーマから所有に拡張した動詞として「持つ」がある。表 3.7 に























として読み込まれる場合を示したのが図 3.18 である。対象（y）に際立ちがあれば，「y が








 対象 y                     ＜発生＞    y 
   場 z             BE 存在                     BE 存在 
        
         BE 所有 A                   BE 所有 A 
 
         BE 所有 B                                      BE 所有 B 
                     z         z 
         図 3.17 基本事象               図 3.18 発生事象の読み込み 
 
 同様に対象物の存在を引き起こす原因事象として〈移動〉事象が読み込まれる場合を示




いない状態から所有する状態へと変化したと把握されれば，「z は y を〈移動〉」という場焦
点化他動詞構文が作られるのである。 
           y    ＜移動＞       y 
                                                  BE 存在 
 
                                                   BE 所有 A 
 
                                                   BE 所有 B 
                      p          z         z 
           図 3.19 移動事象の読み込み 
 
 図 3.20 の上段に示した使役変化の事象が一つの動詞述語が表しうる最大の事象である。
この場合，概念化者（話者）は使役変化全体に焦点を当てて，「x が y を z に〈移動〉/〈発
生〉という」使役変化他動詞構文を作ることもできるし，変化事象の部分，つまり〈移動〉
や〈発生〉の部分だけに焦点を当てることもできる。そうすれば，使役主ではなく，対象









スル側からの視点                        受ける側からの視点  
               
＜使役＞   y  ＜移動＞  ＜発生＞  y                   
                          BE 存在 
            x 
                                                   BE 所有 A 
 
                                                   BE 所有 B 
                        p          z         z 
                                                           客観的に同一の事態 
           ナル側からの視点 
 
         図 3.20 使役事象と移動/発生の焦点化 
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    存在    所有      非存在   非所有 
   y ●     y ●      y ・    y ・ 
        z          z                z           z 
  〈BE〉EXIST 〈BE〉POSS     〈BE〉Not EXIST 〈BE〉Not POSS 
 
       図 4.1 存在と所有のイベントスキーマ83 
 
第 3 章で示したように存在と所有の関係は，外界認知における図地反転がベースにあり，
存在を表す「z に y が〈BE〉EXIST」（自動詞構文）から，所有 A「z には y が〈BE〉POSS」
（参照点構造自動詞構文）へ，さらに〈場〉に際立ちが与えられることによって，所有 B










                                                   
82 イベントスキーマに用いられる図と矢印の意味については 3.2 節の説明を参照されたい。 










 表 4.1 状態を表す動詞と所有 A・B との関係 （#：ニ格を伴わず使われる語） 
分類 下位分類 所有 A 
「z には y が〈BE〉POSS」 
所有 B 
「z は y を〈BE〉POSS」 
①属性動詞 嗜好・要求 #好きだ，#嫌いだ，#欲しい 好む，嫌う，欲する， 






記号関係 （ある） 表す，意味する，示す 




る。所有 A は「z に（は）y が〈BE〉POSS」という自動詞構文を作るのが基本だが，日本語









（1） Me         gusta     Juan 
私（与格） 好く   ホワン 
 
  
                                                   




85 このような「～は+形容詞述語」が所有の概念をもつことについての分析は 4.7 節で行われる。 
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（2） a. 私は 花子が 好きだ。 
       b. 太郎は 花子を 好いている。 
 
 （3） a. 私は ジュースが 欲しい。 
      b. 太郎は ジュースを 欲している。 
 
 次に②の所要動詞を見る。日本語では「（時間・金が）かかる」と「要る」が所有 A，「要















 （4）a. ｛子供／ペット／教材｝にお金がかかる。 
cf. ｛子供を育てる／ペットを飼う／教材を買いそろえる｝のにお金がかかる。 
b. ｛結婚式／結婚式をあげる｝にはお金がかかる。 
       c. ｛原稿のチェック／原稿をチェックする｝のに時間がかかった。 
    d. ｛新しい環境に慣れる／結果が出る｝まで時間がかかりそうだ。 
 
次に「z に y が要る」を見てみる。「要る」は「入る（いる）」と同源だという説がある88。


















     「z に y がいる」（要る）   「y が z にいる」（入る） 
         z 
             y           y 
       
       図 4.2 メトニミーによる「入る」と「要る」のつながり 
 


















 （5）a. 彼にはあなたの助けが要る。 

























b. 学校東隣にある別の市有地は 13 年度に売るはずが，土壌汚染調査を要するため




要したという。（毎日新聞 2013 年 9 月 18 日） 
e. 遅れの要因としては，「県や避難元との調整に時間を要する」という市町村が目
立つが，（…略…） （毎日新聞 2014 年 8 月 10 日） 
 
所有 A には「要る」とは別に連体修飾句/節を伴う「～必要がある」という表現もある。
これは「①属性動詞」の所有 A と同様「ニ格」は現れず，「z は y が〈BE〉POSS」という構
文を作る。 
 
 （7） a. ｛彼は/*彼には｝すぐ入院する必要がある。 







 （8） a. She wants courage. 彼女には勇気がない 





    b. This dirty floor wants a scrub. この汚れた床はごしごし磨く必要がある 
    c. This CD player wants repairing この CD プレーヤーは修理の必要がある 
                                  （ジ英和） 
 ところで，日本語の「欠く」は，英語の‘want’‘lack’と違って，純粋に状態を表すの
ではなく元々は変化動詞であり，それが拡張して状態動詞として用いられるようになった
と推察される。したがって，本論文では「欠く」を 4.3 節で扱う。 
 最後に③の関係動詞を見てみる。ここで所有 A に分類される動詞は「ある」だけで，①











れぞれ所有 A と B に対応している。（a）の［ ］の内容は（b）の他動詞文で含意される
意味を自動詞文のほうに組み込んだものである。 
  
 （9） a. その君主には［自分の指揮（勢力）の下に］強大な権力があり， 
歯向かうものは容赦なく処罰された。 
    b. その君主は強大な権力を擁し，歯向かうものを容赦なく処罰した。 
c. 工事が進む県立球場は，（…略…）東京ドームとほぼ同じ広さのグラウンドに，
観客数３万人規模のスタンドを擁する。（読売新聞 2009 年 1 月 30 日） 
 
 （10）a. この会社には［長所として認められる］100 年にわたる伝統がある。 
     b. この会社は 100 年にわたる伝統を誇る。 
  c. 県内トップクラスの解像度を誇る口径６５センチの反射望遠鏡を備えている。 
                          （読売新聞 2009 年 2 月 28 日） 
 
                                                   
92 『明鏡国語辞典 2 版』の語釈より。以下同辞典からの引用は「明鏡国語」と略記する。 
























 （11）a. MDRT（Million Dollar Round Table「百万ドル円卓会議」）という世界 63 か
国に約 2 万 3 千人の会員を擁する国際団体がある。（BCCWJ[37]） 
        b. イラン 1．概説（1）世界的原油供給地である湾岸地域から中央アジアに続く重
要な位置にあり，5,000 万人を超える人口を擁する大国である。（BCCWJ[38]） 
 
























印象を与えるが，所有 A と B はそれぞれ各例文の（a）（b）に対応している。 
 
 （14）a. その言葉には感謝の気持ちがある。 
     b. その言葉は感謝の気持ちを表す。 
 
 （15）a. 彼の態度には謝罪の気持ちがない。 








後の 4.5 節でⅡ型の場焦点化他動詞構文と命名されるものである。詳細は 4.5 節に譲り，下





 （16）a. 「x が y を z に〜」 
            [1] 太郎が 感謝の気持ちを その言葉に 表す。 
      [2] その言葉は （太郎の）感謝の気持ちを 表す。（＝14a） 
      [3] 感謝の気持ちが その言葉に 表れる。 
         b. 「x が y を q で〜」 
      [1] 太郎が 謝罪の気持ちを 態度で 示していない。 
      [2] 彼 iの態度は （太郎 iの）謝罪の気持ちを 示していない。（＝15b） 
                                                   
96 「容器のメタファー」とは，実体のないものを具体的で形のある物体に喩える「存在のメタファー」の











月がかかったとお思いですか。（新潮文庫 100 冊[6]） 
    b. しかしその声はものやわらかで今までの永い沈黙が重荷になっていることを表
していた。（新潮絶版 100 冊[5]） 
       c. 彼女は，（…略…）ポッソリと，答えた。驚きと，同情は，言葉に表われたが，
それは，特別のものではなかった。（新潮絶版 100 冊[6]） 
 
以上で「ある」という動詞以外で言語化される所有の概念の考察を終わる。存在しない
ことを意味する「ない」に対応する所有 A の自動詞（和語動詞）97，および B の他動詞は
ない。「欠ける」「欠く」は元々変化を表す動詞であり，それが状態を表すようになったと




























  a. *彼の話には示唆が富む。  cf. 彼の話には示唆（するもの）が多い。 
  b. *この土地には栄養が富む。 cf. この土地には栄養が多い／豊富だ。 
 
（19）所有 B 
  a. *彼の話は示唆を富む。   cf. 彼の話は示唆を多く含む。 
  b. *この土地は栄養を富む。  cf. この土地は栄養を多く含む。 
 
（20）「ニ格名詞」で存在・所有対象を示す状態表現100 
  a. 彼の話は示唆に富む。 










とる他動詞構文を作らないので，日本語の所有 B に相当するものはないと言える。 
 
 （21）a. This area abounds with wild life.  
         b. This area abounds in wild life.    








しい」は形容詞なので当然所有 B の構文を作らない。所有Ａの「欠ける」に対応する所有 B の動詞には
「欠く」があるが，このペアは次節で取り上げて考察する。 
101 SWARM 型場所格交替とは，自動詞文の場所句が主語位置に来て，元々の主語が with を伴って斜格名
詞に格下げされる交替現象のことである（Levin1993）。英語では次のように構文が交替するが，日本語
はほとんどの場合同じ動詞では交替しない。(i) a. Bees are swarming in the garden.  b. The garden is 

































                                                   
102 例えば，英語では‘sing’は次のように用いることができる。(i) Birds sang in the trees. (ii) The trees 











は図 4.3 に示した「～は～が多い」と比べるとその違いがわかる。 
 
        z                         z 
         y  
   概念化者                           概念化者 
                                      a   y    b    c 
                                観点の場 
  図 4.3「z は y が多い」      図 4.4「z は y に富む」 
 














 （22）a. 彼は数学が弱い。 
     b. 彼は数学に弱い。 
 
 （23）a. ??/*彼は女性が弱い。 
     b. 彼は女性に弱い。 
 




「欠ける」については，「欠く」と合わせて 4.3 節で分析する。 















ことを表すのが「z に y が〈OCCUR〉→〈BE〉EXIST」（自動詞構文）である105。そして，
所有の概念に転換することによって，所有 A「z には y が〈OCCUR〉→〈BE〉POSS」（自




       〈発生〉 y 
・  >>>>  ●    発生-存在：z に y が〈OCCUR〉→〈BE〉EXIST 
   
    ・ >>>>  ●      所有 A：z には y が〈OCCUR〉→〈BE〉POSS 
 
    ・ >>>>  ●    所有 B：z は y を〈OCCUR〉→〈BE〉POSS 
    z          z 
    








 （24）～（31）の（a）は「発生－存在」を表す自動詞構文であり，（b）は所有 B の他
動詞構文である。その構文交替を観察すると，二つのタイプがあることがわかる。一つは，
                                                   
105 OCCUR は発生の概念を表す。〈OCCUR〉→〈BE〉は，出現・発生によってあるモノが存在すること
を示している。 







    b. 柳の木が芽を吹く。 
 
（25）a. 桃の木に実が結ぶ。 
    b. 桃の木が実を結ぶ。 
 
（26）a. 海に渦が巻く。 
    b. 海が渦を巻く。 
 
（27）a. 太郎に眠気が催す。 
    b. 太郎が眠気を催す。 
 
 （28）a. パンにカビが生じる。 
     b. パンがカビを生じる。    （明鏡国語） 
 




    b. 太郎が熱を出す。 
 
（31）a. 肉まんから湯気が立っている。 









（32）自他両文型が同じ表現的意味のグループ（森田 1994：239-240 より） 
   a. 子供を授かる／子供が授かる  h. 緑青を噴く／緑青が噴く 
96 
 
   b. 迷いを去る／迷いが去る  i. 火を噴き出す／火が噴き出す 
   c. 手を着く／手が着く   j. 渦を巻く／渦が巻く 
   d. 目を閉じる／目が閉じる  k. 川が水を増す／川の水が増す 
   e. 危険を伴う／危険が伴う  l. 実を結ぶ／実が結ぶ 
   f. 蕾を開く／蕾が開く   m. 眠気を催す／眠気が催す 








    [1] 発生 （本節で扱う） 
     a. 【人が】子供を授かる ／【人に】子供が授かる107 
     g. 【噴水が】水を噴き上げる／【噴水から】水が噴き上げる 
     h. 【金属板が】緑青を噴く ／【金属板［の表面］に】緑青が噴く 
     i. 【火山が】火を噴き出す ／【火山から】火が噴き出す 
     j. 【潮が】渦を巻く  ／【潮に】渦が巻く 
     l. 【木が】実を結ぶ  ／【木に】実が結ぶ 
     m.【人が】眠気を催す ／【人に】眠気が催す 
[2] 消失（4.3 節で扱う）   
     b. 【人が】迷いを去る ／【人から】迷いが去る 
[3] 存続（＝非消失）（4.4 節で扱う） 
     e. 【仕事が】危険を伴う ／【仕事に】危険が伴う 
     [4] 状態変化（4.7 節で扱う） 
     c. 【人が［地面に］】手を着く108／【［地面に］人の】手が着く 
     d. 【人が】目を閉じる ／【人の】目が閉じる 
     f. 【花が】蕾を開く  ／【花の】蕾が開く 
     k. 【川が】水を増す  ／【川の】水が増す 
                                                   
107 この対応は対象が子供の場合に成立する。通常の物の授受では成立しない。元々は複他動詞「x が y を
















「z に y が〈OCCUR〉→〈BE〉EXIST」（自動詞構文）と「z は y を〈OCCUR〉→〈BE〉
POSS」（他動詞構文）の構文交替を応用して分析できる。[4]の変化事象における構文交替に
ついては，もう一段別の分析アプローチが必要になる。詳細は 4.7 節に譲るが，要点だけ述
べると，自動詞構文に現れる「A の B が〈変化〉」という事態把握において，A と B の名詞












   表 4.2 事象と動詞のタイプ （影山 2002：120 の図を参考に作成） 
  事象 
動詞 






















他動詞構文(イ)      自動詞構文(ロ) 
 
                     
＜使役＞  y  ＜移動＞ ＜発生＞  y                  
                          BE 存在 
            x 
                                                   BE 所有 A 
自動詞構文(ハ) 
                                                   BE 所有 B 
他動詞構文(ニ)           p          z         z 
                                                           客観的に同一の事態 
      図 4.6 イベントスキーマと自他交替の二つのタイプ 
 
（34）a. 木から芽が吹く ／ 木が芽を吹く （形態が変わらない） 



















                                                   
109 4.3.3 節「動詞の形態について（修正版）」でもう一つの型が規定される。 
110 数は少ないが，「（醤油を）切らす」や「（毎朝のラニングを）欠かす（ことがない）」などがこれに相当
する。場焦点化他動詞の形態については，4.3.3 節で再び取り上げ，修正版を示す。 












 （35）a. 父親が庭に犬小屋を作った。 











 （36）a. 太郎は殴られて，頭にこぶができた。（所有 A） 










                                                   
111 「発生-存在」の概念化である自動詞文は「太郎の頭にこぶができた」である。例文（a）は太郎が題目
化されているので，本論文の分類では所有 A に相当する。他動詞構文になっている（b）が所有 B の場
焦点化他動詞構文である。 
 なお，『プログレッシブ英和辞典 3 版』は（a）の英訳として，‘I developed a bump on my head where 





 （37）a. 人が道端に車を寄せる 
     b. 車が道端に寄る 
     c. 人が友人宅に寄る 




 （38）a. 太郎が宿題を終える 
     b. 太郎は宿題が終わる／太郎の宿題が終わる 























（39）substance/source alternation  （Levin 1993：237 日本語訳は引用者による） 
a. The well gushed oil.（油田がオイルを噴き出した） 




（40）locative alternation  （Levin 1993：237 日本語訳は引用者による） 
a. Water gushed through the street.（水が通りに噴き出した） 
b. The streets gushed with water.（*通りは水で噴き出した） 
 
 （41）a. 木から芽が出る。 
     b. 木が芽を出す。 
     c. 火口から煙が出る。 
































   z に y が → z に y が 
〈非存在〉  〈発生〉 ・・・（継続）・・・・・・・ 
                    y 
     z      z            z                  z 
z は y を  → z は y を  → z は y を    → z は y を 
〈非所有〉   〈所有〉   〈所有〉     〈所有〉 
                             






 （42）a. 太郎が 机を 教室の外に   出した。 



















こと，そしてそれに基づいて提唱された非対格仮説（Perlmutter 1978, Perlmutter and 




   a. Predicates expressed by adjectives in English … ..including predicates 
describing sizes, shapes, weight, colors, smells, states of mind, etc. 
     b. Predicates whose initial nuclear term is semantically a Patient 
      burn, fall, drop, sink, float, slide, slip, flow, tremble, boil, 
      ［inchoatives］freeze, melt, evaporate, open, close, break, explode 
103 
 
    c. Predicates of existing and happening 
      exist, happen, occur ［inchoatives］arise, vanish, disappear 
     d. Involuntary emission of stimuli that impinge on the senses (light, noise, 
smell, etc.)  
      shine, sparkle, glitter, smell, stink, jingle, click 
    e. Aspectual predicates 
      begin, start, stop, cease, continue, end 
（Perlmutter and Postal 1984：98-99 より f は省略 動詞は一部のみ） 
 









    a. 自他交替動詞の自動詞用法の表す「自律的な」（autonomous）事態 
       
     b. 非対格動詞の表す「自律的な」事態 
            
     c. verbs of emission の表す「自律的な」事態 








































ことを表す「z に y が〈OCCUR〉→〈BE〉EXIST」（自動詞構文）から，事態把握の違いに







                                                   














     b. その交差点は交通事故を｛?発生した／*起こした｝。 
 
 （47）a. その山に地滑りが起こった。 
     b. その山は地滑りを起こした。 
 
 （48）a. 隣の家から火事が出た。 
     b. 隣の家が火事を出した。 
 
 （49）a. 手術後，体に拒否反応が起こった。 








 （50）a. その列車の脱線事故で（は）たくさんのけが人が出た。 
     b. その列車の脱線事故はたくさんのけが人を出した。114 





                                                   
114 この文は『英和表現辞典』の例文からとったものである。対応する英語として，‘The train derailment 







（51） 今から 43 年前の昭和 37 年に，東京・荒川区の旧国鉄常磐線で起きた三河島事故























                                                   
















すぐことばにはならない。（高橋源一郎「論壇時評」朝日新聞 2014 年 7 月 31 日） 
 
 （53）a. 今月６日の野党デモでは約 450 人が拘束され，多くの負傷者を出したが，今回









        d. 内戦状態のシリアでは現在もクラスター爆弾が使われ，新たな被害者を出して
いる。日本やフランス，ドイツなどは，アサド政権側が反体制派や市民への攻
撃に使用したと厳しく非難しているが，政権側は使用を否定し続けている。（毎








 （54）a. その列車の脱線事故で（は），先頭車両に多くの死傷者が出た。 








（55）a. その列車の脱線事故で（は）A 高校に多くのけが人が出た。 








出す事態となった。（毎日新聞 2011 年 5 月 10 日） 
      b. 特に多くの死傷者を出しているガザ市民は「ハマスの無責任な行動とイスラエ
ルの厳しい反撃の板挟みになっている」とし，双方に報復の自制を求めた。 





   原因を表す「出来事名詞句」が〈場〉と把握されているが，背景化しており 
   デ格名詞句となって現れる。 
・文型：【〈場〉：原因となる出来事名詞】で【犠牲者】が出る 













     ・例文：その墜落事故では多くの死傷者を出した。 
※「現場に埋め込まれた〈場〉が「原因となる出来事名詞」と同一 
          の場合，①よりも責任性の低下という語用論的効果を生む。 
  ②-3：②-2 で現場に埋め込まれていた〈場〉が明示される。 
  ・文型：【〈場〉：原因となる出来事名詞】で（は）  
【〈場〉：関連付けられた特定の現場】が【犠牲者】を出す 
          【〈場〉：関連付けられた犠牲者の母体】が【犠牲者】を出す 
109 
 
     ・例文：その墜落事故では機体後部がより多くの死傷者を出した。 
        ：次の試合開催地に向かう途中だった〇〇チームは，その墜落事故で 


















 （57）a. この宝くじ売り場｛から／で｝1 等 3 億円が出た。 












































 （60）a. この塾からのちに日本の将来を担う政治家が多く輩出した。 








                                                   
118 調査には三つのコーパスを利用して，合計 230例を収集した。①国立国語研究所『現代日本語書き言葉
均衡コーパス モニター公開データ（2009年度版）』 ②私製の新聞記事コーパス（読売新聞，毎日新聞，










   A-1 基本文（対象主語） ：（z{から/に/で}）y が輩出する 
   A-2 場所項の主題化 ： z{から/に/で}は y が輩出する 
                z は y が輩出する 
   A-3 連体修飾節   ： y が 輩出する z･･･ 
                  ※場所項が被修飾名詞 
   A-4 連体修飾節   ： y が輩出する TP･･･ 
                  ※時名詞句（TP）が被修飾名詞  
   A 使 使役文     ： y を輩出させる ←[y が輩出する] 
                  ※連体修飾節を含む 
（B）発生物をヲ格で示す 
   B-1 基本文  ： z が y を 輩出する   （場主語119） 
   B-2 場主語の主題化 ：（z は）y を 輩出する 
   B-3 連体修飾節   ： y を 輩出する z･･･ 
                  ※場所項が被修飾名詞 
   B-4 連体修飾節   ： y を輩出する TP･･･ 
                  ※時名詞句（TP）が被修飾名詞  
   B 受 受身文     ： y が輩出される ←[y を輩出する] 
                  ※連体修飾節を含む 
  
表 4.3 「～が輩出する」と「～を輩出する」 
 








計 １ ２ ３ ４    使 他 計 (%) １ ２ ３ ４    受 他 計 (%) 
③ 21  5  2  3 4 0 35(52) 1  4  0  0 0 1  6(9) 26  67 
① 19  8  0  2 4 0 33(34) 4 33 12  1 2 3 55(57)  8  96 
②  0  2  5  0 0 0  7(11) 0 13 35  1 0 3 52(79)  7  66 











（61）a.  昨夜その場所で土砂災害が発生した。 
    b. ??昨夜その場所は土砂災害を発生した。 
    c.  ?そのような場所は頻繁に土砂災害を発生する。 





















                                                   
120 「起こる」「起こす」を用いた場合には（61b, c）に見られるような不自然さはない。自他で形態の対
立がある和語動詞と，形態の対立がない漢語サ変動詞という違いにその原因があると考えられるが，こ








 （63）a. ［刺青師が］その男の背中に刺青を入れた。（使役変化他動詞構文） 
         b. その男の背中に刺青が入っている。（使役起動交替した自動詞構文） 
     c. その男は背中に刺青が入っている。（所有 A：場を主題化した自動詞構文） 
























るが，漢語サ変動詞は 4.9 節で取り上げて論じる。 












    y 〈消失〉  
●  >>>>  ・    消失-非存在：z に y が〈DISAPP〉→〈BE〉Not  EXIST 
   
    ● >>>>  ・      所有 A：z には y が〈DISAPP〉→〈BE〉Not  POSS 
 
    ● >>>>  ・    所有 B：z は y を〈DISAPP〉→〈BE〉Not  POSS 
    z          z 
    












 （65）a. 太郎（に）は協調性が欠ける／欠けている。 
所有 A：〈DISAPP〉→〈BE〉POSS（参照点構造自動詞構文） 
     b. 太郎は強調性を欠く／欠いている。 
       所有 B：〈DISAPP〉→〈BE〉POSS（場焦点化他動詞構文） 
     c. 太郎は協調性に欠ける／欠けている。 






                                                   












        z                         z 
          y  
   概念化者                           概念化者 
                                      a   y    b    c 
                                観点の場 























    b. 世の中から男女の差別を無くそう！ 
    c. 彼女は幼いときに，母親を亡くした。 










    d. *世の中から極悪人を亡くそう！129 
    e. 彼は｛全財産・自信・信頼・チャンス｝を失った。 









    b. *自信は太郎に（よって）完全に失われた／なくされた。 
    c. 太郎は完全に箱を壊した。 











    b. 太郎は思いやりを欠く。 
 
 （69）a. （花子［のうちに］は）醤油が切れた。 
     b.  *花子のうちは醤油を切った。 
       *醤油を切った。    （「なくなった」の意で） 
    c. （花子［のうち］は）醤油を切らした。 













（70）a. 1 クラス 30〜40 人を対象にする小学校の英会話学習では，こうした個別指導，
個別支援を欠くことができない。（BCCWJ[6]） 







 ［2］「（原因事象→）〈BE〉POSS」 （所有 A：参照点構造自動詞構文） 
 ［3］「（原因事象→）〈BE〉POSS」 （所有 B：場焦点化他動詞構文） 
 
 自動詞構文[1][2]と他動詞構文[3]の動詞の形態に注目すると三つのタイプに分類できる 
  ①［1］［2］と［3］の動詞が同じ形態（両用動詞）132 
  ②［1］［2］は存在・変化を表す自動詞の形態で，［3］は使役変化他動詞と同じ形態 
  ③［1］［2］は存在・変化を表す自動詞の形態で，［3］が独自の形態をもつ 
    ・欠かす：タイプ②の動詞「欠く」もある （⇔［1］［2］欠ける） 
    ・切らす：タイプ③のみ         （⇔［1］［2］切れる） 
  なお，③に該当する動詞を含め，その形態がもっぱら［3］の場焦点化他動詞構文 
  にしか用いられない場合，これを「場焦点化他動詞」と呼ぶことにする。 
    ・変化を表す動詞：切らす，欠かす，亡くす，失う，など 



















    y 〈存続〉 y 
●  ……  ●    存続-存在：z に y が NOT〈DISAPP〉→〈BE〉EXIST 
   
    ● ……  ●      所有 A：z には y が NOT〈DISAPP〉→〈BE〉POSS 
 
    ● ……  ●    所有 B：z は y を NOT〈DISAPP〉→〈BE〉POSS 
    z          z 




















次に「伴う」について考察する。「伴う」はもともと「X が Y と一緒について行く」とい




























 （74）a. 朝走るという単純な行為でさえも，毎日続けるとなると苦痛を伴う。 
（BCCWJ[48]） 
        b. 梅毒や麻疹といった発疹を伴う病気は，発疹がひどい人ほど病気自体は軽くす
むことが，これを証明している。（BCCWJ[49]） 
        c. このため，国により研究者数の測定方法に差異があり，国際比較には困難を伴
う。（BCCWJ[50]） 
 










が伴う 415 10 2.4% 

















（75）a. 台風 15 号は各地に爪跡を残した。 
b. 各地に台風 15 号による爪跡が残っている。 
















ガスは完全に停止。（毎日新聞 2011 年 3 月 13 日） 
      b. 同じ地域で撮影されたのに，一方には津波で流されて横転した車など，生々し
い爪痕が残るのに対し，片方はほぼ無傷。明暗を分けたのが，この地域を縦断
する仙台東部道路だった。（毎日新聞 2011 年 5 月 10 日） 
    c. ７月からは（…略…）被災地でも落語会を開いてきた。会場の周囲はまだ震災
の生々しい爪痕が残るが，来場者は誰もが笑みを浮かべてくれる。（毎日新聞
















（毎日新聞 2011 年 4 月 25 日一部伏字にする） 
       b. 震災から３年が過ぎた沿岸部を歩くと津波の爪痕を残す建物などが取り壊され，
当時の情景が思い出しづらくなった。（毎日新聞 2014 年 6 月 7 日） 
c. 被災したビルや乗り物を保存するかどうかが議論されている。津波の爪痕を残
す建物などを，被災のシンボルとして後世に残そうという動きがあるのだ。 











 （79）a. ブーシェ フランソワ・ブーシェ（1703―70）。フランスの画家。イタリアに
留学して（…略…）芸術家で，（…略…）風俗画のほか，壁面装飾にも多くの作
品を残している。（BCCWJ[45]） 
    b. 龍馬は三十二歳の生涯で十枚ちかく写真を残している。幕末にこれだけの写真
を残した武士は異例で，龍馬のほかには見当らない。（BCCWJ[46]） 
        c. 世界相撲選手権でドイツチームはなかなかの成績を残しているし，一九九九年
には第八回世界選手権がドイツで行われる。（BCCWJ[47]） 
d. 菅原道真といえば―平安時代の学者にして政治家，遣唐使の廃止などで歴史に





















 （80）a. 大勢の人が広場に残っていた。 





 （81）a. A crowd of people remained in the square. 























（朝日新聞 2012 年 1 月 5 日） 
4.5 移動と所有の関係 
























                                                   
138 「その逆」とは，「非所有から所有への変化」とは逆に「所有から非所有への変化」のことで，消失事
象のイベントスキーマに基づいた事態把握のことを指している。 




①（b）→ Ⅰ型の場焦点化他動詞構文（所有 B）140  









               
    ＜移動＞  ＜発生＞                   
                          BE 存在 
             
    ①（a）                                        BE 所有 A 
 
                                                   BE 所有 B 
    ①（b）              p          z         z 
      Ⅰ型                                               
          （ア）変化事象をベースにした事態把握 
 
               
＜使役＞    ＜移動＞ ＜発生＞                   
                          BE 存在 
            x 
②（a）                                        BE 所有 A 
    ②（b） 
                                                   BE 所有 B 
    ②（c）             p          z         z 
      Ⅱ型                                                 焦点化 
          （イ）使役事象をベースにした事態把握 
 




                                                   
140 今後の議論では所有 B を中心に進められるが，正確に言えば，Ⅰ型とⅡ型には所有 A に対応する「参
照点構造自動詞構文」も存在する。 
                                                                                          





          y〈移動〉 y   （使役移動：x が p から z に y を〈MOVE〉→〈BE〉EXIST） 
●===> ●  >>>>  ●    移動-存在：p から z に y が〈MOVE〉→〈BE〉EXIST 
  x       p     z                            
        ・ >>>>  ●      所有 A：z には yが〈MOVE〉→〈BE〉POSS 
            z          z 
        ・ >>>>  ●    所有 B：z は y を〈MOVE〉→〈BE〉POSS 
            z          z    Ⅰ型：〈移動〉のみ，Ⅱ型：使役移動から〈移動〉だけの焦点化 
                              焦点化 
 







み込まれるⅠ型の所有 B は成立しがたいのだろうか。 
 
 （85）a. 机にほこりがたくさん付いている。 
     b. 机には，ほこりがたくさん付いている。 





 （86）a. スイカの皮に（は）アリがいっぱい集まっている。 







                                                   












 （88）a. 磁石に蹉跌がたくさん付いている。 
     b. 磁石が蹉跌をたくさん付けている。 






 （89）a. 静電気を帯びたセルロイド版が（自分自身に）たくさんほこりを付けている。  












例を考察する。なお，「含む」という動詞は「ほうれん草は 100 グラムあたり 30 ミリグラ
ムのビタミン C を含む」「スポンジが水をたっぷり含んでいる」という場焦点化他動詞構文























 （91）a. 花子は，かばんにかわいい人形のストラップを付けた。 
         b. （花子の）かばんに（は）かわいい人形のストラップが付いている。 
     c. （花子の）かばんに（は）かわいい人形のストラップが付けられている。 








       b. その赤頭巾の童話は，二つの絵を載せていた。一つは，森の中で赤頭巾の娘がオ
オカミと出会う場面。もうひとつは，（…略…）（BCCWJ[13]） 
       c. 実際，地方紙のほうが核心を突いた記事を載せていると思います。（BCCWJ[26]） 













 （93）a. 店主が店の入り口に閉店を知らせる看板を出した。 
b. その店の入り口には閉店を知らせる看板が出ていた。 
     c. その店の入り口には閉店を知らせる看板が出してあった。 





































 （96）a. かわいい人形のストラップを付けたかばん 
     b. 最新の AV 機器を備えた部屋 
     c. 衛星放送を受信するためのパラボラアンテナを立てた家 
     d. 基礎部分に免震用の巨大ばねを設置したビル 
 
 （97）a. 「何だって？ ちょっと待った」セスはミニステレオを置いている小さなキッ
チンに入り，音量を下げた。（BCCWJ[12]） 
        b. 館内１階には卓球台やビリヤード台を数台置いている部屋があるのも，温泉宿
らしくていい。（BCCWJ[14]） 
 




（98）a. I incorporated the new results into the paper.  
私はその論文に新しい結果を取り入れた／盛り込んだ。 












   b. 公表されたアクションプランでは，（…略…）解体的出直しをすることや，不正
に対応する「研究コンプライアンス本部」を設置することなどを盛り込んでい





146 このような交替を起こす動詞として次のものを挙げている。amalgamate, contain, embed, include, 
incorporate, integrate, omit. 
130 
 






















 （101）再帰の定義 （仁田 1982：80） 
    〈再帰〉とは，動作主から出た働きかけが結局は動作主自身に戻ってくることに
よって，動作が完結するといった現象を言う。 
 
 （102）a. 彼ハ入浴後イツモ冷水ヲ浴ビルコトニシテイル。 
     b. ソコニハベレー帽ヲカブッタ猫ガ立ッテイタ。 
      c. ココデハ靴ヲ履キ換エテ下サイ。            （同上：79） 
 
 （103）a. 子供ハ手ヲ叩イテ喜ンダ。 
          b. 彼ハ，コチラヲ向イテ，手ヲフッテイル。 
          c. アワテテ御飯ヲ食ベタノデ，舌ヲカンデシマッタ。 （同上：87） 
 
                                                   














    「浴びる」（再帰動詞）   「浴びせる」（使役―他動性動詞） 
                  「浴びさせる」（使役動詞） 
 
    「着る」（再帰動詞）    「着せる」（使役―他動性動詞） 
                  「着させる」（使役動詞） 
      
    「立つ」（自動詞）     「立てる」（他動詞） 












































  上の再帰の概念によって，①と②は次のような構文的特徴をもつと規定される。 








   例）太郎は（*自分に）服を着た。太郎は（*自分の）（頭に）帽子をかぶった。 
 
 本論文では，日本語を中心に扱うため「再帰動詞」という名称を仁田（1982）にならい，
                                                                                                                                                     


























 （105）a. 太郎ハ紺ノ背広ヲ着テイタ 
      b. *紺ノ背広ハ太郎ニ着ラレテイタ 
      c. 毎朝彼ハシャワーヲ浴ビル 
      d. *毎朝シャワーハ彼ニヨッテアビラレル      （仁田 1982：83） 
 
 （106）a. 森尾氏の意図したのよりも若い年齢の層が，よく彼のデザインした服を着ている。 
     b. 森尾氏のデザインした服は，彼が意図したのよりも若い年齢層によく着られている。 
     c. 町中の人が私のと同じ靴を履いている。 
     d. 私のと同じ靴が街中の人に履かれている。 
     e. 恵理子はベレー帽をわざと斜めにかぶっていた。 
     f. （恵理子の）ベレー帽はわざと斜めにかぶられていた。 
                         （天野 1987a：文中の下線は原文のまま） 
























 -（107）［A と B と C が作った服のどれが魅力的か，来店者が試着するかどうかで判定す
るという実験をしている。ただし，来店者のプライバシーに配慮して人物は映像
で映していない，という状況で］ 
      実況者「あ，一人の男性が近づいてきました。これで 5 人目です。今度はどう
でしょうか。あ，A の服を手にしたようです。あ，今，A の服が着られ
ました！。」 





 （108）a. 椅子に掛けておいた服が，いつの間にか知らない人に着られていて驚いた 
b. 下駄箱に入れておいた靴が，勝手に山田のやつに履かれていてむかついた。 
      c. きれいに片づけておいた帽子が，勝手に出されて，知らない人に被られていた。 
 
 （109）a. その情報は，すでに太郎に知られていた。 
b. 太郎は，遠くから花子に双眼鏡で見られていたことに気が付かなかった。 







































a.  Io  mi    alzò   alle sei. 
       私は 私を 起こす 6 時に。  私は 6 時に起きる 
    b.  Egli   si     alza   alle sei. 
       彼は  自分を起こす 6 時に。  彼は 6 時に起きる 
    c.  La finestra  si   apre. 





                                                   



















再帰動詞は 4.6 節で単他動詞と複他動詞のペアとして分析する。 
 
（111）「着る」（再帰動詞：単他動詞）     「着せる」（複他動詞） 
【三項（x, y, z）のうち一項（z）    【潜在化していた一項（z） 
が潜在化→二項（x, y,[z]）】       が顕在化→三項（x, y, z）】 
       ※[z]：z が潜在化していることを示す 
「着させる」（使役態） 
【二項（x, y,[z]）＋一項（p）→三項（p+ x, y,[z]）】 
 
 cf. 仁田（1982：81）の示したパラディグマチックな関係 
   再掲（104） 
    「着る」（再帰動詞）    「着せる」（使役―他動性動詞） 
                  「着させる」（使役動詞） 
 
    「立つ」（自動詞）     「立てる」（他動詞） 

















 （112）a. 太郎は壁に墨を付けた。 
b. ?その壁は墨を付けている。 
      c. その壁には墨が｛付いている／付けてある／付けられている｝。 
 
 （113）a. 太郎は（自分の）顔に墨を付けた。 








 （114）a. 太郎が子どもの髪を染めている。（進行／*結果継続）  （同上：41 脚注） 

























 （115）花子が  壁に  墨を  付ける          （同上：43） 
         非変化  位置変化 
 （116）花子が  顔に  墨を  付ける          （同上：44） 
    状態変化        位置変化 
 
 （117）花子が       顔に    墨を    付ける （同上：44） 
                非変化    位置変化 
         全体・部分 








 （118）       再帰②の構造 
            
     a. 花子が （自分の）顔に 墨を付けた。 
 
      ［動作の出所］        ［対象物着点］ 
    b. 花子が顔に墨を付けている。  c. 花子が顔に墨を付けている。 










          y 〈移動〉 y   （使役移動：x が p から z=x に y を〈MOVE〉→〈BE〉EXIST） 
●===> ●  >>>>  ●    移動-存在：p から z=xに y が〈MOVE〉→〈BE〉EXIST 
  x       p     z=x                           
        ・ >>>>  ●      所有 A：z=x には y が〈MOVE〉→〈BE〉POSS 
            z=x       z=x 
        ・ >>>>  ●    所有 B：z=x は yを〈MOVE〉→〈BE〉POSS 
            z=x       z=x    Ⅲ型 
                              焦点化 
 













 （119）     ≠（非再帰） 
a. 花子が    壁の     一部に    墨を  付ける。 
 
全体・部分 
                                    包含関係 
            b. 花子が   自分の     顔に     墨を  付ける。 
          ＝（再帰） 
 
 このように考えることによって，非再帰構文であっても，全体・部分，包含関係があれ


























 （120）a. 花子が太郎 i の顔に墨を付けた。（使役変化他動詞構文） 














                                                   










 再帰用法  ：「付ける」など 
 再帰動詞（ア）：着脱物    「着る」→「着せる」，「かぶる」→「かぶせる」 
「はく」→「はかせる」 
＜情報の移動＞ 
 再帰動詞（イ）：知的情報   「知る」→「知らせる」／「知れる」 
 再帰動詞（ウ）：視覚・聴覚情報「見る」→「見せる」   ／「見える」 
























                                                   

























ニ格名詞句は通常現れることはない。「x が y を着る」と言えば，y の移動先である着点は x
自身である。 
 









                                                                                                                                                     






 （122）       再帰②の構造 
            
     a. 太郎が （自分の体に） 服を着る。 
 
      ［動作の出所］        ［対象物着点］ 
    b. 太郎が服を着ている。     c. 太郎が服を着ている。 
（進行）           （結果状態） 
 
          y 〈移動〉 y     
●===> ●  >>>>  ●    使役移動：x が z=x に y を〈MOVE〉→〈BE〉EXIST 
  x       p     z=x  
    ●===>  ●  >>>>  ●       * 移動-存在：z=x に y が〈MOVE〉→〈BE〉EXIST 
    x       p     z=x            y：物（衣服） 
        ・ >>>>  ●      所有 B：z=x は yを〈MOVE〉→〈BE〉POSS 
            z=x       z=x    Ⅲ型 
                                焦点化 







 （123）a. 太郎は急いで服を着る。 
      b. 部屋をのぞくと，太郎があわてて服を着ていた。 

















 （124）a. 人は暖色系の服を着ると，性格も明るく見られる傾向がある。 
      b. 「どう？似合う？」 
      「わあ，ドレスを着ると，まるで別人ね」 
 













  ・再帰構造 ：x が（φ：z=x に） y を 再帰‐V（単他動詞） 
太郎が［φ：自分に］ 服を 着る。 
    ↓ 
   非再帰化 
・非再帰構造：x が  z に  y を 非再帰化‐V（複他動詞） 













    a. 太郎が［φ：自分に］服を着る。（使役変化他動詞構文：単他動詞） 
     ＜動作主＞  〈場〉 
           ↓ 
    b.           太郎が 服を着る。（Ⅲ型 場焦点化他動詞構文） 
           〈場〉 
    c. 太郎が  花子に 服を着せる。（使役変化他動詞構文：複他動詞） 
     ＜動作主＞ 〈場〉 
            
    d.      花子が 服を着る。（Ⅲ型 場焦点化他動詞構文） 
          〈場〉 
    e. 母親が  太郎に 服を着させる。（使役態） 
     ＜使役主＞ ＜動作主＞ 
            
    f. 太郎が ［φ自分に］服を着る。（使役変化他動詞構文：単他動詞） 





























          y 〈移動〉 y     
●===> ●  >>>>  ●    使役移動：x が z=x に y を〈MOVE〉→〈BE〉EXIST（知る） 
  x       p     z=x  
    ●===>  ●  >>>>  ●       移動-存在：z=x に y が〈MOVE〉→〈BE〉EXIST（知れる） 
    x       p     z=x           y：知的情報 
        ・ >>>>  ●      所有 B：z=x は yを〈MOVE〉→〈BE〉POSS（知る） 
            z=x       z=x    Ⅲ型 
                                焦点化 
















 a. 「知らせる」：複他動詞（「知る」の使役態と同形） 
     ↑非再帰化 
  b. 「知る」 ：使役変化他動詞 
     ↓自動詞化  
c. 「知れる」：変化自動詞 
「〈MOVE〉→〈BE〉EXIST」（自動詞構文） 
         知的情報がある人の頭に移動し，その場を領有するように存在する 
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  d. 「知る」 ：Ⅲ型の場焦点化他動詞構文を作る 
「〈MOVE〉→〈BE〉POSS」（他動詞構文） 
        その人が，頭の中に到達しその場を占有するように存在する知的情報 
        によって特徴付けられる状態になる 










 （127）a. 日本語文法についてもっといろいろなこと｛が／を｝知りたい。 
     b. 日本の歴史についてもっと知ろうと努力した。 








 （128）a. ［注意を呼びかけるポスター］ 
       これだけは知っておこう！ 水分補給の重要性！ 
      b. ［本の宣伝用キャッチフレーズ］ 
知っておくと役に立つ情報が満載！ 
      c.  A：えっ！ まだ見てないの！ 
B：ごめん。今日中に見ておくよ。 


















 （129）a. 私がそのことを偶然知ったのは，8 歳のときだったと思う。 
b. 敵がこのことを知るのは時間の問題だ。 





 （130）a. 彼はまだ酒の味を知らない。 
      b. 早慶戦でどっちが買ったか知っていたら教えてください。 

























挙げているが，最も重要なのは最初の A である。 
 












   表 4.5 イベントスキーマの焦点化と肯定・否定の形態 
 イベントスキーマで焦点化される部分 
変化イベント＋所有 所有のみ 
肯定 ① 知っている ②（知る163）      know 
否定 ③ 知っていない ④ 知らない NOT know 























 （133）a. 「先生が転勤するって，聞いた？ けっこう噂になっているけど」 
      「へえ，そうなの。知らないな…」 
      b. 「先生が転勤するってこと，山田君はもう知っているかな」 










































（135）a. 新潟行きの新幹線はもう 12 番線のホームに到着している。 
     b. 新潟行きの新幹線はまだ 12 番線のホームに到着していない。 
     c. 上野公園の桜はもう咲いている。 






 （136）a. ［ホーム上で左右を見ながら］ 
う～ん。新潟行きの新幹線，まだ到着しないな…。 









表 4.6 【修正版】イベントスキーマの焦点化と肯定・否定の形態 
 イベントスキーマで焦点化される部分 
変化イベント＋所有 所有部分のみ 
肯定 ① 知っている ②（知る）       know 
否定 ③ 知っていない ③※知らない ④ 知らない NOT know 






















































国語研究所の『現代日本語書き言葉均衡コーパス』は約 1 億 500 万語の言語資源だが，「知らない」（8303

















      [x CONTROL [y BECOME [y BE AT-z]]] 











      [x CONTROL [y BECOME [y BE AT-x]]] 
     → [x=y CONTROL [y BECOME [y BE AT-x=z]]]  
               ①                 ② 
        ↓                 ↓ 
       x は統語構造に現れない       x=z はどうなる？ 





















 （139）[x=y CONTROL [y BECOME [y BE AT-x=y=z]]]  










      [x=y CONTROL [y BECOME [y BE AT- z=φ]]]  










 （140）a. 新聞に出たので，すぐ世間に知れた。 
b. 人に知れないように変装して行った。 





      c. 人知れず手渡す。               （以上「新明解」より） 
      d. 会社に知れたら困るんだ。 
      e. 名の知れた店                 （以上「明鏡国語」より） 
 
また『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（国立国語研究所）を用いて「に知れる」を検索
して得られた 57 例のうち，可能の意味（「知ることができる」の意）になっている 5 例を
除外した 52 例を分類したものを下に示す170。 
 
表 4.7 「知れる」に現れるニ格名詞句 
 ニ格名詞句に現れる語 [数] 合計数（％） 
不特定多数 世間[8] 公[2] だれか[1] 人[1] 皆[1] ※非表示[2]  
相手(不特定)[1] ユーザー(不特定)[1] 
17 (32.7) 
(71.2) 場所 住んでいるところ[1] 隣近所[1] 地方[1] 土州[1] 4 (7.7) 
団体・ 
グループ 
マスコミ(関係者)[4] 会社[3] 警察[2] 十手持ち[1] 




(名前)[3] 彼[2] 彼ら[1] 実家[1] 親[1] 父[1] 妻[1] 
長老ども[1] そ奴[1] 王子[1] その持ち主[1] 長官[1]  
15 (28.8) (28.8) 






















         y 〈移動〉 y     
●===> ●  >>>>  ●    使役移動：x が z=x に y を〈MOVE〉→〈BE〉EXIST 
  x       p     z=x  
    ●===>  ●  >>>>  ●       移動-存在：z=φに x=y が〈MOVE〉→〈BE〉EXIST 
    x =y    p     z=φ        z：場全体（人々） y：知的情報  
        ・ >>>>  ●      所有 B：z=x は yを〈MOVE〉→〈BE〉POSS 
 反使役化   z= x       z= x    Ⅲ型 
                                焦点化 




















       



























          y 〈移動〉 y     
●===> ●  >>>>  ●    使役移動：x が z=x に y を〈MOVE〉→〈BE〉EXIST 
  x       p     z=x  
    ●===>  ●  >>>>  ●       移動-存在：z=φに x=y が〈MOVE〉→〈BE〉EXIST 
    x =y    p     z=φ             y：視覚情報 
        ・ >>>>  ●      所有 B：z=x は yを〈MOVE〉→〈BE〉POSS 
 反使役化   z= x        z= x    Ⅲ型 
                                焦点化 
    図 4.19 「見る」「見える」のイベントスキーマ 
  







  a. 「見せる」：複他動詞 
     ↑非再帰化 
  b. 「見る」 ：使役変化他動詞 
     ↓自動詞化            
c. 「見える」：変化自動詞 
「〈MOVE〉→〈BE〉EXIST」（自動詞構文） 
         視覚情報がある人の目に到達し脳が像として認知できるような 
         形で存在する 
  d. 「見る」 ：Ⅲ型の場焦点化他動詞構文を作る 
「〈MOVE〉→〈BE〉POSS」（他動詞構文） 








      b. 太郎は朝からずっと同じシャツを着ている。（結果状態） 
      c. *太郎は急いでその情報を知っている。（動作進行中） 
      d. 太郎はその情報を知っている。（結果状態） 
      e. 太郎は今，外で星を見ている。（「見る」行為が進行中） 
      f.  「この写真見た？」 
      *「うん。見ているよ」 
（結果状態：「さっき見た情報が今頭の中にある」と意味で） 
      g. 太郎はもう，その写真を見ている（※現在完了の意＝「もう見た」） 





                                                   







































着る 着ている 着ている 
知る ― 知っている 
見る 見ている ＃見ている（履歴） 
聞く 聞いている ＃聞いている（履歴） 
 使役変化他動詞（再帰） Ⅲ型の場焦点化他動詞 


















ある。‘look’は‘direct one’s gaze in a specified direction’175という意味である。辞書に
よっては‘to direct your eyes in order to see’176，‘to turn your eyes towards something, 












 （143）a. 外へ出たとき，西の空に月を見た。（＝月が見えた）。 







                                                   
175 Oxford Dictionary Online（ウェブ版）http://www.oxforddictionaries.com/ 
176 Cambridge Dictionary Online（ウェブ版）http://dictionary.cambridge.org/dictionary/british/ 
















 （145）動詞の結束性の強さ（宮島 1985：353 ※動詞を横に並べ直した） 
 






  A：スイカを冷たくしたけれど，冷たくならなかった。 
  B：スイカを冷やしたけれど，冷えなかった。 
  C：スイカを冷やしたけれど，冷たくならなかった。 
    A：○（24），△（37），×（38），？（1） 
    B：○（51），△（30），×（19），？（-） 
    C：○（65），△（24），×（11），？（-）  
  












  A：木の枝を燃やしたけれど，燃えなかった。 
  B：木の枝，燃やしたけれど，燃えなかったよ。 
  C：木の枝を燃やしたが，燃えなかった。 
    A：○（30），△（48），×（22），？（-） 
    B：○（30），△（49），×（21），？（-） 
    C：○（37），△（32），×（31），？（-）  
 
c. 「落とす」に関するアンケート項目と結果（同上：352） 
  A：柿の実を落としたけれど，落ちなかった。 
  B：一生けんめい，柿の実を落としたけれど，落ちなかった。 
  C：柿の実を落としたけれど，どうしても落ちなかった。 
    A：○（11），△（22），×（66），？（1） 
    B：○（31），△（36），×（33），？（-） 













































































 （147）I looked and looked , but couldn’t see it. 








 ト書き：They follow his gaze down the Mile,   彼の視線をたどってマイルを見る 
          see nothing, turn to him like he’s     が，何も見えない。 
crazy. 
  BRUTAL：（…略…）Look again. He’s right   よく見ろ。あそこにいるから。 
            there. 
  ト書き：Paul and Dean look again. and this   ポールとディーンはもう一度見る。 
time they see it:            今度はふたりにも見える。 







                                                   
183 英語の‘see’が「見える」ではなく「見る」に対応する場合には，次のような文法上の要因によるも
のもある。自発の概念を表す「見える」には「～たい」「～よう」は接続しないが，英語の‘see’は接続





   表 4.9 「見る」「見える」と‘look’‘see’の対応 
 ＜行為＋変化＞ 
＜行為＞ ＜変化＞  ＜状態＞ 














































      Lynn：I saw what was in your bureau drawer when I was cleaning. 










（152）a. Did you see who started the confusion? 
       その騒ぎはだれが始めたか見ましたか。 
（??/*見えました） 
      b . Have you ever seen a boxer knocked down? 
       ボクサーがダウンさせられるのを見たことがありますか。 
                     （??/*が見えた） 
        c. I have never seen a butterfly like that before. 
        あんなチョウは今まで見たことがない。 
（??/*見えた）          （ジ英和） 





  COLE：I see ghosts.             僕には幽霊が見えるんだ。 
  MALCOLM：How often do you see them?   何回ぐらい見たことがあるんだい？ 
  COLE：All the time. They’re everywhere.   いっつも見える。幽霊はどこにでも 
                         いるんだ。 
                                （対訳シナリオ[2]） 





























 （155）a. 北海道でも一度オーロラが見えたことがあるらしい。 
b. ぼくには 小さいころ幽霊が見えたことがったんだよ。 
 
 （156）a. （わたしは）幽霊を見たことがある。（「見た」経験） 
      b. （わたしには）幽霊が見えたことがある。（見る能力があった） 






                                                   
186 国立国語研究所『現代日本語書き言葉均衡コーパス』で検索すると「見えたことが（ある）」は 4 件，







 （157）a. （わたしは）富士山を見たことがある。 
      b. ?（わたしには）富士山が見えたことがある。 



























       思う→思われる， 思い出す→思い出される， 偲ぶ→偲ばれる 
     b. 一段動詞 
       感じる→感じられる， 案じる→案じられる189 























 （159）a. 太郎はみんなに陽気な人間と思われている。 
      b. （わたしには）故郷がなつかしく思われる。 








  受身：普通は文頭に現れない（文頭に現れるのは有標の語順である） 
     ・山田が鈴木に殴られた。 
 ②テンス 
  自発：基本形で発話時を指す。（a）私にもそのように思われる。 
  受身：基本形は未来を指す。 （b）私は彼女にうそつきだと思われる。 
 ③漸次変化の「テクル」が接続した文の許容度 
  自発：漸次変化を表すことができる。（a）故郷が懐かしく思われてくる。 






















































 （160）x が   m に働きかけて   z に   y を     V 
太郎が 木を用いて    庭に 犬小屋を 作る。 
     ①   ②        ③   ④    ⑤ 






 （161）x が   m に働きかけて V 
太郎が 水を     沸かす        cf. 太郎が お湯を 沸かす 
  ①   ②      ⑤           ①   ④   ⑤ 
   ①使役主（＝生産者）が 
   ②材料に働きかけて 
   ⑤V：状態変化させて結果物を発生／出現させる ｛沸かす，炊く…｝ 
 
                  〈発生〉 y 
●+++>●===> ・  >>>> ●   
 x     m      z         z 
 
   図 4.20 生産事象のイベントスキーマ 
















 （162） x が   m に働きかけて  z=x 自身に  y を    V。 
     太郎が 恩師に意識を向け  φ      恩師を   偲ぶ 
     ①    ②           ③       ④      ⑤ 







                  〈発生〉 y 
●+++>●===> ・  >>>> ●   
 x     m      z=x       z=x 
 
 






                          y 
○+++>●===> ・  >>>> ●   
 x =m  m     z=φ       z=φ 
 
 

















     a. 私は ［次郎が哀れだ］と思う。 
       →私には ［次郎が哀れだ］と思われる。 
     b. 私は ［次郎を哀れに］ 思う。 
       →私には ［次郎が哀れに］思われる。 
c. 私は 当時のやんちゃぶりを思い出す。 
   →私には 当時のやんちゃぶりが思い出される。 
     d. 私は 中学時代の恩師を偲ぶ。 
       →私には 中学時代の恩師が偲ばれる。 
     e. 私は 母の愛情を感じる。 
       →私には 母の愛情が感じられる。 
     g. 私は 息子が将来どうなるのかと案じる。 
       →私には ［息子の将来がどうなるのか］と案じられる。 
  ■「①＋②＋V」型の生産構文と自発文 
     h. 私は 息子の将来を案じる。 
（「将来」を材料にして，「心配ごと」を発生させるという意） 















     b. 「ひんい」という言葉さえ忘れたらしい国や，自国の外交ぶりにため息をつ
くくらいなら，多くの幸せを失った福島をもっと案じたい。 























































 （164）a. Then I saw a big lady standing there. 
         b. 太ったおばさんがいたの。      （本多 2013：68） 
 
      
  






















 （165）a. Then I saw a big lady standing there.（＝164a） 
        b. その時，（私は）太ったおばさんがそこに立っているのを見たの。 
         c. その時，（私には）太ったおばさんがそこに立っているのが見えたの。 












  Cole turns to see Lynn holding the   コールが振り返ると，リンがポップ 
 pop tarts. He walks back and takes   タルトを手にして立っている。コール 
 them from her before leaving.      は母親のところに戻り，ポップタルト 
                     を受け取る。部屋を出ていく。 




 疑問 3 の答はすでに自発の規定（ウ）に書いたとおりである。疑問 1 のうち自発の格配
列のほうは次のようにまとられる。 
 
 ＜疑問 1 とその答え（半分）＞： 
なぜ①のようなニ格名詞句の位置の相違が生まれるのか。 









 （167） 再掲（=159） 
a. 太郎はみんなに陽気な人間と思われている。 
       b. （わたしには）故郷がなつかしく思われる。 




















（168）事態の発生の場 （尾上 2003 の例文をもとに作成。場に下線を引く） 
a. 【受身】太郎が母親に褒められた。    
    b. 【尊敬】夏目先生が長編小説を書かれた。 
    c. 【可能】私は納豆が/を食べられない。 
    d. 【可能】納豆はだれでも食べられる。  
    e. 【可能】この寮はいつでも電話がかけられる。  
    f. 【自発】私は故郷が懐かしく思い出される。 















































  ・自発の場合： 
把握事態の発生が依拠する〈場〉はなく，状況（文脈）に依存した〈場〉において
把握事態が発生するという捉え方になる。 























      
x     y         y  
     ● ===> ● >>>> ●   x が y を V     
    
                   ◎＝  イベント 
          ・ >>>> ◎     y が x に V-ラレル  
     x         y        y    ★（y が x に x が y を V  -ラレル） 
      （x）場所化  （y）場として把握           発生事象 
 
    図 4.24 能動文と受身文のイベントスキーマ196 
 














       x           y           y 
● ===> ● >>>> ●   x が y を V  
 
                       把握事態が発生する〈場〉 
 
       ・ >>>> ◎                y が x に V-ラレル 
        y          y 
（x）場所化                  把握事態の発生が依拠する〈場〉 
  
図 4.25 能動文と受身文のイベントスキーマ（立体図） 
                                                   




















             






























    
   図 4.27 可能と受身の視点の違い （同上：p.1214 の図より） 
 











「A ハ/ニハ B ガ……」となる。 
一方，横綱側から見れば明らかに＜受身＞である。（同上：1213-1214）198 
 
                                                   
198 森田氏は文型（格配列）を比較するためにニ格名詞句をどちらの文型でも文頭に置いて示しているが，













x    y         y  
     ● ===> ● >>>> ●   x が y を V     
    
                   ◎＝  イベント 
          ・ >>>> ◎     y が x に V-ラレル  
               y        y    ★（y が x に x が y を V  -ラレル） 
x 
      （x）場所化  （y）場として把握     発生事象 
 
    （再掲）図 4.24 能動文と受身文のイベントスキーマ 
     
x    y         y  
     ● ===> ● >>>> ●   x が y を V     
    
                   ◎＝  イベント 
          ・ >>>> ◎     x にｙが V-ラレル  
               y         y    ★（x に y が x が y を V  -ラレル） 
x 
      （x）場所化  （y）場として把握     発生事象 
 
    図 4.28 可能文のイベントスキーマ200 






















   その存在なしにはある事象が発生しない場合に，その存在は事象に対して依拠性をもつ
と言う。 
 ①発生事象に対してポジティブな依拠性をもつ → ＜可能＞の解釈 
  ポジティブな依拠性とは，発生事象が場所化されたニ格名詞句の意図に沿うように
発生したと把握される性質のことである。201 
















                                                   
201 可能文に「x に y が V-（ら）れる」と「x が y を V-（ら）れる」の二つの構文が成立することについて
は，出来スキーマを基本とするラレル述語文として，前者の構文が基本だと考えられる。その上で，後
者の構文が現れるのは，イベント「x が y を V」が発生する〈場〉が受け手の y ではなく仕手の x と把握
されることによって，発生する〈場〉と発生が依拠する〈場〉が x で同一になり，結果的に「x に」が表
れなくなる，と現時点では考えておく。理論的な検証は今後の課題としたい。 
202 ここに示した依拠性は受身文における基本的な意味である。持ち主の受身および間接受身におけるニ格
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○+++>●===> ・  >>>> ●   
 x =m  m     z=φ      z=φ 
 















x     m                  y  
●+++>● ===>  ・ >>>> ●   x が y を V ／xが[p が/を～] と/く/に V （思う）     
              z=x      z=x 
                   ◎＝  イベント 
   φ        ・ >>>> ◎   φに y が V-ラレル （思われる） 
  （x=m）        z=φ      z=φ  φに[p が～] と/く/に V-ラレル （思われる） 
                              ★（φに xが yをV／xが[pが～] と/く/にV  -ラレル） 
               （z）場として把握      発生事象 
 
    図 4.29 自発のイベントスキーマ（修正） 
 


























  ①思われる（自発文） 
x     m                  y              
●+++>● ===>  ・ >>>> ●   x が y を V ／xが[p が/を～] と/く/に V （思う）  
              z=x      z=x 
                   ◎＝  イベント 
   φ        ・ >>>> ◎   φに y が V-ラレル （思われる）  
  （x=m）        z=φ      z=φ  φに［p が～] と/く/に V-ラレル （思われる） 
               ★（φに x が y を V／xが［p が～] と/く/に V  -ラレル） 
               （z）場として把握     発生事象 
 
  ②思われる（受身文） 
x     m                  y        
●+++>● ===>  ・ >>>> ●   x が y を V ／xが［p が/を～] と V （思う） 
                 z=x      z=x 
                   ◎＝  イベント 
          ・ >>>> ◎     y が x に V-ラレル（思われる） 
              z=x      z=x   ［p が～] と x に V-ラレル（思われる） 
    x                   ★（x に x がｙを V／x が［p が～] と V  -ラレル） 
  （x）場所化    （z）場として把握     発生事象 
 












 （169） 再掲（=159） 
a. 太郎はみんなに陽気な人間と思われている。 
       b. （わたしには）故郷がなつかしく思われる。 





















  思われる（受身）： 
場所化したニ格名詞句が発生事象に対してネガティブな依拠性をもつ。 
⇒単に場所化されるだけで見えなくなる思考主体 ⇒客観的な叙述 
  思える（可能）： 
場所化したニ格名詞句が発生事象に対してポジティブな依拠性をもつ。 
     ⇒場所化されながらも意図性を示す思考主体 ⇒主観的な叙述 
 





      （受身：ネガティブな依拠性，可能：ポジティブな依拠性） 






 受身：【事態が発生する〈場〉】ガ＋［発生が依拠する〈場〉］ニ ＋V-ラレル 
                  （ネガティブな依拠性） 
 可能：［発生が依拠する〈場〉］ニ＋【事態が発生する〈場〉】ガ ＋V-ラレル 
    （ポジティブな依拠性） 





















  a. 「見せる」：複他動詞 
     ↑非再帰化 
  b. 「見る」 ：使役変化他動詞 
     ↓自動詞化            
c. 「見える」：変化自動詞 
「〈MOVE〉→〈BE〉EXIST」（自動詞構文） 
         視覚情報がある人の目に到達し脳が像として認知できるような 
         形で存在する 

























 a. 「見せる」：複他動詞 
     ↑非再帰化 
  b. 「見る」 ：使役変化他動詞 
     ↓自動詞化            
c. 「見える」：自発を表す自動詞 
「〈MOVE〉→〈OCCUR〉→〈BE〉EXIST」（自動詞構文） 
         視覚情報がある人の目に到達し脳が像として認知できるような 
         形で発生し，そこに存在する 
  d. 「見る」 ：Ⅲ型の場焦点化他動詞構文を作る 
「〈MOVE〉→〈OCCUR〉→〈BE〉POSS」（他動詞構文） 








        y 〈移動〉  〈発生〉  y     
●===> ●  >>>>  ・ >>>>  ●     使役移動：x が z=x に y を 
x       p     z=x             〈MOVE〉→〈OCCUR〉→〈BE〉EXIST 
●===>  ●  >>>>  ・  >>>>  ●     移動-存在：z=φに x=y が        y：視覚情報 
x =y    p     z=φ    z=φ         〈MOVE〉→〈OCCUR〉→〈BE〉EXIST 
      ・ >>>>  ・ >>>>  ●     所有 B：z=x は y を 
       z= x       z= x     z= x     Ⅲ型       〈MOVE〉→〈OCCUR〉→〈BE〉POSS 
反使役化                             焦点化 
 






















































 （171）a. きょうは帰りが遅くなるので，いつも見ているドラマが見られない。 
      b. この動物はあと数年で絶滅し，見られなくなるだろう。 
      c. すみません。イルカのショーは何時から見られますか。 
      d. この液晶テレビ，画像がきれいに見えるね。 








 （172）a. 展望台に上れば，富士山が見られますよ。 
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 （173）a. 前の席に大きい人が座ったので，スクリーンがよく見えない。 
      b. きょうはもやがかかっているので，遠くの景色が見えない。 
 
 （174）a. 黒板の字は小さくてよく見えない。 
      b. 「この絵の中にある動物が隠れているんだけど，見えるかな？」 



















 （175）a. （私には）赤い屋根の家が見える。 
      b. （私には）川の向こうに赤い屋根の家が見える。 



















        y 〈移動〉  〈発生〉  y     
●===> ●  >>>>  ・ >>>>  ●      
x       p     z=x              
●===>  ●  >>>>  ・  >>>>  ●     移動-存在：z=φに x=y が        y：視覚情報 
x =y    p     z=φ    z=φ         〈MOVE〉→〈OCCUR〉→〈BE〉EXIST 
      ・ >>>>  ・ >>>>  ●      
       z= x       z= x     z= x     
反使役化                             焦点化 
 





的な能力（ability）があり，この能力は潜在的であるが，「see, hear, feel, smell, taste のよ
うな知覚動詞（perception verb）の場合，特に〈英〉では can とともに用いられて，通例，
身体的な〈能力〉が発現されていることを表す」（同上：275）と述べている。 
 
 （176） “…Ah!” ―she shut her eyes― “I can see it happening …” 





















 （177）a. I can see the moon tonight.（今夜は月が見える）顕在的能力 
      b. Cats can see in the dark.（ネコは暗がりで目が見える）潜在的能力 
（同上：276） 
 
 また，Leech. G. N.の論考207を引用して次のように述べている。 
 
知覚動詞が can と共起する場合は「知覚の状態」を表すが，can を伴わ
ない場合は「瞬間的な知覚」を表すとする208。 
 (i)  a.  I can see a bird.（鳥が見える） 
   b.  I see a bird!（鳥が見えた！） 
 (ii)  a.  I could hear a door slamming. 
（ドアがバタンバタンいうのが聞こえていた） 
b.  I heard a door slam.（ドアがバタンというのが聞こえた）［一回の音］ 




                                                   
206 視力検査は「視覚対象物が見られるかどうかの検査」ではなく，「見えるかどうかの検査」である。 
207 Leech, G.N. (1987) “Meaning and the English Verb,” Longman. 
208 イギリス英語に顕著だという。また，‘see’‘hear’は通常進行形にすることができないが，can＋感
覚動詞はその代用表現に近いという。安藤（2005：277）によれば，Swan, M.(1995) “Practical English 







   表 4.10 【修正版】「見る」「見える」と‘look’‘see’の対応 
 ＜行為＋変化＞（状態） 
＜行為＞ ＜変化＞  （状態） 
























 Burt：Tell you something . You listen close,    ひとつお話しましょう。よく 
too, because it might be something    聞いてください。きっとあなた 
you need to know.           のためになります。 
  Paul：I’m listening.             聞きましょう。 
                                                          （対訳シナリオ[1]） 
（179） 
 Brutal：Course they’re broken, I heard the   そりゃ折れてるさ。骨がボキッと 
damn bones crack. （…略…）     鳴るのが聞こえたぜ。 
  Harry：You hear what he was yelling when   あの大男を連行してきた時，あい 
we brought the big dummy in?     つがわめいていた言葉を聞いたか？ 
  Paul ：How could I miss it , Harry? The    決まっているだろう，ハリー。 
whole prison hears.          刑務所中に聞こえたぞ。 







（180）a. I often hear people around me lamenting the decline of the Japanese  
language. 
     b. 日本語の堕落を嘆く声をよく聞く。        （ジ英和） 
 
 （181）It’s like nothing they’ve ever heard      これまで聞いたこともない声，… 
before, … 





























   見る： ～の方を見る   見入る     見つめる  凝視する  注目する 
         ｜      ｜     ｜     ｜     ｜ 
   聞く： *～の方を聞く  聞き入る  *聞きつめる  ？     ？ 
 
   見る：＜行為＞ 目を近づける 
＜意識＞ 目を凝らす 
  聞く：＜行為＞ 耳を近づける，耳を当てる，耳を傾ける 
＜意識＞ 耳を澄ませる，耳をそばだてる 
 














 （184）a. 太郎はいま，急いでシャツを着ている。（動作進行中） 
      b. 太郎はいま，黄色いシャツを着ている。（結果状態） 
      c. 太郎はもう，黄色いシャツを着ている。（現在完了） 
      d. 太郎は以前，これと同じ黄色いシャツを着ている。（経験・経歴） 
 
 （185）a.  太郎はいま，その壁に飾られた絵を見ている。（動作進行中） 
      b. #太郎はいま，その壁に飾られた絵を見ている。（結果状態） 
      c.  太郎はもう，その壁に飾られた絵を見ている。（現在完了） 
      d.  太郎は以前，その壁に飾られた絵を見ている。（経験・経歴） 
 
 （186）a.  太郎はいま，教室で先生の話を聞いている。（動作進行中） 
      b. #太郎はいま，その話を聞いている。（結果状態） 
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      c.  太郎はもう，その話を聞いている。（現在完了） 




















      b. 部屋をのぞくと，太郎があわてて服を着ていた。 
     c. 太郎は朝からずっと同じシャツを着ている。 
 
 （188）a. 太郎は飴を一つ（口に）含んだ 
     b. 部屋をのぞくと，太郎があわてて飴を次々と（口に）含んでいた。209  



















 （189）a. 太郎が［φ自分に］服を着る。（単他動詞） 
            ↓＜非再帰化＞ 
     b. 太郎が  花子に 服を着せる。（複他動詞） 
 
 （190）a. 太郎が［φ自分の口に］飴を含む。（単他動詞） 
            ↓＜非再帰化＞ 
      b. ??太郎が  花子の口に 飴を含める。（複他動詞） 












 （191）a. 花子が店の前に立つ／並ぶ。（有情者） 
          b.*太郎が花子を店の前に立てる／並べる。 














 （192）a. 棒が地面に立つ。（無生物） 
      b. 太郎が棒を地面に立てる。 







      b. ??母がスポンジにたっぷり水を含めた。 













 （194）a. 鉄の棒がぐにゃりと曲がる。（無生物） 
      b. 太郎が鉄の棒をぐにゃりと曲げる。 




     b. 太郎が棒を地面に立てる。 




                                                   
211 国立国語研究所『現代日本語書き言葉均衡コーパス』で「含む」と「含める」のヲ格をとる名詞の共起
関係を調査したこところ，「〜に｛墨／水｝を含める」は出現せず，観察されたのは「含ませる」のほう
















 （196）「固まる」の LCS と文の許容度（影山 1996：182 を参考に作成） 
     a. コンクリートが固まる 
LCS【上位概念が埋まっている】  
   ↓ 
  y CONTROL  [ y BECOME [ y BE AT-SOLID ]213 
                  ↓使役主（x）を新たに埋め込めない 
       *作業員（x）がコンクリート（y）を*固める（使役変化他動詞） 
作業員（x）がコンクリート（y）を固まらせる（使役態） 
 
     b. 地面が固まる 
LCS【上位概念が空いている】  
   ↓ 
          y BECOME [ y BE AT-SOLID ]214 
   ↓使役主（x）を埋め込める 
x CONTROL   [ y BECOME [ y BE AT-SOLID ]215 
作業員（x）が地面（y）を（踏み）固める（使役変化他動詞） 
*作業員（x）が地面（y）を固まらせる。（使役態） 
                                                   
212 LCS とは Lexical Conceptual Structure のことで，影山（1996）の表示方法によれば，一つの動詞述
語が表し得る最大の構造が  [x ACT ON y] CAUSE [y BECOME [y BE AT-z]と記述される。‘CAUSE’














（a）上位概念が埋まっている  （b）上位概念が埋まっていない 
y=x   y=x   y=x               y      y 
   ●===>●>>>> ●            ●>>>> ● 
                    z                               z 
    x ●===>                         x ●===> 
埋め込み不可能                 埋め込み可能 
      












































































         y 〈移動〉 y     
●===> ●  >>>>  ●    使役移動：x が z=x に y を〈MOVE〉→〈BE〉EXIST 
  x       p     z=x  
    ●===>  ●  >>>>  ●       移動-存在：z=φに x=y が〈MOVE〉→〈BE〉EXIST 
    x =y    p     z=φ        z：場全体（人々） y：知的情報  
        ・ >>>>  ●      所有 B：z=x は yを〈MOVE〉→〈BE〉POSS 
 反使役化   z= x       z= x    Ⅲ型 
                                焦点化 

































       例：太郎は飴を一つ口に含んだ。 
 「含む②」：①をベースに変化事象に焦点があたりⅢ型の場焦点化他動詞構文を作る 
        例：太郎はさっきからずっと同じ飴を口に含んでいる。 
 「含む③」：①をベースに反使役化によって，対象物の自律的な移動・発生が原因 
事象として読み込まれて場焦点化他動詞構文を作る。 
 例：レモンはビタミン C を多く含む。（＜発生事象） 
 例：スポンジは水をたっぷり含んだ。（＜移動事象） 












      b.  （担当者が）料金に手数料を含めて請求する。 
      c. ??（担当者が）料金に手数料を含ませて請求する。 
 
 （200）a. 参加者は小学生の 3 人を含む。 
      b.  （担当者が）参加者に小学生の 3 人を含めた。 
      c. ??（担当者が）参加者に小学生の 3 人を含ませた。 
 
管見の限りでは「含む④」の意味が辞書で独立して取り上げられていることはないよう





                                                   
















（201）a. 「植える」 → 「植わる」 ：行為者なしには成立しない事態 
      他動詞     自動詞 
b. 「含める」 → 「含む④」 ：行為者なしには成立しない事態 














       意味の使役変化他動詞（複他動詞） 
  ・「含む①②③」は一部の慣用的な固定表現を除いて「含める」と交替しにくい 
  ・「含む④」は「含める」と交替する 
 
このように「含む」という形態だけを見て，単純に「含む」対「含める」の単他動詞と複

















 （202）a. タバコは有害な物質を含む。 







 （203）a. その作業は危険を伴う。 
         b. *その作業に（よって）危険が伴われる。 cf. その作業には危険が伴う。 
      c. 太郎が熱を出した。 









      b. *私はこの鉱石にたくさんの鉄分を含まれた。   （同上：234） 
  
  








           動詞 
             第三者の受身を作る動詞 
             まともの受身を作る動詞 
             持ち主の受身を作る動詞 
 
 
      
 









 （205）Ⅰ型  a. 彼はやる気を欠く。   → *やる気が彼に（よって）欠かれる。 
        b. 桜の木が芽を出す。   → *芽が桜の木に（よって）出される。 
             c. 山が地滑りを起こした。→ *地滑りが山に（よって）起こされた。 
             d. 町は昔の面影を残す。 → *昔の面影が町に（よって）残される。 
     Ⅱ型  e. 鞄は取っ手にかわいいストラップを付けている。 
















 （206）a. 太郎が残っていた飴を全部口に含んだ。 
          b. 残っていた飴が太郎によって全部口に含まれた。 







cf. タバコの煙はダイオキシンを含む        （BCCWJ[18]） 
     b. 自由なカリキュラム編成には，どのような観点・方針・内容が含まれるのか。 
cf. カリキュラム編成がどのような観点…を含むか  （BCCWJ[19]） 
 












＜所有 A と所有 B の形態の整理＞ 
■B は A と自他同形 
所有 A：桜の木には新しい芽が吹いた。 
     所有 B：桜の木は新しい芽を吹いた。 
■B は使役変化他動詞と同形態 
  Ⅰ型（自律的な変化事象の場合） 
所有 A：桜の木には新しい芽が出た。 
    所有 B：桜の木は新しい芽を出した。（cf.太郎が引出から本を出した） 
   Ⅱ型（使役移動事象がベース：設置動詞の場合） 
    所有 A：鞄の取っ手にはかわいいストラップが付いている。 




   Ⅲ型（再帰構造がベースになる場合） 
    所有 A：太郎の顔には墨が付いている。 
    所有 B：太郎は顔に墨を付けている。［※結果状態］（cf.太郎が顔に墨を付けた） 
  ■B は独自の形態 
（1）すでに自他の対立形態が存在する場合 
所有 A：山田さんのうちでは醤油が切れた。 
     所有 B：山田さんのうちは醤油を切らした。 （cf. #醤油を切った） 
   （2）形態上対応する自動詞が存在しない場合 
    所有 A：なし 
    所有 B：山田さんは地震で家族を失った。 
 
以上が 4.2 節から 4.5 節までに分析してきた所有 A と B の動詞とその形態である。問題
となっている「含まれる」と「含む」は，場が題目化され「～には」となるのか，それと
も主語位置に来てヲ格名詞句をとり他動詞構文を作るのかという点で見れば，それぞれ所
有 A と B の対立だと見なすことができる。 
 
（208）所有 A：タバコの煙にはダイオキシンが含まれている。 










 ［1］「～が～を V」：使役変化他動詞【単他動詞】 
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［2］「～には ～が V」：所有 A に相当（単他動詞の反使役化による自動詞） 
｛a. なし  b. 知れる c. 見える d. 聞こえる e. ★なし→含まれる｝ 
a.（なし） 
b. 山田さんにはそのことが知れている。 




［3］「～は～を V」：所有 B（単他動詞の反使役化によって他動詞構文を作る） 
｛a. なし  b. なし c. なし d. なし e. 含む③｝ 
      e. タバコの煙はダイオキシンを含む。 
 
［4］「～は～を V」：所有 B（単他動詞の再帰構造がベース） 
｛a. 着る b. 知る c. 見る d. 聞く e. 含む②｝ 
a. 山田さんは朝から同じシャツを着ている。 
      b. 山田さんはそのことを知っている。 
c. 山田さんはその光景を見たことがある。 
      d. 山田さんはその音を聞いたことがある。 
      e. 山田さんはさっきから同じ飴を（口に）含んでいる。 
 
［5］「～には ～が V」：所有 A に相当（複他動詞の脱使役化による自動詞） 
｛a. なし  b. なし c. なし d. なし e. ★★なし→含まれる｝ 
e.（なし）→★★この料金には手数料が含まれる。 
 
［6］「～は～を V」所有 B（複他動詞の脱使役化によって他動詞構文を作る） 
｛a. なし  b. なし c. なし d. なし e. 含む④｝ 
    e. この料金は手数料を含む。 
   
［7］「～が～に～を V」使役変化他動詞【複他動詞】 
















































































 （209）a. 他動詞化接辞／使役化接辞による複他動詞 
（ア）「-se(ru)」による 
「着る」→「着せる」，「見る」→「見せる」 
    （イ）「-e(ru)」による 
       「含む」→「含める」 
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    （ウ）「-ase(ru)」による 
「知る」→「知らせる」 
「聞く」→「聞かせる」 





















 （210） 視点の取り方の違いで生まれる対義語 
＜与え手＞      ＜受け手＞ 
a. あげる  ―  もらう 
 （与える／授ける） （受ける） 
       b. 貸す   ―  借りる 
c. 売る   ―  買う     
      d. 教える  ―  教わる 
      e. 預ける  ―  預かる 
      f. 授ける  ―  授かる 
 
 次に確認しておきたいことは，「～が～を教わる」という日本語に対応する英語には‘learn’






 （211）a. 水泳を教わった。 
      b. I learned how to swim. 
        c. I was taught how to swim.     （プログレッシブ和英辞典229） 
 
 （212）No, I , I won't tell you how I was taught to do it because I was taught to do it 
very differently. （BNC [KE3 1870]）230 
 
辞書の解説によれば，「study が積極的努力を伴うのに対して, learn は練習や授業によって







（213）learn: Gain or acquire knowledge of or skill in (something) by study, experience, 
or being taught 
study: Devote time and attention to gaining knowledge of (an academic 
subject), especially by means of books 








b. I don’t want to be left in charge of such a valuable thing. 
                               （会話作文英語表現辞典） 
 
                                                   
229 これ以降「プ和英」と略す。 
230 British National Corpus（http://www.natcorp.ox.ac.uk/）より。以下用例引用表示の際は BCN と略す。 
231 したがって，状況によっては＜受け手＞の視点の「借りる」の意味も表すことができる。例）How long 
can I keep this book? いつまでこの本を借りられますか。（ジ英和） ちなみに，意味が「管理・世話」
のようにシフトすると，‘take care of’のような英語が用いられる。 
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（215）a. Will you keep my belongings for me during the game? 
        b. 試合の間私の荷物を預かってくれませんか。 
                      （ジ英和） 
 （216）keep: to have or continue to have in your possession 
               Do you want this photograph back or can I keep it? 



















 （217）a. 太郎が 壁に   墨を  付ける。 
     〈動作主〉 〈場所〉 〈対象〉 
      b.    壁に   墨が  付く。 
           〈場所〉 〈対象〉 
          c. 太郎が  花子に  数学を 教える。 
     〈動作主〉 〈相手〉 〈対象〉 
      d.      花子が   数学を    教わる。 
           〈相手〉 〈対象〉 
（太郎に） 
〈動作主〉 















 （218）a. 太郎は   鞄に   かいわいいストラップを  付ける。 
     〈動作主〉 〈場所〉  〈対象〉 
      b.       鞄は   かわいいストラップを  付けている。 
           〈場所〉  〈対象〉 
          c. 太郎は   花子に        数学を     教える。 
     〈動作主〉 〈相手〉       〈対象〉 
      d.       花子は （太郎に）  数学を     教わる。 


















          y〈移動〉 y    
●===> ●  >>>>  ●    使役移動：x が x から z に y を〈MOVE〉→〈BE〉EXIST 
  x       x     z                            
        ● >>>>  ●      移動-存在：x から z に y が〈MOVE〉→〈BE〉EXIST 
            x          z 
        ・ >>>>  ●    所有 B：z は y を〈MOVE〉→〈BE〉POSS 
            z          z    Ⅱ型：使役移動から〈移動〉だけの焦点化 
                              焦点化 
 







 （219）a. 太郎は花子に数学を教える。 














                                                   








（220）a. 我借了他十块钱  
      b. ぼくは彼に 10 元借りた。 
         c. 我借给你课本，借给你词典，你要好好学习 
          d. テキストと辞書を貸してあげるから，しっかり勉強するんだよ。 










 （221）a. 彼女は彼にフランス語を教えている。 
b.  Elle  lui  enseigne le français. 
 she  to him  teach     French 
      c.  彼はフランス語を教わっている。 
         d.  On lui enseigne le français. 













                                                   
235 フランス語には英語と同様「be+過去分詞」の受動態があるが，英語ほど受動態を用いられないという。
その要因の一つとして，不定代名詞の‘on’を主語にする能動文が英語の受動文に相当する意味を表す
ことが挙げられる。また，英語が間接目的語を主語にした受動態（He was given a book.）が成立するの






 （222）a. 太郎は 花子に 数学を 教える。 
〈動作主〉 〈相手〉 〈対象〉 
      b. （φ）  花子は 数学を 教わる 
＜抑制＞       osow-aru 脱使役化 





















 （223）a. （わたしは）ぜひ先生に教わりたいんです。お願いします。 
      b. 経験が豊富な山本さんにいろいろと教わろうと思っている。 
      c. しょうがないな。他にだれにも頼めないなら，私が預かろう。 
      d. この荷物，数日間でいいから預かって。お願い！ 
 













 （224）a. 太郎は   花子に           お金をあげる。（着点） 
      b.        花子は 太郎｛に／から｝  お金をもらう。（出所） 
      c. 太郎は   花子に            英語を教える。（着点） 











     b. 早く買えよ。 
     c. 早く借りろよ。 
     d. ??早く教われよ。 























       図 4.36 授受動詞と役割構成 















（226）a. 子ドモガ 私ニ シジミヲ 売ッタ 
     b. 私ガ 子ドモニ シジミヲ 買ッタ（寺村 1982：132） 
                          
もし＜仕手＞と＜相手＞が図 4.36 に示したような対応関係になっていれば，「売る-買う」
でこそ「ニ格名詞」が「受ケル類」に使われていいはずである。この指摘に対する反論と





































     b. *私ハコノ本ヲ彼ニ
．
受ケ取ッタ      （同上：122-123） 




      b. コレハソレカラ
．．
由来スル        （同上：122） 



































      教える：[xi CAUSE [y MOVE FROM-xi TO-z]]  
（x=先輩，y=合格の秘訣，z=後輩） 
            所有構造への変換 
      → xi CAUSE [BECOME [zj BE WITH-[y MOVE FROM-xi TO-zj]] 
      脱使役化 
      → xi CAUSE [BECOME [zj BE WITH-[y MOVE FROM-xi TO-zj]] 
        ↓          ↓     ↓      ↓ 
        φ         後輩が   合格の秘訣を 先輩から 教わる 
                              （影山 2002：134） 
 
上の概念構造は概略，次のような意味を表している。「教える」とは「y が x から z に移動
することを x が引き起こす」ことである。所有構造への変換とは，移動先の場の z が取り




















   ①所有の転移を表す動詞   あげる／与える ― もらう 
      授ける  ― 授かる 
   ②一時的な所有の転移を表す動詞    貸す  ― 借りる 
   ③知識やメッセージなどを伝える  教える  ― 教わる 
    動詞             言いつける ― 言いつかる 




時間（t-1）において，x が z を所有しているが，ある時間において y が z を所有すること
を，x が引き起こす。「もらう」（b）は，先行する時間（t-1）において，y が z を所有して
いるが，ある時間において x が z を所有することを，x が引き起こす。「受け取る」（c）は，













                    ↓前所有者 x         ↓後所有者 y 
a.  [DO(x)] CAUSE [AT(t-1, HAVE(x,z))]&[AT(t, BECOME HAVE(y,z))]]  
          x が                                 y に z をあげる 
                   ↓前所有者 y        ↓後所有者 x 
b.  [DO(x)] CAUSE [AT(t-1, HAVE(y,z))]&[AT(t, BECOME HAVE(x,z))]]  
       x が           y に z をもらう 
 
      c.  [DO(x)] CAUSE [AT(t-1, BE-AT(y,z))]&[AT(t, BECOME BE-AT(y,x))]]  
      x が            y を  z から受け取る 
































  上の再帰の概念によって，①と②は次のような構文的特徴をもつと規定される。 
  再帰①：  


















 与え手 （貸す） 
          y          y 
 ●===> ●  >>>>  ●   x1 が自身の場（x1）にある y を他者の場（z）に移動する 
 x1      x1         z          場：所有空間 
       ヲ ニ 
          y  ヲ カラ  y 
 ●===> ●  >>>>  ●   x2 が他者の場（x1）にある y を自身の場（z=x2）に移動する 
 x2      x1        z=x2        場：所有空間 
        
受け手 （借りる） 
 









 （232）a. 貸す（与え手側からの事態把握） 
       x1 が  z に  y を  貸す 
      太郎が 花子に お金を 貸す 
 
          b. 借りる（受け手側からの事態把握） 
      x2=z が x1 から  y を  借りる 



























共通する点である（4.6.5 節 図 4.24, 図 4.25 を参照されたい）。 
 
 与え手 （貸す） 
          y          y 
 ●===> ●  >>>>  ●   x1 が自身の場（x1）にある y を他者の場（z）に移動する 
 x1      x1         z           場：所有空間 
 
     ・  >>>>  ●      z=x2 が(x1 の場において) y の非所有から所有の状態へと変化する 
     z=x2       z=x2              場：降格して背景化した場     
x1 場所化              変化事象が焦点化 
          y          y 
 ●===> ●  >>>>  ●   x2 が他者の場（x1）にある y を自身の場（z=x2）に移動する 
 x2      x1        z=x2        場：所有空間 
  
受け手 （借りる）   
 









 （233）a. 太郎が花子にお金をあげる。 （与え手中心の使役移動構文） 
      b. 花子は太郎にお金をもらう。 （受け手中心の場焦点化他動詞構文） 
                     ※ニ格名詞句は（a）の行為者が場所化 



















 （234）a. 太郎が花子に荷物を預ける。 （与え手中心の使役移動構文） 
      b. 花子は太郎に荷物を預かる。 （受け手中心の場焦点化他動詞構文） 
                     ※ニ格名詞句は（a）の行為者が場所化 














 （235）a. 太郎は花子に手紙を渡した。 
     b. 花子は太郎｛  に／から ｝手紙をもらった。 































a. 太郎が花子にお金をあげる。 基本（与え手中心の使役移動構文） 
     b. 花子は太郎にお金をもらう。 拡張（受け手中心の場焦点化他動詞構文） 
                     ※ニ格名詞句は（a）の行為者が場所化 






a. 太郎が花子に荷物を預ける。 基本（与え手中心の使役移動構文） 
     b. 花子は太郎に荷物を預かる。  基本（受け手中心の場焦点化他動詞構文） 
                     ※ニ格名詞句は（a）の行為者が場所化 































次に，「～に買う」がどのような事態把握に基づくのかを示す。図 4.39 は図 4.38 の一番













 与え手 （売る） 
          y          y 
 ●===> ●  >>>>  ●   x1 が自身の場（x1）にある y を他者の場（z）に移動する 
 x1      x1         z             場：所有空間 
 
     ・  >>>>  ●      z=x2 が(x1 の場において) y の非所有から所有の状態へと変化する 
     z=x2       z=x2          場：降格して背景化した場 
x1:場所化              変化事象が焦点化 
          y          y        x2 が他者の場（x1）にある y を自身の場（z=x2）に移動する 
 ●===> ●  >>>>  ● >>>>  ●      場：所有空間 
 x2      x1        z=x2     z= p 
                  +さらに y を他者の場（z=p）に移動する 
受け手 （買う）  
 
 図 4.39 与え手と受け手（拡張型）と所有のイベントスキーマ 
 
 （238）a. 花子は太郎から本を買った。  出所（再帰②ベースの構文） 
      b. 花子は友達に本を買った。        ―   ＋  外部受領者 










作る概念転換である。しかし，このような概念転換を適用すれば，「「x2 が y を（z=x2：φ
に）買う」から「x2 が y を z=p に買わせる」が派生することになる。この文の意味は，「x2
が＜p が y を買うこと＞を引き起こす」という使役態である。確かにこれも p が y を所有す
                                                   
240 ちなみに「花子は家から公園｛*に/まで｝歩いた」のように「カラ格」と「ニ格」が共起できないのは，


















（239）「あり」の意義と用法 （山田 1908：335-363 の記述をまとめる） 
【第一種】存在動詞の「あり」 
【第二種】形容詞の熟合したもの 
     連用形の「く」＋「あり」→「かり」 
【第三種】もっぱら統覚作用をあらわすのに用いる 
     「に」＋「あり」→「なり」 
     「と」＋「あり」→「たり」 
    【第四種】動詞及び形式動詞に付属してその属性をあらわす 











     （現代語の述語の型）     （基底の型または文語の型） 
     a. 先生は教室 にいる       ＜ に あり ［存在］ 




（c. ～は静か／d. 学生）なり    ＜ に あり ［状態］242 
 
e. 教室は静か だ ＜ である   ＜ にてあり ［状態］243 
f. 太郎は学生 だ ＜ である   ＜ にてあり ［状態］ 





    存在    所有      非存在   非所有 
   y ●     y ●       ・     ・ 
        z          z                z           z 
  〈BE〉EXIST 〈BE〉POSS     〈BE〉Not EXIST 〈BE〉Not POSS 
 
    （再掲）図 4.1 存在と所有のイベントスキーマ 
 
 「〈BE〉EXIST」からは存在構文「z に y がある」が，「〈BE〉POSS」からは所有 A「z には







は Y だ」は，「X が Y だ」の図式から X のみを取り出し，再び Y に結びつける」（岡 2013：
224）という考えを示している。形容詞述語文の「X は A」も「X は Y にある」の認知過程
を継承すると考え，同様の図式を提案している（図 4.41）。 
  
                                                   











   X が Y であること     X は Y である 
 








      措定文          属性形容詞文 
 
     図 4.41 名詞述語と形容詞述語の「～は…」 











「ある」を「〈BE〉STATE 」と表示することにする245。名詞述語（N1 が N2 である［こと］）
は特殊（N1）が一般（N2）に含まれるという関係で集合図として描かれることがある。こ
の N1 を存在する主体（y），N2 を〈場〉（z）と捉えれば，名詞述語の「y が名詞-だ」と「y
は名詞-だ」を作りだす事態のイメージスキーマは次のように示すことができる。 
 
                                                   




         y：対象                                      y：対象 
      ●                   ●     y：題目の場 
                  z：属性の場                                  z：属性の場 
  y が z にて〈BE〉STATE     y は【y が z にて〈BE〉STATE】-ATT を〈BE〉POSS  
   （y が名詞-だ）            （y は名詞-だ）       ↓ 
                                 φ 
        図 4.42 名詞述語のイメージスキーマ246 
 
「y が名詞-だ」は「y が z にて〈BE〉STATE」つまり「y が z という状態の〈場〉に存在す
る」という把握の仕方である。「y が～」から「y は～」への転換は，題目として y の〈場〉



















                                                   




わった形だ」のように，「x は y だ」が理論的に「x=y」にはならないコピュラ文（新屋 1989 の「文末名
詞文」，角田 1996 の「体言締め文」など）が多いことは古くから注目されていた。このような「x は y
だ」の x を所有空間とみなし，x が y という特徴を有すると分析することを提案するのが本研究の立場で
ある。なお，形容詞述語については，このあとで「あの女の子は目が青い」という形容詞述語と「あの
女の子は青い目をしている」という他動詞構文との対応関係を所有の概念によって分析する。 

















示するスキーマを考える。「y が形容詞（p）-φ」250 という形容詞述語文は「y が(y の Sd
が) p-く〈BE〉STATE」つまり「y が（その側面が）p という状態で存在する」という事態把
握の仕方によるものと仮定する251。「y が～」から「y は～」への転換は，題目として y の
〈場〉が取り立てられ，その〈場〉（＝y）が【y が(y の Sd が)p-く〈BE〉STATE】という属
性（ATT：Attribute）を所有する，という把握に転換する。 
 
          y：対象                                      y：対象 
             p                                       p           y：題目（場） 
                    Sd：側面                                    Sd：側面 
     
y が(Sd が) p-く〈BE〉STATE  y は【(Sd が)p-く〈BE〉STATE】-ATT を〈BE〉POSS  
   （y が形容詞-φ）           （y は形容詞-φ）   ↓ 
                                  φ 
























述語を，対象の側面が「y が(Sd が) p-にて
．．
〈BE〉STATE 」と把握するなら，形容詞述語と
























 （241）所有傾斜 252 （角田 1991：119 より） 
     身体部分 ＞ 属性 ＞ 衣類 ＞ （親族） ＞ 愛玩動物 ＞  
      作品 ＞ その他の所有物 
 











 （242）a. 彼女は長い髪をしている。（身体部分） 
     b. メアリーは青い目をしている。（身体部分） 
      c. 太郎は明るい性格をしている。（属性） 
      d. あの男は陰気な表情をしている。（属性）    （同上：139） 
 
 （243）a. *歌子は口をしている。（修飾句なし）     （同上：155） 
















 （244）a. *太郎は｛昭和生まれの男性という属性／誰もが尊敬してやまない人格／ 
      皆から好かれる人柄｝をしている。             （同上：25） 
      b. 太郎は｛いい度胸／いい根性／すばらしいセンス｝をしている。（同上：26） 
 
これによって構文が成立する意味的な条件がより詳しく分析された。しかし，佐藤自身





































前節では，「y が形容詞(p)-φ」は「y が(Sd が) p-く〈BE〉STATE」つまり「y が（側面が）
p という状態で存在する」という把握の仕方で 「y が～」から「y は～」への転換は，題目
として y の〈場〉が取り立てられ，その〈場〉が【（y が(Sd が)p-く〈BE〉STATE】という属
性（Attribute）を所有する，という把握に転換すると規定した。このように形容詞述語の
                                                   
255 名詞の特質構造とは，James Pustejovsky(1995) Generative lexicon. MIT Press で提唱された生成語
彙論における語の意味表示レベルのことで，クオリア構造とも呼ばれる。「構成役割」「形式役割」「目的
役割」「主体役割」の 4 つのタイプがある。 
256 局面レベルから個体レベルへの転換は，理論上「出来事項の抑制」という概念構造上の操作があるとさ
れている。（同上：28-29） 














 （245）a. 空は（φ色が）青い。      cf. The sky is blue. 
      b. ボールは（φ形が）丸い。   cf. A ball is round. 
      c. 象は（φサイズが）大きい。  cf. An elephant is big. 
      d. 太郎は 力が 強い。      cf. Taro is strong. 
      e. 太郎は 背が 高い。     cf. Taro is tall. 
      f. 太郎は 頭が いい／悪い。 cf. Taro is smart/stupid.  
      g. 花子は 器量がいい。       cf. Hanako is a good-looking girl 
      h. 花子は 運がいい。          cf. Hanako is lucky. 
 





      b. メアリーは目が青い。 
      b. 象は鼻が長い。 




 （247）側面（y は【(y の Sd が)p-く〈BE〉STATE】-ATT を〈BE〉POSS） 
        y=主体 Sd=側面 ATT=属性 
     部分（y は【(y の Part が)p-く〈BE〉STATE】-ATT を〈BE〉POSS）   






 （248）a.  y(=全体)は【（y の Part が)p-く〈BE〉STATE）】という属性（Attribute） 
を所有する 
     b. メアリーは 【 目が  青く ある 】という属性を所有する 
         ↓      ↓ 
     c. メアリー は   目が  青い 













       〈発生〉 y 
・  >>>>   ●    発生-存在：〈OCCUR〉→ y が(Part が) p-く〈BE〉STATE 
   
    ・ >>>>  ●      所有 A：〈OCCUR〉→  
                             y は【(Part が)p-く〈BE〉STATE】-ATT を〈BE〉POSS 
    ・ >>>>  ●    所有 B：〈OCCUR〉→                └※形容詞述語になる 
               y             y は【(Part が)p-く〈BE〉STATE】-ATT を〈BE〉POSS 
 
















（249）a. 所有 A：「z には y が〈BE〉POSS」 （参照点構造自動詞構文） 
      ＝ メアリーには 財産が ある 
     b. 所有 B：「z は y を〈BE〉POSS」  （場焦点化他動詞構文） 













所有 A：「（〈OCCUR〉→ ）y は【(Part が)p-く〈BE〉STATE】-ATT を〈BE〉POSS」  
＝y は（生まれたときに発生した）【    】という属性を所有している 
→ メアリーは 目が 青い （形容詞述語） 
所有 B：「〈OCCUR〉→ y は【(Part が)p-く〈BE〉STATE】-ATT を〈BE〉POSS」 
＝y は生まれたときに発生した【    】という属性を所有している 






  （ア）変化結果を表すために「テイル形」が必須である。 




  （ウ）発生物を所有するというイベントスキーマになることに連動して 
     軽動詞が用いられるため統語構造が「名詞＋が＋形容詞述語」から 
「形容詞＋名詞＋を＋動詞述語」へと変わる。（統語上の要請） 
  （エ）人がその部分をもって発生する，つまり生まれることを意味するので 






      
4.7.3 状態変化と所有の関係（1）主体-側面 
4.7.3.1 Ⅰ型の場焦点化他動詞構文 
前節では，名詞述語の基底構造「y が z にて〈BE〉STATE」から「y は～」の所有構造へ














（250）a. 台風は今後，次第に速度を速め，28 日には黄海に進む見込み。 
                       （読売新聞 2012 年 8 月 28 日） 
     b. 台風は今後，東寄りに進路を変え，30 日にかけて本州南岸を進む見込み。 
                       （読売新聞 2011 年 5 月 28 日） 
        c. 車輪はどんどん回転を速めており，誰にもそれを停めることはできんのです。 
                               （新潮文庫 100 冊[1]） 
         d. 雨脚が急に勢いを弱めると，まばゆい陽光が雲の間からのぞく。 





のか，荒井自身も，よく分からなかった。      （新潮文庫 100 冊[2]） 
 
（251）a. *（その）速度が台風に（よって）速められ…。 







 （252）「N1 の N2」：主体と側面の関係 
a. 台風の速度が速まる。＞ 台風は，速度が速まる。 
     b. 台風の進路が変わる。＞ 台風は，進路が変わる。 
     c. 車輪の回転が速まる。＞ 車輪は，回転が速まる。 
     d. 雨脚の勢いが弱まる。＞ 雨脚は，勢いが弱まる。 
     e. 胸の鼓動が速まる。 ＞ 胸は，鼓動が速まる。  
 
4.7.1 節で，「y は名詞-だ」「y は形容詞-φ」は，主体と側面（Sd）を分けて，＜主体が，
「側面（Sd）が p にてある/p くある」という属性（ATT）を所有する＞という概念をもつ
ことを示した。（図 4.42, 4.43 のイメージスキーマを参照されたい）この状態を表す概念を
状態の変化を表す概念に拡張したらどうなるだろうか。 
変化前の状態を p0，変化後の状態を p1 とすると次のように記述される。ある主体の属
性が変化する事象は，主体の側面が p0 から p1 に変化する事象として把握され，その変化





・モノの状態の変化：  主体の属性が変化する 
 







主体が，「p0 にある/p0 にてある/p0 くある」という側面（Sd）を所有する 
            ↓ 
＜変化後＞        
主体が，「p1 にある/p1 にてある/p1 くある」という側面（Sd）を所有する 
 
「p0 にある/p0 にてある/p0 くある」はそれぞれ「存在，名詞述語，形容詞述語」で表され













Sd=p0    Sd=p1      y：N1   Sd：N2 p：Sd の状態 
        y       y 
          >>>>            変化‐状態：y の Sd が〈CHANGE〉→〈BE〉STATE 
         
      >>>>            所有 B：y は Sd を〈CHANGE〉→〈BE〉POSS 
 







                                                   
258 CHANGE は状態変化の概念を表している。 




 （253）a. ｛速度／回転／雨脚／鼓動｝が速まる  【速度】 







 （254）a. ほとんど雨が降らないのに六月になると，付近の運河の水嵩が増した。 
                                                      （新潮絶版 100 冊[3]） 
      b. 水泳場のある材木堀も界隈の蘆洲の根方もたっぷりと水嵩を増した。 











 （255）a. 速さ   ：鼓動を速める 
   b. 色／形 ：顔色を変える，血相を変える（※） 
 













 （257）a. *太郎は，次郎に大事な場面で鼓動を速められ，困惑していた。 
          b. 太郎は，次郎に大事な場面でげっぷをされて，困惑していた。 
 
 （258）a. 銀杏並木は一斉にその姿を黄金色に変えていた。 



































x      y      y                    y      y 
     ●===>  >>>>          ○===>   >>>>   
               Sd=p0    Sd=p1                     Sd=p0    Sd=p1 
                      x（背景化） 
        原因（x）が y を V      原因（x）で y が Sd を V 
   （使役変化他動詞構文）    （Ⅰ&Ⅱ型の場焦点化他動詞構文） 
 
 図 4.46 原因を使役主として把握   図 4.47 原因を背景として把握 
 
 
 （260）a. For example, the curriculum may ignore or devalue black cultures and 
achievements and …（BNC [CLW 808]）  
          b. 怪文書の流布で，フランソワ・ドゥ・カヴォワの日記は今や価値を下げた。 











 （261）a. 車は崖から転落し，原型をとどめないほど形を変えた。 
b. 不意の闖入者の方を窺っていた老婆は，そう言われると一瞬顔色を変えたよ


























 （263）a. 一か月のトレーニングで 5 キロほど体重を減らそうと思う。 
b. 太郎は，夏バテで 5 キロほど体重を減らした。 
c. 登志子は日毎に体重を増していった。（…略…）その生長ぶりは産婆も驚くほ





























































こそ主語（位置に来る名詞句）と目的語（位置に来る名詞句）によって「x が y を V」とい


























山 1993：60）264。「～に V て｛ほしい／もらう｝」のテストでは「｛風に吹いて／雨に降っ



























（265）① a. ショックを受けて，心臓の鼓動が速まった。 
      b. 電気ショックを与えて，心臓の鼓動を｛速まらせる／速める｝ 
   ② a. 本土に上陸後，台風の勢力は弱まった。 
     b. 現代の技術を使えば，人工的に台風の勢力を｛弱まらせる／弱める｝こと 
       が可能だ。 
   ③ a. 治療を受けなかったため，死が早まった。 

























前節では N1 と N2 の関係が「主体と側面」であるものを分析したが，次に「全体と部分」








・モノの状態の変化：  主体の属性が変化する 
 
・全体と部分に注目： 全体の部分が p0 から p1 に変化する （→自動詞構文を作る） 
           ＝主体 
・所有の変化に注目： →場焦点化他動詞構文を作る 
 ＜変化前＞ 
主体が，「p0 にある/p0 にてある/p0 くある」という部分（Part）を所有する 
            ↓ 
＜変化後＞        











                                                   
267 目や口の開閉について言えば，ほとんど意識せずに行っている行為であることが両用動詞として存在す






 （266）a. 彼女はうっすらと目を開いて寝ていた。 
     b. 彼女の目はうっすらと開いていた。 
   c. 大きく目を開いてください。 
  d. 重い扉を三人がかりで開いた。 
   e. 椿がようやく蕾を開いた。 
   f. 椿の蕾がようやく開いた。 
   g. 彼は目を閉じて静かに聴いていた。 
   h. 彼の目は閉じていた。 
   i. しっかり目を閉じてください。 








は次節で，（a）（c）の分離可能所有については 4.7.5 節で扱う。 
 
 （267）天野（1987b）が挙げた例文（a~c は左 2，d は左 12 脚注より） 
      a. 私たちは，空襲で家財道具をみんな焼いてしまった。 
      b. 勇二は教師に殴られて前歯を折った。 
      c. 気の毒にも，田中さんは昨日の台風で屋根を飛ばしたそうだ。 




                                                   


















   条件 1：状態変化主体の他動詞文を作る他動詞は，主体の動きと客体の変化の 二つ
の意味を含む他動詞である。 






























                                                   














 ① 使役主を立てる。他者への働きかけ 
   a. 太郎が     次郎の歯を 折る 
   b. 太郎が 殴って 次郎の歯を 折る 【手段明示】 
 
 ② 使役主を立てる。自身への働きかけ（意図的：再帰） 
      a. 太郎が     自分の歯を 折る 
   b. 太郎が 叩いて 自分の歯を 折る 【手段明示】 
  
③ 変化主体を主語に立てる。原因は自分自身にある。（非意図的：再帰）271 
   a. 次郎が     （自分の）歯を 折る 
   b. 次郎が 転んで （自分の）歯を 折る 【原因明示】 
 
 ④ 変化主体を主語に立てる。原因は自分以外にある。（非意図的：受身的） 
   a. 次郎が     （自分の）歯を 折る 



























 （270）a. 太郎は 殴られて｛歯・骨｝を 折った。（Ⅱ型） 
      b. 太郎は 殴られて  鼓膜を 破った。（Ⅱ型） 
      c. 太郎は 殴られて  あごの骨を 砕いた。（Ⅱ型） 
      d. 太郎は 殴られて｛額・唇｝を 切った。（Ⅱ型） 
      e. 太郎は 虫に刺されて 顔を 腫らした。（Ⅰ&Ⅱ型） 
      f. 太郎は 飛んできた火の粉で 髪を 焦がした。（Ⅰ&Ⅱ型） 
      g. 太郎は 飛んできたガラス片で 顔を 切った。（Ⅰ&Ⅱ型） 























    a. 柄杓にやんまが一疋止まって，羽を垂れて動かずにゐる。 
    b. 一人の男が猫のやうに身をちぢめて 

































                                                   
272 例文の出典は次のとおり。a. 森鴎外『阿部一族』b. 芥川龍之介『羅生門』c. 谷崎潤一郎『春琴抄』 
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 （273） 犬がしっぽを垂れる，鳥が羽を垂れる，頭を垂れる273 
      腹を立てる，お腹／体を壊す，舌つづみを打つ，涙を浮かべる 












    b. その木は地中深く根を張った。274 
 
 （275）「N1 の N2」：全体と部分の関係 
a. その木の枝が伸びる。＞ その木は，枝が伸びる。 
      b. その木の根が張る。 ＞ その木は，根が張る。 
 
 （276）a. *（その）枝が木に（よって）伸びられた。 





 （277）a. 菩提樹，白樺が葉を落とすようになると，秋は駆け足でやってくる。 
                                （BCCWJ[27]） 
b. 五十年の伐期を目標にしているが，十年目くらいから実をつけだしたら，四十
年間は実を落とすのだから，その四十年間はクマが実を食べればいい。 











































① a. I broke a finger. 私は指（の骨）を折った 
           b. My finger broke. 私の指（の骨）が折れた 
                                                   
276 http://suara.ti-da.net/c149740.html （アクセス日：2014 年 8 月 2 日） 
277 ただし，このようなトラジェクターを選択する構文交替は英語でも生産的ではなく，例えば次のような
場合，交替はできないという。日本語訳とその許容度の判断は引用者による。(i) *The window broke a 
pane. （*その窓が窓枠を壊した）(ii) A pane of the window broke.（その窓の窓枠が壊れた） 
264 
 
② a. Deer grow new horns in the spring.  
鹿は春になると新しい角を生やす 
                 She has grown her hair long. 彼女は髪を長く伸ばした 
              b. Her hair has grown long.   彼女の髪は長く伸びた 
③ a. My guitar broke a string.   *私のギターは弦を切った 
          b. A string of my guitar broke.  私のギターの弦が切れた 
 





 Hawkins（1995）では，英語の break の様々な構文に現れる名詞句の意味役割を示して
いるが，そこでは一部構文が異なるが，上の③の自動詞文が次のように記述されている。 
 
 （281）break の Frame （Hawkins1995：131）※下線は引用者による 
     1 NP ― V ― NP    John broke my guitar 
             [Agent]  [Patient] 
          2  NP ― V     My guitar broke 
             [Patient] 
 
          3  NP ― V― PP    A string broke on my guitar 
             [Patient]  [Locative] 
          4  NP  ― V ― NP    My guitar broke a string 
             [Locative]  [Patient] 
          5  NP ― V ― NP    My guitar broke a world record. 






















 ここに分類されるもは，すでに 4.3 節の「消失と所有」の関係で紹介した「亡くなる」「亡





 （283）a. 山田さん（N1）のお母さん（N2）が亡くなった。（＝死んだ） 











藤 2005，許 2010）。 
 
 （284）［登校してきた B が元気がないので，A が B に尋ねる］ 
     A「元気ないけど，何かあったの」 
     B「実は…，今朝｛祖母が亡くなった／??祖母を亡くした｝の。」 
 
B さんが自分の祖母が亡くなったという状況では不自然な応答だと考えられる。これは，














レース大会「ジャパンカップ」に初出場する。（毎日新聞 2010 年 10 月 22 日） 
c. ［DVD 発売の宣伝文句］ 
      レースでライバルを亡くした元レーサー（見崎清志）は，無気力な自動車教
習員となっていたが，無軌道で生命力あふれる生徒（江夏夕子）に愛憎半ば
する。だが，壮絶なカーチェイスとなり…。（毎日新聞 2009 年 3 月 6 日） 




 （286）a. 岩手県大槌町は，東日本大震災で首長を亡くした唯一の自治体だ。 











                                                   
278 「文壇は惜しい人をなくした」The literary world has lost a dear friend.（会話作文英語表現辞典） 
279 英語ではこのような場合一般人称として‘we’を用いて‘we’ve lost …’のように表現することができ
る。次は著名な俳優ロビン・ウィリアムが亡くなったことについて書かれたものである。Speaking of 
movies and depression, everyone seems to feel the need to express an opinion about the death of 
Robin Williams. Other than feeling bummed because we’ve lost a brilliant humourist, there’s not 





                       ↓ 







亡くした」と悼んでいた。（読売新聞 2011 年 11 月 6 日） 
 
血縁・社会人間関係では，「亡くす」以外に場焦点化他動詞構文を作る動詞はない280。例
えば「N1 の N2 が｛（病気で）倒れる／病気になる／酔っぱらう／起きる／寝る｝」などを






     b. *田中さんはお父さんを病気で倒した。 
         c. 田中さんはお父さんが病気で倒れた 
      d. 田中さんは（この大事なときに）お父さんに倒れられて困っている。 
 
 （290）a. 佐藤さんの妹が起きた。 







うことも関係しているだろう。受身文とのつながりについては 4.11 節で改めて取り上げる。 
 
                                                                                                                                                     
日 http://www.portagedailygraphic.com/2014/08/22/please-dont-play-it-again-sam） 







 （291）a. 私たちは，空襲で家財道具をみんな焼いてしまった。 
b. 気の毒にも，田中さんは昨日の台風で屋根を飛ばしたそうだ。（同上：左 2） 














 （293）a. 私たちは放火されて，家財道具をみんな焼いてしまった。 
       cf. 放火犯が火を付けて家を焼いた。 
      b. 昨日のテロ事件で田中さんは家の屋根を飛ばしてしまった。 



































            ┌（分離可能所有） 
・モノの状態の変化：  モノの属性が変化する 
 
・所有関係に注目： 所有者の所有物が p0 から p1 に変化する （→自動詞構文を作る） 
          
・所有の変化に注目： →場焦点化他動詞構文を作る  
※所有者と所有物の間に一体感がある。身体性の延長 
 ＜変化前＞ 
所有者が，「p0 にある/p0 にてある/p0 くある」という所有物を所有する 
            ↓ 
＜変化後＞        





























 （294）a. 私たちは，空襲で家財道具をみんな焼いてしまった。（天野 1987b） 
b. 気の毒にも，田中さんは昨日の台風で屋根を飛ばしたそうだ。（天野 1987b） 
c. 先週の洪水で家を流してしまった人もいたそうだ。 
      d. 先日の台風で，飛んできた木で家の壁を壊した。 








 （295）［財布を盗まれたことを届け出て］    
a Someone stole my wallet. 





































                                                   









 （297）a. 傘の修理をしてくれる所を教えてください 
先日の台風で傘の骨を折ってしまいました（知識情報サイト「okwave」284） 
          b. ［帽子を飛ばされないようにするクリップの広告］ 
      ハートクリップ 
帽子のお供に！風のいたずらでお気に入り帽子を飛ばしてしまった～！！ 
なんて経験，おありだと思います。（…略…）そんなときの強い味方です。 
























                                                   
284 アクセス日：2014 年 8 月 2 日 http://okwave.jp/qa/q3397021.html 
285 アクセス日：2014 年 8 月 2 日 http://www.h5.dion.ne.jp/~fishpage/gear/fashion.htm 




 （300） 佐賀県内は 26 日，湿った空気の影響で久しぶりのまとまった雨が降った。杵島
郡白石町では，正午までの 1 時間雨量が 39 ミリの激しい雨を記録した。雷を
伴った所もあり，唐津市では落雷で民家の一部を焼いた。10 ミリ以上のまとま
った雨は今月 6 日以来。唐津市では同日午前 9 時 20 分ごろ，同市鏡の民家に
「ドーン」という音とともに雷が落ち，木造 2 階建ての屋根裏約 40 平方メー
トルを焼いた。けが人はなかった。（佐賀新聞ウェブ版 2013 年７月 27 日） 
 
（301） 30 日午前 7 時 30 分頃，愛知県○○市○○町の無職，○○さん（73）方から火
が出ているのを，通行人の男性（39）が見つけて 119 番した。この火事で，木
造２階の○○さん方をほぼ全焼したほか，焼け跡から女性とみられる遺体が見






 （302）a. 10 日午後 3 時頃，東京都北区王子の民家から出火，木造 2 階建て住宅約 60 平
方メートルのうち約 30 平方メートルを焼き，隣接する住宅２棟の一部を焼い
た。             （読売新聞ウェブ版 2014 年 9 月 11 日） 
         b. 10 日午後 3 時ごろ，北区王子 4 の民家から出火，木造モルタル 2 階建ての 1
階部分約 30 平方メートルを焼き，約 1 時間後に消し止められた。 
（毎日新聞ウェブ版 2014 年 9 月 11 日） 
         c. 10 日午後 3 時ごろ，東京都北区王子の木造 2 階建て住宅から出火，1 階部分約
30 平方メートルと隣接する民家 2 棟の外壁が焼けた。 






 （303）a. Fire destroys one of the Michael Brown memorials in Ferguson  
（Washington Post Web 2014/9/24） 
b. California wildfires burn tens of thousands of acres, state of emergency 
declared （Washington Post Web 2014/9/18） 
c. The gigantic blaze has now destroyed 10 homes and nearly two dozen other 
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      ④の      は埋め込まれている〈場〉を示している。 
    破線は各名詞句が文脈でリンクしていることを示している。 
 
  ① 昨夜の火事で，       田中さん の 母屋が焼けた。 
                   〈所有者〉  〈所有物〉 変化：p0→p1 
 
  ② 昨夜の火事で，田中さんは （自分の）    母屋を焼いた。 
          〈所有者：場〉            〈所有物〉 変化：p0→p1 
 
  ③ ●●から出火し， 
…この火事で，       （○○の） 一階部分が焼けた。 
                   〈全体〉 〈部分〉     変化：p0→p1 
 
  ④ ●●から出火し， 
…この火事で，      は  （○○の）一階部分を焼いた。 

















 （304）a. ?ここにある木は観察用に一本一本巣箱を取りつけている。 












 （306）a. そのトラックは海外向けの電子部品を積んでいる。 
      b. そのトラックは曲がり角で荷物を落とした。 
      c. そのトラックは走行中に火災が発生し，積荷を全て焼いてしまった。 
 
 （307）a. その船は日本向けのコンテナを積んでいる。 
      b. ?嵐でその船はほとんどのコンテナを海に流してしまった。 





 （308）a. その家はクリスマスのイルミネーションを飾っている 
b. ?台風で，その家はイルミネーションを全部｛壊した／飛ばした｝。 




 （309）a. そのビルは屋上に巨大なアンテナを立てている。 
b. ??昨日の地震でそのビルは屋上のアンテナを大きく傾けた。 
      c. ??昨日の突風でそのビルは屋上のアンテナを真っ二つに折った。 
 
 （310）a. そのビルはいつも屋上にセールを知らせるアドバルーンを上げている。 
      b. ??台風で，そのビルは屋上のアドバルーンを全部飛ばした。 














































  分離不可能所有             分離可能所有 
   「主体-側面」 ＞ 「全体-部分」 ＞ 「所有者-所有物」 


































































いて分析した。石田は影山（1993, 1996）が示した CONTROL と CAUSE の意味述語の違
いに注目し，前者は非行為者を主語にはとらず，後者のみが非行為者を主語としてとると

































 （311）a. *桜が風で枝を折った。 
      b. *コップが床に落ちて縁を割った。 
      c. 健太が事故で腕の骨を折った。 


















 （312）a. テーブルから落ちて，そのコップは原型をとどめないほど形を変えた。 









 （313）a. ?台風による突風で，その桜の木は太い枝を根本から折った。 
       b. その桜の木は見事な枝ぶりで近所では知らぬ人がいないほど有名だった。 
     ところが，昨日の台風による突風で，その枝を根本からポキっと折って 
                                                   












 （314）a. 風ぐるまが風で羽根をまわした。 












 （315）a. 騒音計は，工事現場の前でその針をいっぱいまで振った。 







 （316）a. ??/*台風で，そのビルは看板を揺らしている。 





 （317）a. 桜が風で葉を散らした。 
          b. 杉が風で花粉を飛ばした。 
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          c. 秋になり，木々が葉を染めた。 
          d. 春になり，梅がつぼみを付けた。 
          e. #リンゴの木が風で実を落とした。 
          f. #トウモロコシが日照りで葉を枯らした。 
          g. ?桜が風で葉を飛ばした。 
          h. ?松の木が風で枝を動かした。 

























































      b. 早紀が風で帽子を飛ばした。 













































                                                   



































 （320）a. 太郎はわたしに本を読んでくれた。 
      b. わたしは太郎に本を読んでもらった。 
      c. わたしは太郎にこっそり本を読まれた。 
 
                                                   


































 （321）a. 再掲＝（284） 
［登校してきた B が元気がないので，A が B に尋ねる］ 
       A「元気ないけど，何かあったの」 
       B「実は…，昨晩｛祖母が亡くなった／??祖母を亡くした｝の。」 
          b. ??山田さん i，さっき火事で家 iを焼いたらしいよ［被害者の解釈］ 
          c. ??山田さん i，さっき土石流で家 iをまるごと流したよ。［被害者の解釈］ 
          d. ?あ，あの人 i，風で傘 iの骨を折ったよ。［被害者の解釈］ 










 （322）a. ほら，山田さん，殴られて歯を折ったよ。 






 （323）26 日午前 4 時 10 分ごろ，○○市のＪＲ○○駅にいる男性から携帯電話で「電車
にひかれて足を切断した。救急車をお願いします」と 119 番通報があった。市消
防署の救急隊が駆けつけたところ，○○駅 1 番ホームに約 6 時間前に回送されて
停車していた電車の下に，○○市内の 50 代公務員男性が，左足のひざから下が
ほぼ切断された状態で倒れているのが見つかった。（朝日新聞 WEB 版 2014 年 3







       A「元気ないけど，何かあったの」 
       B「実は…，昨晩祖母が亡くなったの。」 
          b. 1) さっきの火事で山田さんの家，焼けたらしいよ。 
            2) 山田さん i，さっき火事で家 iが焼けたらしいよ。 
          c. 1) さっき土石流で山田さんの家が流されたよ。 























構文生成：場焦点化他動詞構文（所有 B）／参照点構造自動詞構文（所有 A） 
拡張  ：所有の概念を鋳型として静的な事象把握から動的な事象把握へと拡張 
 













 属性叙述 ★履歴叙述 事象叙述 
叙述のタイプ 
 
 表 4.11 で静的な所有かつ属性叙述を表す①が所有の基本概念である。そして所有の概念
の鋳型によって動的な事象が把握されると④へと拡張し，その結果状態を表すのが②また
は③となる。本論文では「★履歴叙述」という項目を独自に立て，事象叙述と属性叙述の
                                                   
294 Carlson（1977）の stage-level predication vs. individual-level predication。Kratzer（1995）など。 
295 スペイン語の二つのコピュラはこの叙述タイプの違いによって使い分けられる。本質的な特性を表すと
される‘ser’と偶発的な性質を表すとされる‘estar’は次のような形容詞文で区別される。（i）Juan es 
inteligente。［es=ser の三人称単数現在形］（フアンは聡明だ）（ii）Juan está desnudo. ［está = estar
の三人称単数現在形］（フアンは裸だ）また，英語の there insertion では，事象レベルの形容詞は現れる
が，属性レベルの形容詞は現れない。（iii）There are firemen available. （出動可能な消防士たちがい
まそこにいる）（iv）*There are firemen altruistic.（利他的な消防士たちがいまそこにいる）（例文は
Kratzer1995:125 より。日本語訳は筆者による）そして，影山（2007：28-29）では，日英で事象叙述で
は成立しない受身が，属性叙述になれば成立することを指摘している。影山は（vi）（viii）のような受身






















 ・4.2.4 節 その列車の脱線事故はたくさんのけが人を出した。 
       その列車の脱線事故で A 高校は多くのけが人を出した 
           この宝くじ売り場は 1 等 3 億円を出した。 












                                                   
296 益岡（2004）は（i）は（ii）と同義であり，その点で（iii）のような「所有文と同じ構造をもつ」と考
え，（i）を「履歴所有の属性」と呼んでいる。（i）この五重塔は 10 年前に一度倒壊した。（ii）この五重








































































 （326）a. 佐藤さんは大きく口をあけた。 
      b. 佐藤さんの口が大きくあいた。 
      c. 佐藤さんは大きく口をあいた。 
 
 （327）a. 田中さんは（A から B に）席をかえた。 
         b. 田中さんの席は（A から B に）かわった。 
       c. 田中さんは（A から B に）席をかわった。 
 





（328）a. 山田さんは 6 時に仕事を終えた。 
         b. 山田さんの仕事は 6 時に終わった。 













    （イ） 自他の用法の誤りである。 
    （ロ） 他動詞が省略されている。 
    （ハ） 自動詞が臨時に他動詞化したものである。 
    （ニ） 語形が自動詞と共通する他動詞である。 





       太郎が大きな口をあいた 
          大きな口があいた 
という対応は，いわば疑似的な構文論的自他対応であって，正しい対応は， 
       太郎が大きな口をあけた 
          大きな口があいた 
であり，「太郎が大きな口をあいた」の「あく」は自動詞であると認めるべ











































                                                   















（※①は p.555 より②～⑥は p.546 より。表示方法は一部変えた） 
    ①あく：与太郎が口を｛あけて／あいて｝寝ている。 
    ②かわる：一郎は勝手に座席を｛かえる／かわる｝ので，先生によくしかられる。 
    ③うつる：花子はたびたび住所を｛うつす／うつる｝ので有名だ。 
    ④はずれる：指揮者は良夫が音程を｛はずして／はずれて｝いるのに気づいた。 
    ⑤たれる：犬がしっぽを｛たらして／たれて｝歩いている。 
    ⑥おわる：山田君は仕事を｛おえて／おわって｝家に帰った。 
 
 （331）追加して分析する動詞305 












                                                   
303 本論文は「場焦点化他動詞構文」という名称を用いるが，それはこの動詞を積極的に「他動詞」である
と認定する姿勢を示したものではない。議論を進める上で，ヲ格名詞句をとり二項（以上）の項で述語
を作るものを，便宜的に他動詞構文と呼ぶにすぎない。詳細は 2.1.3 節を参照されたい。 




































 （332）a. 釣り糸をたれる。 
     b. 柳が枝をたれる。 
     c. 頭をたれる。 
     d. まぶたをたれて眠る。（以上明鏡国語） 





      e. 犬が舌をたれる。  （新明解） 
                     
        【古典語】                    【現代語】 
 自動詞 ・「垂る」              （衰退）              （×ガ垂る307） 
（四段活用） 
             「水ガ垂る」…「ガ垂る」    「ガ垂れる」② 
               （下二段活用）         （一段活用） 
 
 他動詞 ・「垂る」    「水ヲ垂る」       「ヲ垂れる」① 
      （下二段活用）                  （一段活用） 
                    「ヲ垂らす」   「ヲ垂らす」③ 
                    （四段活用）     （五段活用） 
 















































































































表 4.12 鈴木（1985）のアンケート結果310 










































A 2 0 8 3 6 4 4 0 8 0 1 3 4 2 4 2 5 
B 15 15 14 8 4 13 19 9 14 6 12 10 16 17 16 14 18 
C 6 8 1 12 13 6 0 14 1 17 10 10 3 4 3 7 0 
A：「あく」 B：「あける」 C：「ひらく」と記入した人の数 
 
 原文では「あく」が 12 例あったが，全体に「あける」と回答している人が圧倒的に多く，
「ひらく」も多い。注目してほしいのは，そのような状況にあって「あく」と記入した人









②⑥あいテミルト… ⑧あき（サエイレバ…） ⑩（ふと）あいた。 
⑪⑬あくト… ⑫あきザマ…（※「あくとすぐ」の意） ⑭あく。 
⑮（ふと）あいたトキ… ⑯あくダケデ 
 ＜その他＞ 




                                                   
310 1985 年当時大学生だった 23 名を対象にした調査。オリジナルには正答率の数値が入っているがここで
は省略した。また一部表示方法を改変。 
311 原文は，⑤「人間が無精になってなるべく口を（  ）まいと倹約する結果…」 実はこの⑤は他の













 （337）a. 太郎は 席を（A から B に） かわった。 cf. 太郎は席をかえた 
      （＝太郎は席 A から席 B に移動した）  
      b. *太郎は 帽子を かわった。       cf. 太郎は帽子をかえた 
 





 （338）a. 太郎は 席を（A から B に） かわった。 





 （339）a. *太郎は 席を（A から B に）かわったが，実際には移動しなかった。 
      b. 太郎は 席を（A から B に）かえたが，実際には移動しなかった。 
 
 （340）a. 友人が下宿をうつるそうだ。 




















             席 を かわる 
            
                          
 
           席 A               席 B 
      
















                                                   






  ①人がモノに対して何をしたのか  使役変化他動詞「人が席ヲかえる」 
  ②そのモノがどうなったのか    （変化）自動詞「席ガかわる」 
  ③その人がどうなったのか     場焦点化他動詞構文を作る「人が席ヲかわる」 
















（y , z）     →    （y , z） 




（y , z）     → （z , y） 
          z に y が〈BE〉EXIST     z が y を〈BE〉POSS 




        対象物には第一の際立ちが当たったままだが，〈場〉が焦点化し，第二の際立
ちが与えられ，対象化する。 
    （y , z）      → （y , z） 








y：第一の際立ち y：第二の際立ち     y：第一の際立ち  
 
    ●       ●           ●       ●   
                                         
z：背景      z：第一の際立ち     z：背景     z：第二の際立ち 
  








 （341）a. The meat is in the freezer.           
b. The meat occupies the freezer. 
c. The natives live in the outlying area.  





 （342）occupy  （Oxford Dictionary） 
        1  Reside or have one’s place of business in (a building) 
        2  Fill or take up (a space or time) 
        3  Fill or preoccupy (the mind) 
        4  Take control of (a place, especially a country) by military  
conquest or settlement 
 
 （343）占める （新明解） 




    1 自分の勢力範囲／所有とする 








 ・反転型‐場焦点化他動詞構文・・・「所有」の概念をもつ  

























                                                   






















































   起点空間      経路空間         着点空間 
       ②場ヲ出る            ④場ニ入る（着く） 
 










   ［1］人がその場に足を付けて自分の立ち位置を確保している 
     ［2］人がその場を一時的あるいは長期的に住まう空間として確保している 


































 （344）a. 家から出る。 （中と外の二つの領域だけの枠組み） 








          b. 次の駅で電車を降りて，歩いて行きましょう。 
                                                   
316 「起点-経路-着点」のスキーマを前提にすると，「｛玄関・門｝を入って奥に進む」の「を入る」もここ
に分類されるだろう。 












 （347）a. 山から下りる。（下山する） 





 （348）a. 太郎は山に登った。（山は登るという行為によって到達する場所） 
      b. 太郎は山を登った。（山は足を付けて立ち位置を確保しながら移動する場） 
               （山は経路の選定の対象） 
 （349）a. 太郎は川で泳いだ。（場所の限定：ほかの場ではなく「川で」） 
      b. 太郎は川を泳いだ。（経路の選定319：こちらの岸から向こうの岸へ／上流側 












  ①人がモノに対して何をしたのか  使役変化他動詞「人が席ヲかえる」 
  ②そのモノがどうなったのか    （変化）自動詞「席ガかわる」 
  ③その人がどうなったのか     場焦点化他動詞構文を作る「人が席ヲかわる」 
   ＝【〈場〉（＝その人）全体としてどのように変化したのか】 
 





























    起点空間[0]      経路空間      着点空間[1] 
       ②場ヲ出る            ④場ニ入る（着く） 
             両端空間 
          ⑤場ヲ［0 から 1 に］かわる 







  ①人がモノに対して何をしたのか  使役変化他動詞「人が仕事ヲ終える」 
310 
 
  ②そのモノがどうなったのか    （変化）自動詞「仕事ガ終わる」 
  ③その人がどうなったのか     場焦点化他動詞構文を作る「人が仕事ヲ終わる」 













 （350）Circumstantial field アスペクトに関する意味述語 
    start ：[GO Circ  ([   ]i, [Path TO Circ  ( [i event])])] 
stop ：[GO Circ  ([   ]i, [Path FROM Circ  ( [i event])])] 








 （351）使役連鎖（causal chain）とアスペクトのつながり 
Inchoative: focus on the coming about of a state but do not include the agent 
    Inceptives: focus the entry into an event 
    Egressives: focus the exit from an event 














    開始前空間      継続空間       終結後空間 
      【1】場ニ入る           【3】場ヲ出る ★「～ヲ終わる」 
                       
















の文を比較検討している（同上：25 より ×，？の判断は原文のまま） 
 
（352）a. ×いやな宿題などは早く終わりたい。 
    b.  いやな宿題などは早く終えたい。 
      c.  いやな宿題を終わって，遊びに行った。 
 
 （353）a. ？退屈な読書は早く終わりたい。 
      b.  退屈な読書は早く終えたい。 
      c.  退屈な読書を終わって，遊びに行った。 
 
 （354）a.  自己紹介は早く終わりたい。 
312 
 
      b.  自己紹介は早く終えたい。 

































                                                   
320 国立国語研究所『現代日本語書き言葉均衡コーパス』で検索すると，「～を終える」（2921 件）に対し


















 （356）a. ［ゴルフで］第３ラウンドを終わって，優勝争いはこの４人に絞られた。2 位
のクーパーとは５打差。（BCCWJ[56]） 
         b. 接戦が予想されたが，７回を終わって 1‐7 と大差をつけられていた。 















  ①人がモノに対して何をしたのか  使役変化他動詞「人が音程ヲはずす」 
  ②そのモノがどうなったのか   （変化）自動詞「音程ガはずれる」 
  ③その人がどうなったのか    場焦点化他動詞構文を作る「人が音程ヲはずれる」 
   ＝【〈場〉（＝その人）全体としてどのように変化したのか】 
 
これまで「席をかわる」と「仕事をおわる」を分析してわかったことは，①②は動作主と





















  ①人がモノに対して何をしたのか  使役変化他動詞「人が音程ヲはずす」 
  ②そのモノがどうなったのか   （変化）自動詞「音程ガはずれる」 
  ③その人がどうなったのか    場焦点化他動詞構文を作る 






























 （357）a. 山田さんは，その問題の答を間違えた。 














  再掲（＝161） 
x が   m に働きかけて   z に   y を     V 
太郎が 木を用いて    庭に 犬小屋を 作る。 
     ①   ②        ③   ④    ⑤ 









  再掲（＝162） 
x が   m に働きかけて V 
太郎が 水を     沸かす        cf. 太郎が お湯を 沸かす 
  ①   ②      ⑤           ①   ④   ⑤ 
   ①使役主（＝生産者）が 
   ②材料に働きかけて 
   ⑤V：状態変化させて結果物を発生／出現させる ｛沸かす，炊く…｝ 
 
                  〈発生〉 y 
●+++>●===> ・  >>>> ●   
 x     m      z         z 
 




                  〈発生〉 y 
●+++>●===> ・  >>>> ●   
 x     m      z=x       z=x 
 
 




（358） x が   m に働きかけて  z=x 自身に  y を    Ｖ。 
    太郎が 問題  φ            答えを   間違える 
     ①    ②           ③      ④      ⑤ 
























 ［A］：生産物（y＝誤った判断結果）がヲ格名詞句になる構文  
      x が    y を 間違える。 ｛文字・読み方・書き方・答え・解釈…｝ 
    ※m も同時に表示する場合 
     x が m の y を 間違える。 ｛日本語の文字・名前の読み方・問題の答・ 
計算の答・名前の書き方…｝ 
 
 ［B］： 材料（m=判断すべき対象）がヲ格名詞句になる構文 
x が m を   間違える。 ｛道・場所・日にち・時間・名前・順番…｝ 
     ※m の具体名を表示する場合 
     x が n1 と n2 を間違える。 ｛塩と砂糖・右と左・裏と表・土曜と日曜・ 
                    アクセルとブレーキ・お姉さんと妹さん…｝ 
     ※＜誤って「p を q だ」だと考える＞がベースになっている場合324 
     x が p を q と間違える。｛人の［モノ］を自分の［モノ］と・先生を学生と・ 
                  A さんを B さんと・日曜日を月曜日と…｝ 
 
 （359）                    構文の型   ヲ格名詞句（y, m） 
a. 田中さんは，答えを間違えた。   ［A］   y 
     b. 田中さんは，問題 2 の答を間違えた。 ［A］   m の y 
     c. 田中さんは，（駅に行く）道を間違えた。 ［B］   m 







     d. 田中さんは，調味料を間違えた。   ［B］   m 
     e. 田中さんは，塩と砂糖を間違えた。   ［B］   m：n1 と n2 
     f. 田中さんは，塩を砂糖と間違えた。   ［B］   m＝p      （y＝q） 








 （360）a. 田中さんは，問題 2 の答を間違えた。 
      b. 問題 2 の答は間違っている。 
      c. 田中さんは，首相の名前を間違えた。（「間違えて書いた／言った」の意） 
      d. 首相の名前が間違っている。 
      e. 田中さんは，その文章の解釈を間違えた。 






 （361）a. あ，（駅に行く）道を間違えた！ 
      b. ［道に立ち，その道を指して言う場合］ 
*この道は間違っている。325 






  ①人がモノに対して何をしたのか  使役変化他動詞「人が答えヲ間違える」 
  ②そのモノがどうなったのか   （変化）自動詞「答えガ間違う」 
  ③その人がどうなったのか    場焦点化他動詞構文を作る 
















                  〈発生〉 y 
●+++>●===> ・  >>>> ●     x は y を間違える（使役変化他動詞） 
 x     m      z=x       z=x 
 
・  >>>> ●    z=x は y を間違える（場焦点化他動詞構文） 
          z=x       z=x             所有（Ⅲ型） 
 





























【xガ yヲ間違える】 【y ガ（z=x ニ）発生】☆「答が間違う」 
     →【状態】「間違っている」 
                      
x     m                       〈発生〉 y   y  〈顕在化〉メトニミー 
●++++>●===> ・  >>>>>>>>>>>>>>>>>>> ● >>>>●  ☆☆「間違って～する」 
                   z=x                      z=x 
                            【場ヲ占める】★「答を間違う」 




入力空間     思考空間     出力空間 顕在空間 
                              
        起点空間     経路空間     着点空間 
 














































                                                   



































                                                   




328 動詞の活用形も含む。「ヲ間違える」は 642 件，「ヲ間違う」は 182 件である。 
329 検索日：2014/12/20 検索サイト google（https://www.google.co.jp）を利用。ヒット件数は次のとお
りである。いずれも “  “ を用いてフレーズ検索をしている。なお，件数には普通体の「ている」および
「い」が脱落した形態も含めている。「* を間違えていますよ / *を間違っていますよ」（23,680,000 件対
29,990,000 件）。google では助詞のみの場合とワイルドカードを意味する「*」を入れるのとではヒット
件数に大きな差がある。筆者の見る限り，前者の方法では該当する事例を正しく拾い切れていないよう










       ○○＝｛やり方・～し方・順番・手順，部屋・道｝など 
 
4.8.3 所有と占有の概念化 






  表 4.13 有対自動詞の両用動詞化と場焦点化構文 
 所有 B（反転型） 占有（強化型） 
口をあく ○ ― 
席をかわる ― ○ 
仕事を終わる ― ○ 
音程をはずれる （音程をはずす） ○ 







  ［1］「（〈原因事象〉→）〈BE〉EXIST」（存在・変化を表す自動詞構文） 
  ［2］「（〈原因事象〉→）〈BE〉POSS」（所有 A：参照点構造自動詞構文） 
  ［3］「（〈原因事象〉→）〈BE〉POSS」（所有 B：場焦点化他動詞構文） 
 
 自動詞構文[1][2]と他動詞構文[3]の動詞の形態に注目すると三つのタイプに分類できる 
  ①［1］［2］と［3］の形態が同一である（両用動詞） 
  ②［1］［2］は存在・変化を表す自動詞の形態で，［3］は使役変化他動詞と同じ形態 
  ③［1］［2］は存在・変化を表す自動詞の形態で，［3］が独自の形態をもつ 
    ・欠かす：タイプ②の動詞「欠く」もある （⇔［1］［2］欠ける） 
    ・切らす：タイプ③のみ         （⇔［1］［2］切れる） 
  なお，③に該当する動詞を含め，その形態がもっぱら［3］の場焦点化他動詞構文 
324 
 
  にしか用いられない場合，これを「場焦点化他動詞」と呼ぶ。 
    ・変化を表す動詞：切らす，欠かす，亡くす，失う，など 
    ・状態を表す動詞：要する，有する，誇る，擁する，帯びる，など 
 
























席をかわる 起点 ‐ 経路 ‐ 着点 「起点」と「着点」 二点間を移動 
 
仕事を終わる 
起点 ‐ 経路 ‐ 着点 
|       |       | 







音程をはずれる ※音の高低の空間 ※音の高低の空間 正しい位置を離れる 
 
答えを間違う 
起点 ‐ 経路 ‐ 着点   
|       |       |  メトニミー 
入力    思考    出力 -［顕在］ 
着点  




































 所有 B  目を寝る →（衰退） →（消滅）× 
      腹を立つ →（衰退） →（消滅）×（？） 
      目/口をあく                （衰退） 
 占有   席をかわる                ［実空間］ 
     （音程をはずれる）             ［抽象的空間］ 
        仕事を終わる       ［抽象的空間（時空間）］ 
                    答を間違う  ［抽象的空間（思考空間） 
＋［実空間］ 
 































































              水が蒸発する，株価が暴落する，ビルが乱立する 
      b. 他動詞のみ：ビルを爆破する，通行人を殺害する，家を新築する， 
              郊外を緑化する，顔を整形する，主張を正当化する 












      b. 火山が（火口から）煙を噴出している。（影山 1996：116） 
 
（366）a. 重要なデータが紛失した。 









 （367）a. 汚泥からガスが発生している。 
      b. 汚泥がガスを発生している。 
 
 （368）a. あの交差点で事故が発生した。 
      b. *あの交差点は事故を発生した。 
      c. 東京ではバブルがはじけて｛地価／株価｝が｛下落／暴落｝した。 
      d. *東京はバブルがはじけて｛地価／株価｝を｛下落／暴落｝した。 
      e. そのビルで火薬が爆発した。 
      f. *そのビルは火薬を爆発した。 
      g. 湖から水が蒸発する。 
      h. ??/*湖が水を蒸発する。 
      i. この地区にビルが乱立している。 

















 （369）a.  ナポレオンがフランス領土を拡大した。 
a’. フランス領土が拡大した 
b.  コピー機を使って，図面を拡大した。 




 （370）a. 水を分解すると水素と酸素に分かれる。 
      a’. 水が酸素と水素に分解した。 
      b. 時計をばらばらに分解した。 
      b’. ?*時計がばらばらに分解した。          （同上：203-204） 
 
 （371）a. ボクシングでなぐられて，顔が変形した。 






 （372）a. すべての階に冷暖房を完備する。 
      a’. すべての階に冷暖房が完備する。（*ひどりでに／難なく完備する） 
         b. 南青山にブティックを開店する。 
      b’. 南青山にブティックが開店する。（*ひとりでに／難なく開店する） 
      c. 海外に事業を展開する。 














 （374）a. すべての階に冷暖房を完備する。（使役変化） 




した。 (ii) ??/*ヨーロッパは戦争を拡大した。 
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 （375）a. 太郎は夢を実現した。（＝実現させた：「何をしたか」の答え） 
          b. 太郎の夢が実現した。 







 （376）a. 彼らはバンドを解散した。（＝解散させた）335 
      b. 彼らのバンドが解散した。 







 （377）a. 二人は婚約関係を解消した。（＝解消させた）336 
      b. 二人の婚約関係が解消した。 
      c. （親に反対され/話し合って） 














 （378）a. 次郎はログハウスを完成した。（＝完成させた） 
      b. 次郎のログハウスが完成した。 








 （379）a. 建築業者が田中さんの家を新築した。 
      a’. 田中さんは家を新築した。 
      b. 日本で有名な美容外科医が田中さんの顔を整形した。 
      b’. 田中さんは顔を整形した 








 （380）a. イラクとの国交が回復した。 
      b. ヨルダンがイラクとの国交を回復した。（同上：91 下線は原文のまま） 
 
 （381）a. 景気が回復した。 







 （382）a. モノ名詞をとる 
        喪失，一変，回復，紛失，（解散） 全焼，集中，発症，等 （同上：95） 
          b. イベント名詞をとる 























 （383）a. 彼に肝炎が発症した。 






 （384）a. 彼｛から/の｝戦意が喪失した。 
b. 彼は戦意を喪失した。（Ⅰ型/Ⅰ&Ⅱ型） 
 
 （385）a. 彼の重要な書類が紛失した。 










 （386）a. 火事で，その寺の本堂が全焼／半焼した。  



















 （388）a. しばらくして彼において意識が回復した。 
b. しばらくして彼は意識を回復した。  （Ⅰ型） 
 













（389）a.  A 国において B 国との国交が回復した。 
          b.  A 国と B 国において国交が回復した。  
     c.  A 国が B 国との国交を回復した。   （Ⅰ型） 
d.  *経済学者が景気を回復した。（金 2004：91） 








 （390）a. ｛彼・私｝に｛攻撃・非難・批判・人気・関心｝が集中する。 
      b. *｛彼・私｝は｛攻撃・非難・批判・人気・関心｝を集中する。 
 
 （391）a. （*自分自身に）｛意識・神経・気持ち｝が集中する。 
      b. ??/*彼は意識を（自分自身に）集中する。（Ⅰ&Ⅲ型） 


























 （393）a. その村に 100 年前に途絶えていた祭りが復活した。 
      b. 村人がその村に 100 年前に途絶えていた祭りを復活させた/??復活した。 


















          b. *東京はバブルがはじけて｛地価／株価｝を｛下落／暴落｝した。 








 （395）a. 山田さんは，昨晩の火事で自宅を全焼した。 
      b. *ナポレオンは，東ヨーロッパでの戦闘で部隊を全滅した。 
                                                   
343 明鏡国語辞典は「～を復活する/復活させる」では，後者が一般的だと解説している。 




 （396）a. 山田さんは，昨晩の火事で自宅を全て焼いた。 






 （397）a. 山田さんは，その契約書にサインした時点で，すべての権利を失った。 














表 4.15 場焦点化他動詞構文を作る漢語サ変動詞の分類 
所有  存在/所有の原因として読み込まれる事象 



















































































葉温が気温より１〜４度低くなる。（朝日新聞 1985 年 1 月 1 日） 
     b. 植物は葉の気孔から水分を蒸発する際，周りの熱を奪う作用がある。 
















 （400）a. 集中豪雨によって，川はみるみるその水位を上げた。 
      b. *集中豪雨によって，川はみるみるその水位を上昇した。 
























  ・発生＞ ｛（ガスが）発生｝    不可｛勃発・乱立・（事故が）発生｝ 
  ・消失＞ ｛消失・流出｝      不可｛滅亡・消滅｝ 
  ・存続＞   なし          不可｛存続｝ 




  （ア）他動詞用法はもともと場焦点化他動詞構文のことである 
Ⅰ型，Ⅰ&Ⅱ型を作る 
・発生＞ ｛発症・回復・復活・輩出・噴出｝ 
     ・消失＞ ｛紛失・喪失・消耗｝ 
     ・存続＞ ｛存続・持続｝ 
・状態変化＞ ｛全焼・半焼｝ 
  （イ）他動詞の概念（＝使役変化）がベースになりその変化事象のみに焦点が当たり 
場焦点化他動詞構文を作る場合がある。使役変化しか表さない場合は不可。 
Ⅱ型を作る 
 ｛拡大・縮小・完備｝   不可｛開店・出店・変形・展開・具体化｝ 
Ⅲ型，Ⅰ&Ⅲ型を作る  
       なし         不可｛回転｝ 
  （ウ）他動詞用法にもともと使役変化他動詞構文と場焦点化他動詞構文の二つがある 
     ・Ⅰ型を作る 
      ｛一変｝ 
・Ⅰ型とⅡ型を作る 
      ｛正常化｝  
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     ・Ⅲ型，Ⅰ&Ⅲ型を作る 
      ｛実現・解散・解消・（??集中）｝ 
  （エ）自動詞の概念が占有の概念に転換し，場焦点化他動詞構文も作る。 






























                                                   
345 和語動詞の用例は 4.4.1 節を参照されたい。 













他動詞文が成立するのかを分析している。（分析の内容は 2.6.4 節を参照されたい。） 
 
（401）a. 医者が患者に注射した。 
      b. 患者が注射した。                    （同上：54） 
 
 （402）a. 大工が（山田さんの）家を建てた。 





























 （403）a. *兄が車を運転した。（兄が命令して別の人が運転した場合） 
       b. *兄がジーンズをはいた。（兄が命令して別の人がはいた場合） 

















    b. 山田さんは予防接種（の注射）をした。（介在性） 
 
 （405）（電気屋さんに頼んで取り付けてもらった場合） 
    a. 業者が山田さんの部屋にエアコンを取り付けた。 




    a. 美容師が山田さんの髪を切った。 
    b. 山田さんは髪を切った。（介在性） 
 
                                                   




    a. 医者が山田さんの胃の手術をした。 
    b. 山田さんは胃の手術をした。（介在性） 
 
 （408）（田中さんは業者に依頼して修理してもらった場合） 
    a. 修理業者が田中さんの車を修理した。 




    a. 建築業者が田中さんの家を建てた。 
    b. 田中さんは（自分の）家を建てた。（介在性） 
 
 （410）（木村さんは業者に依頼してドレスを作ってもらった場合） 
    a. 業者が木村さんのパーティー用のドレスを作った。 


























    a. 部下が警備員を殺した。 
   b. マフィアのボスが警備員を殺した。（介在性） （b 佐藤 1993：61） 
 
（412）（田中さんが秘書に依頼して，ファックスを送らせた場合） 
     a. 秘書が取引先にファックスを送った。 









おきたい。既に 4.6.5 節で受動態（受身文）のスキーマを次のように示した。 
 
x    y         y  
     ● ===> ● >>>> ●   x が y を V     
    
                   ◎＝  イベント 
          ・ >>>> ◎     y が x に V-ラレル  
               y        y    ★（y が x に x が y を V  -ラレル） 
x 
      （x）場所化  （y）場として把握     発生事象 
 















    x1         x2     y          y 
    ● +++> ● ===> ● >>>> ●   
 
                       ◎＝  イベント 
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎   x1 が x2 に y を V-サセル 
     x1           y          y    ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -サセル） 
         x2 
（x2）場所化（y）場として把握      発生事象 
 





象は使役主自身が〈場〉になっている。図 4.61 が介在性を組み込んだものである。 
 
    x1         x2     y          y 
    ● +++> ● ===> ● >>>> ●   
              p        z=x1 
                       ◎＝  イベント 
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎   x1 が x2 に y を V-サセル （使役態） 
     x1          z=x1     z=x1    ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -サセル） 
         x2                    
y         y 
    ● +++> φ ===> ● >>>> ●   x1 が y を V-φ（介在性） 
x1                 p        z=x1 
 






















事態のイベントスキーマ（図 4.38）を応用して，図 4.62 のようなスキーマを提案する。 
 
    x1        x2    y         y 
    ● +++> ● ===> ● >>>> ●   
              p        z=x1 
                       ◎＝  イベント ⇒ ◆恩恵 
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎   x1 が x2 に y を V-サセル （使役態） 
     x1          z=x1     z=x1    ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -サセル） 
                             
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎◆  x1 が x2 に y を V-てモラウ（受益態） 
     x1          z=x1     z=x1    ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -モラウ） 
           x2 
y         y      x1 の〈場〉の変化 
    ● +++> φ ===> ・ >>>> ●   x1 が y を V-φ（介在性） 
x1                z=x1     z=x1 
 






                                                   











































象物（y=x1）の｛側面（Sd）/部分（Part）｝が p0 から p1 に変化する」という概念を表し
ている。 
 
Sd/Part[p0]   Sd/Part [p1] 
 
    ● +++> ● ===>   >>>>     
    x1        x2       y=x1    y=x1 
                       ◎＝  イベント ⇒ ◆恩恵 
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎   x1 が x2 に y を V-サセル （使役態） 
     x1          y=x1     y=x1    ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -サセル） 
                             
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎◆  x1 が x2 に y を V-てモラウ（受益態） 
     x1          y=x1     y=x1    ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -モラウ） 
           x2 
      x1 の〈場〉の変化 
    ● +++> φ ===>   >>>>     x1 が y を V-φ（介在性） 
x1                y=x1     y=x1 
 





















                        y 
    ● +++> ● ===> ・ >>>> ●   
    x1        x2       z=x1      z=x1 
                       ◎＝  イベント ⇒ ◆恩恵 
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎   x1 が x2 に y を V-サセル （使役態） 
     x1          z=x1     z=x1    ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -サセル） 
                             
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎◆  x1 が x2 に y を V-てモラウ（受益態） 
     x1          z=x1     z=x1    ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -モラウ） 
           x2 
y         y      x1 の〈場〉の変化 
    ● +++> φ ===> ・ >>>> ●   x1 が y を V-φ（介在性） 
x1                z=x1     z=x1 
 












拡張事例であると考えて，介在性の表現として分析する。図 4.65 がその全体図である。 


















              y         y 
    ● +++> ● ===> ● >>>> ●   
    x1        x2       z-0       z-1 
                       ◎＝  イベント ⇒◆恩恵   ⇒◇ToDo List 
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎   x1 が x2 に y を V-サセル （使役態） 
     x1          z-1       z-1    ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -サセル） 
                             
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎◆  x1 が x2 に y を V-てモラウ（受益態） 
     x1          x1       x1     ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -モラウ） 
           x2 
                x1 の〈場〉の変化 ＜ ◎for x1 
    ● +++> φ ===> ・ >>>> ◇   x1 が y を V-φ（介在性） 
x1                 x1       x1 
         


































である。図 4.66 にそれを示しておく。 
 
Sd/Part[p0]   Sd/Part [p1] 
              
    ● +++> ● ===>   >>>>     
    x1        x2        y        y 
                       ◎＝  イベント⇒◆恩恵   ⇒◇ToDo Lis 
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎   x1 が x2 に y を V-サセル （使役態） 
     x1           y        y      ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -サセル） 
                             
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎◆   x1 が x2 に y を V-てモラウ（受益態） 
     x1          x1       x1     ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -モラウ） 
           x2 
                x1 の〈場〉の変化 ＜◎for x1 
    ● +++> φ ===> ・ >>>> ◇   x1 が y を V-φ（介在性） 
x1                 x1       x1 
 





























































































（413）a. Floyd broke the glass (with the hammer). 
        b. The hammer (easily) broke the glass. 












キーマは 4.6.5 節で示した。使役態と受益態のスキーマは 4.10.2 節で介在性の表現（佐藤




















  ■共通の基盤となる事態 
使役主（x1）が実際の行為者（x2）に働きかけ，受け手が変化する。 
 ※再帰構造の場合は，使役主と受け手が同一 
  ■共通の事態把握 
   使役主としての仕手側からの事態把握と，受け手の側からの「〈場〉にモノまたはイ
ベントが発生し，〈場〉がそれを所有するように変化する」という事態把握が融合す
る。 
  ■違いを生む要因 
   【1】使役主（x1）と実際の行為者（x2）と発生事象の把握： 
（A）実際の行為者（x2）は降格し，発生事象が依拠する〈場〉となる。 
   1）x2 は発生事象に対して x1 にコントロールされた依拠性をもつ 
   2）x2 は発生事象に対してプラス評価の依拠性をもつ 
（B）実際の行為者（x2）は存在しないものとして扱われる（φ） 
   【2】〈場〉に発生する物事：  （把握事態 ＝ ベースとなる変化事象） 
     （A）把握事態＜全体＞ 
     （B）把握事態によって変化・生産するモノ 
  ・使役態：【1】（A）-1）＆【2】（A） 
有標 ～（さ）せる   
「x1 が x2 に y を V-（さ）せる」 
  ・受益態：【1】（A）-2）＆【2】（A） 
有標 ～（て）もらう  
「x1 が x2 に y を V-（て）もらう」 
・介在性：【1】（B）  ＆【2】（B） 
無標   （※非再帰構造の場合，B は「ToDo List」の☑項目になる） 











Sd/Part[p0]   Sd/Part [p1] 
 
    ● +++> ● ===>   >>>>     
    x1        x2       y=x1    y=x1 
                       ◎＝  イベント ⇒ ◆恩恵 
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎   x1 が x2 に y を V-サセル （使役態） 
     x1          y=x1     y=x1    ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -サセル） 
                             
    ● +++>   ===> ・ >>>> ◎◆  x1 が x2 に y を V-てモラウ（受益態） 
     x1          y=x1     y=x1    ★（x1 が x2 に x2 が y を V  -モラウ） 
           x2 
      x1 の〈場〉の変化 
    ● +++> φ ===>   >>>>     x1 が y を V-φ（介在性） 









x    y         y  
     ● ===> ● >>>> ●   x が y を V     
    
                   ◎＝  イベント 
          ・ >>>> ◎     y が x に V-ラレル  
               y        y    ★（y が x に x が y を V  -ラレル） 
x 
      （x）場所化  （y）場として把握     発生事象 
 
    （再掲：図 4.24 受身文のイベントスキーマ） 
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x      y      y                    y      y 
     ●===>  >>>>          ○===>   >>>>   
               Sd=p0    Sd=p1                     Sd=p0    Sd=p1 
                      x（背景化） 
        原因（x）が y を V      原因（x）で y が Sd を V 
   （使役変化他動詞構文）    （Ⅰ&Ⅱ型の場焦点化他動詞構文） 
 
















された。このスキーマでは，〈場〉と把握された y においてその側面（Sd）に変化（p0 か










                                                   





x    y         y  
     ● ===>   >>>>     x が y の Part/Poss を V     
         Part/Poss=p0 Part/Poss=p1 
                 ◎＝  イベント 
                   ＜受動態＞ 
          ・ >>>> ◎      y が x に Part/Poss を V-ラレル  
 場所化（x）         y        y     ★（y が x に/で x が y の Part/Poss を V  -ラレル） 
  (文脈化)                                         y の変化事象が焦点化 
            >>>>       ＜状態変化主体の他動詞文＞ ＝場焦点化他動詞構文 
                     y        y          x で y が Part/Poss を V-φ 
 
 文脈化（x）        
 
  図 4.66 持ち主の受身文と状態変化主体の他動詞文のイベントスキーマ  
 
 ＜受動態と状態変化主体の他動詞文との違い＞ 
  ■共通の基盤となる事態 
原因者（x1）が被動者（受け手：y）の部分/所有物を変化させる。（使役状態変化） 
 ※受動態では行為者（x1）も想定できるが，状態変化主体の他動詞文との対比 
  では原因者となる。 





  ■違いを生む要因 
   【1】原因者（x1）と受け手（y）変化事象の把握： 
（A）原因者（x1）は降格し，変化事象（発生事象）が依拠する〈場〉となる。 
   （x1 は発生事象に対してネガティブな依拠性をもつ） 
（B）原因者（x1）文脈化され受け手（y）が状態変化主体である解釈を助ける。 












  ・受動態：【1】（A）＆【2】（A） 
有標 ～（ら）れる 「y が x に/で Part/Poss を V-ラレル」 
 
  ・状態変化主体の他動詞文：【1】（B）＆【2】（B） 
無標     「y が x で Part/Poss を V-φ」 






































 （414）a. 風で 
b. 風が吹き抜ける場所で 
      c. うっかり外に出てしまって，      花子は帽子を飛ばした。 
      d. 突風に見舞われて， 






















                                                   
355 格の表す意味は，認知言語学的な観点から見れば，デ格が示す意味も連続しており典型的な場所を示す















x      
     ● +++> y         y       x が V 356 
          ● ===> ● >>>> ●        x が y を V 
 
          近接性によるリンク            ◎＝  イベント 
                   ＜受動態＞ 
          ・ >>>> ◎     z が x に（y を）V-ラレル  
               z         z     ★（z が x に x が（y を）V  -ラレル） 
                                                   z の変化事象が焦点化 
場所化（x） 
 























     b. 忙しい時期に社長に倒れられて，大変だった。［私の勤める会社の社長］ 
   c. 同期の田中に先に出世されて，ショックだった。［私と同期の人］ 


















































 （416）a. 子供が行く 
   b. 父親は子供に行かせた 





















155）の移動推進動詞を表す run の語彙概念構造の分析を参考にした。run: [x ACT (in a running 







   x1   x2     x2         x2       
   ●+++>● ===> ● >>>> ●       x1 が働きかけて，x2 が Vi 
 
  場所化（x2）                            ◎＝  イベント 
                   ＜使役態 1＞ 
  ●+++>  ===>  ・ >>>> ◎     x1 が x2 に Vi-サセル  
   x1         x2         x2     ★（x1 が x2 に  x2 が V  -サセル） 
                                                   x の変化事象が焦点化 
               ＜使役態 2＞ 
  ●+++>● ===>  ・ >>>> ◎    x1 が x2 を Vi-サセル 
  x1  x2     x2         x2 
 







ろう。以上で第 4 章の考察を終わる。 
  
                                                   




























 （1）a. Bees are swarming in the garden.    




1.  Verbs of light emission: ［発光動詞］ 
    beam, blink, burn, blaze, flash, sparkle, twinkle …（略） 
2.  Verbs of sound emission: ［音放出動詞］ 
    babble, bang, beat, beep, click, hiss, scream, sing …（略） 
3.  Verbs of substance emission: ［流出動詞］ 
    drip, foam, gush, ooze, radiate …（略） 
4.  Verbs of sound existence: ［音存在動詞］ 
    echo, resonate, resound, reverberate, sound  
5.  Verbs of entity-specific modes of being: ［存在様態動詞］ 




6.  Verbs of modes of being involving motion: ［動きがかかわる存在様態動詞］ 
    dance, flutter, pulsate, quiver, shake, stir, sway, tremble, writhe 
7.  Swarm verbs: ［「群がる」類の動詞］ 









◆Verbs of light emission   
（2）sparkle 360   
a. Jewels sparkled on the crown. 
b. The crown sparkled with jewels. （同上：234 例文(788)） 
 
 （3）輝く・光り輝く 
a. （多くの）宝石が王冠（の上）で｛?輝いた／輝いていた｝。361  
b. 王冠は（多くの）宝石で｛?輝いた／輝いていた｝。 
 
◆Verbs of sound emission 
（4）sing   
a. Birds sang in the trees. 
b. The trees sang with birds. （同上：235 例文(797)） 
 
なお，Dowty（2000：116）は，sing は？付きで示し，twitter なら成立するとしている。 
（5）a. ? The trees sang with birds.   
b. The trees twittered with birds. 
                                                   













b. ① *林は鳥たちで｛さえずった／さえずっていた｝。 
       ②  林は鳥たちのさえずり（声）｛に／で｝満ちていた。 
  ③ 林では（あちこちで）鳥たちがさえずっていた。 
 
◆Verbs of substance emission   
（7）gush  
a. Water gushed through the streets. 




b. ① *道路は一面水で噴き出した。 
      ② 道路は一面噴き出した水で｛あふれていた／いっぱいだった｝。 
  ③ 道路には一面水が噴き出していた。 
 
◆Verbs of sound existence 
（9）echo 362    
a. The voices echoed in the hall. 




b. ① ??/*ホールは声で｛反響した／反響していた｝。 
     ② ??ホールは声で｛いっぱいだった／満ちていた｝ 





                                                   
362 echo ：＜場所が＞〔音などで/…に〕反響する〔with/to〕，＜音が＞反響して返る（back） 
＜音などが＞〔場所に〕反響する〔through, in, around〕 The house echoed with her laughter. = Her 




        a. Another scream resounded through the school 
        b. The office resounds with the metronomic clicking of keyboards. 
                                                      （Oxford Dictionary Online） 
 （12）響く・鳴り響く 
    a. また一つ叫び声が校舎に響いた。 
    b. ① *オフィスはメトロノームのようなキーボードの音で 
       ｛響いた/鳴り響いた｝。 
      ② ?オフィスはメトロノームのようなキーボードの音で 
｛いっぱいだった/満ちていた/あふれていた｝。 
      ③ オフィスにはメトロノームのようなキーボードの音が 
｛響いて/鳴り響いて｝いた。 
 
◆Verbs of entity-specific modes of being 
（13）flower  
a. Roses flowered in the garden. 




d. ① *庭は一面バラで｛咲いた／咲いていた｝。363 
       ②  庭はバラの花でいっぱいだった。364 
      ③ 庭には一面バラが咲いていた。 
 





     Literal    （a）Graceful couples danced on the floor. 
                       *The Floor danced with graceful couples. 
       Hyperbole  （b）Fireflies danced in the garden. 





 The field bloomed with poppies. 野原は一面ケシの花だった。（ジ英和） 
369 
 
                       The garden danced with fireflies. 
       Metaphor （c）Visions of success danced in his head. 
                      His head danced with visions of success.  （同上：119） 
 
 （16）踊る 
   文字通り（a）モノ主語：上品なカップルたちがそのフロアーで踊った。 
                   場所主語：①*そのフロアーは上品なカップルで踊った。 
               ② そのフロアーは踊る上品なカップルでいっぱいだった。 
               ③ そのフロアーでは上品なカップルが大勢踊っていた。 
     誇張  （b）モノ主語：蛍たちが庭で踊るように飛んでいた。 
                   場所主語：①*庭は蛍で（踊るように）飛んでいた。 
               ② 庭は飛び回る蛍でいっぱいだった。 
               ③ 庭には多くのホタルが踊るように飛んでいた。 
     メタファー（c）モノ主語：? 成功のビジョンが彼の頭の中で踊った。 
                    場所主語：① *彼の頭は成功のビジョンで踊った。 
                ② 彼の頭は成功のビジョンでいっぱいだった。 
               ③ ?彼の頭には成功のビジョンが踊った。 
 
◆Swarm verbs   
（17）swarm 365   再掲（＝1） 
a. Bees are swarming in the garden. 




b. ① *庭はミツバチで群がっている。 
       ② 庭はミツバチでいっぱいだ。 





                                                   
365 swarm： ＜ミツバチが＞群がって巣別れする［飛び回る］，＜場所が＞〔人・動物などの動く群れで〕








   a. 部屋におもちゃが散らかっている。 









 （21）a. 水道管にゴミが詰まる。 
     b. 水道管がゴミで詰まる。 
 
 （22）a. Leaves are clogging (up) the drain.367 （モノ主語‐他動詞構文） 













5.1.3. セッティング主語と BE 所有 
英語の場所格交替で場所句が主語になっている構文は，Langacker（1990b）が示した
‘Setting Subject Construction’という構文に相当すると考えられる。もともと背景
                                                                                                                                                     
指摘するように，英語の自動詞派生は原則的に反使役化で，人為的な動作において動作主を抑制する（脱
使役化の）ような動詞の自動詞化は起こりにくいと考えられる。 
367 Cambridge Dictionary Online 












（23）a. Fleas are crawling all over my cat.  
（ノミがぼくのネコの体じゅうを這っている／這いまわっている） 
a’. My cat is crawling with fleas. 
（ぼくのネコの体はノミでいっぱいだ） 
   b. Bees are swarming all through the garden. 
（ハチが庭一面に群がっている。）  



















                                                   
370 Langacker（1990b）では次のようなものも setting subject としている。直訳すると擬人法的な日本語
になるものである。（※日本語訳は，河上 1996：124 より） 
  (i) Tuesday saw yet another startling development.（火曜日に，さらに驚くべき発展が見られた） 




（24）a. Stars are { blazing, ablaze } in the sky. 
        = The sky is { blazing, ablaze } with stars. 
      b. Flies { buzzed, were abuzz } in the bottle. 
        = The bottle { buzzed, was abuzz } with flies. 
      c. Fireflies { glowed, were aglow } in the field. 
        = The field { glowed, was aglow } with fireflies.（同上：301） 
 
    ① 図「星」：地「空」   ②            ③図「空」：地「星」 
                             
                             ＞＞            ＞＞ 
 
               




















 （25）図と地の定義 （Talmy 1978：627 より ※下線は引用者による） 
   The Figure object is a moving or conceptually movable point whose path 
      or site is conceived as a variable the particular value of which is the 
      salient issue. 
 
      The Ground object is a reference-point, having a stationary setting within 
      a reference-frame, with respect to which the Figure’s path or site receives 









（26）a. Bees are flying in the garden. 





合元々（F）だった bike が今度は参照点（reference）扱いに変わり（G）になっている。 
 
 （27）a. The bike (F) is near the house (G). 






 （28）a. Smoke (F) slowly filled with the room (G). 







 （29）a. 煙がゆっくりその部屋に充満してきた。 
     b. その部屋には煙がゆっくり充満してきた。 
 
3.4.5 節で示した HAVE 存在文も同じ発想で，場が主語位置に来ているが，それは参照点に
すぎず，実質的には存在を表している。 






（30）The treei has a nest in iti. (= There is a nest in the tree.) （Freeze1992：583） 
 





 （31）a. Jack sprayed paint on the wall. (locative variant) 


























                                                   






   b. ミツバチが庭でたくさん群がっている。（対象主語―存在・様態） 
   c. *その庭は，ミツバチで群がっている。（場―対象の存在様態） 
   d. その庭は，ミツバチでいっぱいだ。（場―対象でいっぱい） 


























                                                   














 ＜Swarm 型場所格交替における英語と日本語の対応のまとめ＞ 
・対象物主語の自動詞構文 
 ［英語］  Water gushed through the streets. 
［日本語］水が道路一面に噴き出した。（各例文の①） 
  ・場所句主語の自動詞構文 














 （33）a. John smeared paint on the wall.   
     b. John smeared the wall with paint.   
 
 （34）a  ジョンは壁にペンキを塗った。377 




                                                   





















a  John sprayed paint on the wall.   
     b  John sprayed the wall with paint.       （Levin1993: 51） 
 
 （36）a  Jessica loaded boxes on the wagon.  
        b  Jessica loaded the wagon with boxes.     （Levin1993: 118） 
 
＜英語の spray/load type の動詞例＞  ※分類名も岸本（2001）による。 
・塗り込み：grease, brush, dab, daub, plaster, rub, slather, smear, smudge,  
spread, streak 
 ・積み上げ：heap, pile, stack 
 ・放出  ：inject, spatter, splash, splatter, spray, sprinkle, squirt; 
bestrew, scatter, sow, strew 
・詰め込み：pack, cram, crowd, jam, stuff, wad 
 ・積み込み：load, pack, stock 
 
 三項述語になる動詞の意味構造を考えると，大きく pour 型と fill 型に分けられ，場所格
交替するのは，上に挙げたような動詞で，その両方の型の性質を備えている動詞である（岸
本 2001：111）。つまり，「移動物の動き」に注目し，移動先の場所がどのような状態に変
化したかには無関心な動詞が pour 型（例文 37）で，逆に移動物の動きには無関心で，移動
                                                   
378 動詞によっては ‘onto’, ‘in’, ‘into’ などが現れるが，ここでは代表的な前置詞として ‘on’ を挙げておく。
(i) stack hay (up) in the barn (ii) stack the barn with hay (iii) She rubbed ointment into her arms. (iv) 
She rubbed her arms with ointment. （ジ英和） 
378 
 
先の場所の変化に注目する動詞が fill 型（例文 38）である。その両方の性質をもつ動詞が
交替する。pure 型は場所目的語の文が成立せず，fill 型は移動物目的語の文が成立しない。 
 
 （37）a. John poured water into the glass. 
        b. *John poured the glass with water. 
 
 （38）a. John filled the glass with water. 
        b. *John filled water into the glass. 
 
Pinker（1989）は「X が Y を Z に動かす」という移動の意味と，「Y が Z に動くことに







する（例文 42）。また，英語では成立しない fill 型の「満たす」は交替する（43）。 
 
 （39）=（2） 
a  ジョンは壁にペンキを塗った。 
b  ジョンはペンキで壁を塗った。 
 
 （40）a. ジョンは壁に塗料を吹き付けた。 
    b. *ジョンは塗料で壁を吹き付けた。 
 
 （41）英語（36）の日本語訳 
a   ジェシカはワゴンに箱を載せた。 
     b  *ジェシカは箱でワゴンを載せた。 cf. 箱でワゴンをいっぱいにした。 
 
 （42）a. 太郎は隙間に新聞紙を詰めた。 
    b. 太郎は新聞紙で隙間を詰めた。 
 








a  ジョンはグラスに水を満たした。 







   ・塗り込み：塗る，張る，葺く，からめる，和える，染める，飾る 
   ・積み上げ：盛り付ける，山盛りにする 
   ・放散  ：ちりばめる，散らかす，まぶす，敷き詰める 










a. John smeared paint on the wall.   








                                                   
380 修飾語または特別な文脈がなければ，通常は「部分的解釈」になる。 
381 奥津（1981）はその根拠として宮島達夫（1972）『動詞の意味・用法の記述的研究』（秀英出版）の例



















 （46）a  John smeared paint on the wall, but most of the wall didn’t get any paint  
on it. 
    b  *John smeared the wall with paint, but most of the wall didn’t get any  








 （47）a. 持っている本全部を本棚に詰めたが，本棚にはまだ隙間がある。 










                                                                                                                                                     
ことは認めながらも，それでもなお全体的な解釈が生じることを論じることに意義があると考える。 
382 この例は，Kageyama, Taro (1980) “The role of thematic relations in the spray paint hypallage.” 










 （48）a.  She smeared the wall with paint.   
b.  彼女は壁をペンキで塗った。 
 
 （49）a. 太郎ハ パンニ バターヲ 塗ッタ。 
    b. *太郎ハ パンヲ バターデ 塗ッタ。    （奥津 1981：左 24） 
 
 （50）slather「たっぷり塗る」 
a.  She slathered her toast with butter.  （Cambridge Dictionary Online）383 
b.  *彼女はトーストをバターでたっぷり塗った。 
 
 （51）rub「こすりつけるようにして塗る」 
a. First rub the baking tray well with butter.（Cambridge Dictionary Online） 
      b. *最初にベーキングトレーをバターでよく塗ってください。 
       anoint「すりこむようにして塗る」 
    c. The witches anointed their bodies with salves made up of ingredients  
such as aconite and belladonna. 
         （魔女はトリカブトやベラドンナのような成分からなる軟膏を体に塗った） 
                                 （ジ英和） 









                                                   
383 spread も同様の交替を見せるが，やはり日本語では成立しない。 






























 （52） The vandal sprayed the statue with paint. （Pinker 1989：78） 














 （53）a. 犯人はナイフを被害者の背中に刺した。 

















目される。下に抜粋した 1 の語義が（53a）で，3 が（53b）である。 
 
 （54）刺す 
   １ ある物の内部に先のとがった物を突き入れる。突き刺す。 
     「大根に箸を―」「壁に鋲を―・してカレンダーを止める」「釘をさしておく」 
   ２ ある物を先のとがった物に突き刺して，固定したひとまとめにしたりする。 
     「アユを串に―・して焼く」 
   ３ 先のとがった物を体の内部に突き入れて，人などを傷つける。 
































型・Pour 型の区別は Levin（1993）を参考にした。 
日本語の「〈対象〉を〈場所〉ニ V」と英語の“V 〈theme〉 to/into/on 〈place〉”が「そ
の場所全体に」という意味を含意するか，含意しないかという点で分類すると，英語はど
                                                   
384 岸本・影山（2011）は同じ箇所で次の「当てる」も全体的解釈と部分的解釈の差が出ない例として挙
げている。(i) 彼はこのボールをあの的に当てた。(ii) 彼はこのボールであの的を当てた。(p.290) 
場所句を目的語にとる「的を当てる」は不自然だと判断する母語話者がいる。国立国語研究所『現代日本





















表 5.1 場所格交替する動詞の意味特徴による分類385 
 「〈対象〉を〈場所〉ニ V」／“V 〈theme〉 to/into/on 〈place〉”が 
「その場所全体に」という意味を 
大分類 小分類 含意する 含意しない 
塗り込み 塗る  
spread, plaster 
塗る 
grease, brush, dab, daub, rub, 
slather, smear, smudge, streak 
着色 （染める）  
混ぜる 絡める・和える・まぶす  
貼りつけ 覆う 葺く・敷き詰める 貼る 
積み上げ  盛り付ける・山盛りにする 




注入  （※日本語では交替しない） 
inject,  
まき散らす ちりばめる・散らかす 
bestrew, scatter, sow, strew, sprinkle 
（※日本語では交替しない） 
spray, squirt 
跳ねかけ  （※日本語では交替しない） 
spatter, splash, splatter, 
充満 塞ぐ 詰める・（埋める）386   
（※英語は Fill 型で交替しない：fill） 
 
満杯 満たす 
（※英語は Fill 型で交替しない：fill） 
 




pack, cram, crowd, jam, stuff, wad 
 



































 （56）a. 障子ニ 紙ヲ 張る。 














                                                   












































    そば豆腐をきな粉でまぶしてあんと一緒に食べるデザート甘味あらいそ 500 円 










 （59）a. パンにジャムを塗る。 
    b. *パンをジャムで塗る。 
 
 （60）a. 体に日焼け止めクリームを塗る。 











 （61）塗る （明鏡国語） 
１ 物の表面に液体や液状・のり状のものをこするようにしてつける。 
      「刷毛で細工物にニスを―」「塀にペンキを―」「パンにバターを―」 
      「傷口に軟膏を―」「君は人の顔に泥を―」 
   ２ 物の表面に色をつける。着色する。「ポスターに色を―」 
   ３ 塗料などを付着させて表面をその色にする。彩色する。 










 （62）a. 壁を   （白の）ペンキで  塗る。 
    b. 壁を    ペンキで （白く）塗る。 
    c. 顔を    白粉で  （白く）塗る。 










 （63）a. パンをイチゴジャムで真っ赤に塗る。 









    b. ドームは日干しレンガを中身にして土で塗りかためられており，土壁の厚さは
五十センチメートル以上あろうか，（…略…）（BCCWJ[61]） 
 
5.3 道具主語他動詞構文・LT 主語他動詞構文 
5.3.1 locatum という見方 
 モノがある場所から別の場所へ移動する場合，それはモノの移動事象として把握される







 （65）a. Jane blanketed the bed. 
b. Jane did something to cause it to come about that  

























                                                   
















 （66）a. 彼女は玄関に花を飾った。 
     b. 彼女は玄関を花で飾った。 
 
 （67）a. 彼はポリタンクに水を満たした。 
     b. 彼はポリタンクを水で満たした。 
 
 （68）a. 太郎は壁に青いペンキを塗った。 
     b. 太郎は壁を青いペンキで塗った。 
 






a. 彼女は玄関に花を飾った。（＝66a 再掲） 
    b. 彼女は玄関を花で飾った。（＝67a 再掲） 




    b. 彼女はテーブルを白い布で覆った。 












 （71）道具主語構文と対応する使役変化他動詞構文（川野 2000：46 より） 
［1］水がグラスを満たす       cf. 太郎がグラスを水で満たす 
［2］雪が山頂を覆う         cf. 太郎がテーブルを布で覆う 
［3］きれいな花が食卓を飾る     cf. 太郎が食卓を花で飾る 
［4］石が壁の穴をふさぐ       cf. 太郎が壁の穴を石でふさぐ 
［5］小石が隙間を埋める       cf. 太郎が隙間を小石で埋める 
［6］岩が川の流れをせき止める    cf. 太郎が川の流れを岩でせき止める 
 













y が z に移動する点は共通するが，どの変化事象の把握かという違いで①②③の三つに 
分類される。 
    変化の概念   構文      把握     
①使役位置変化 x が y を z に V 【z への y の位置変化】 
  ②使役場所変化 x が z を y で V 【y（=LT）の充満/付着による z の状態変化】 
  ③使役場所変化 x が z を y で V 【y（=道具）によって外部と遮断されること 
による z の状態変化】・ 
  ②→ y が z を V：LT 主語他動詞構文 ③→ y が z を V：道具主語他動詞構文 












    b. 彼女はテーブルを白い布で覆った。 
    c. 白い布がテーブルを覆っている。 
 
 （73）「ふさぐ」  
a. *太郎が新聞紙を壁の隙間にふさぐ。 
    b.  太郎が壁の隙間を新聞紙でふさぐ。 











    b.  国が川を水門でせき止める。 




    b.  家主が家を塀で囲む。 




b.  太郎は歯の表面を唾液で包む。 
c.  唾液が歯の表面を包んでいる。 （例文 c：BCCWJ[62]） 
 
「包む」は（77b）のように「太郎がガムを銀紙で包む」という構文を作る391。これは「ガ






に，「銀紙」を場所［z］にした「x が y を z に V」という構文も作る。これは格配列が見か






 （77）a. *太郎（x）は銀紙（y）をガム（z）に包む。・・・「包む 1」（遮断動詞） 
    b.  太郎（x）はガム（z）を銀紙（y）で包む。 
        c.  銀紙（y）がガム（z）を包んでいる。 
        ---------------------------------------------------------------- 
     d.  太郎（x）はガム（y）を銀紙（z）に包む。・・・「包む 2」（設置動詞） 




















    a. #花子は肉をレタスに挟んで食べた。・・・「挟む 1」（遮断動詞） 





    b. 花子はレタスを肉で挟んで食べた。 
（b は，「肉-レタス-肉」の順番になっているという意味で） 
    c. 肉がレタスを挟んでいる。 
        ---------------------------------------------------------------- 
        d. 花子は肉をレタスに挟んで食べた。・・・「挟む 2」（設置動詞） 
      （d は，レタス-肉-レタス」の順番になっているという意味で） 
    e. #花子はレタスを肉で挟んで食べた。 

















    a. 膚にまとわりつくような熱を帯びた空気が東京全体を覆っていた。 




























    a.  作業員が水道管を地面に埋める。 「埋め込み」の意 
    b. *作業員が水道管で地面を埋める。 「埋め込み」の意 
c.  作業員が穴を土砂で埋める。   「塞ぐ」の意 デ格名詞＝LT 







   a. 彼は酒を杯に満たした。 
   b. 彼は酒で杯を満たした。 
   c. 酒が杯を満たしている。 
   d. 歓声が会場を満たす／期待が私の心を満たす」（明鏡国語） 
   e. …全体としては悲しみに近い思いが早川の体を満たしている。（BCCWJ[69]） 
                                                   











   a. 主人が室内に重厚なインテリアを飾る。 
    b. 主人が室内を重厚なインテリアで飾る。 
   c. 古びているはいるが，椅子もテーブルも高価そうな品で，重厚なインテリアが室
内を飾っている。（BCCWJ[70]） 
   d. ある高校地理の教科書では，スイスの地図が表紙を飾っているし（…略…） 
                               （BCCWJ[71]） 






 （84）a. 田中さんはその壁に白いペンキを塗った。 
     b. 田中さんはその壁を白いペンキで塗った。 
     c. *白いペンキがその壁を塗っている。 
 
 （85）a. 田中さんは庭に砂利を敷き詰めた。 
     b. 田中さんは庭を砂利で敷き詰めた。 












    a. 母がおかずを弁当（箱）に詰める。 
    b. 母が（残り物で）弁当を詰める。 
                                                   
394 国立国語研究所の『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（約 1 億 500 万語）では，「～で～箱を詰める」
はヒットしない。「弁当を詰める」は 3 件ヒットする。 
398 
 








     a. 歯科医がセメントを虫歯に詰める。 
     b. 歯科医がセメントで虫歯を詰める。 




























①使役位置変化 x が y を z に V NO OK OK 
②③使役場所変化 x が z を yで V OK（y=道具） OK（y=LT） OK（y=LT） 
道具/LT 主語 y が z を V OK（y=道具） OK（y=LT） NO 
 
 






 表 5.2 には移動事象が概念化される動詞の中でもう一つの大きなグループが欠けている。










現れるのかは問わない。一方，道具主語他動詞構文と LT 主語他動詞構文は，y・z の二つ
の構成要素からなる。この二つの要素は「y が z を V」という格配列になっている。これと




（さらなる用例については 4.5 節を参照されたい） 
 
 （88）「付ける」（設置動詞） 
a.  花子が鞄にかわいいストラップを付けた。（①使役位置変化） 
b. *花子が鞄をかわいいストラップで付けた。（②使役場所変化） 
c.  その鞄はかわいいストラップを付けている。（反転型‐場焦点化他動詞構文） 
 





   y  z        y  z                y  z        y     z 
 
                          一方     他方 
    覆う    囲む   包む   挟む    塞ぐ・せき止める 
 

















          
       満たす   埋める      飾る 
          





























 場所格交替する他動詞文は 5.2 節で分析したように，焦点化された〈場〉が目的語位置来
て，デ格名詞句で示された移動物と所有の関係を結んでおり，反転型の場焦点化他動詞構
文の一種であると言える。以上をまとめたのが表 5.3 である。 
 






















①使役位置変化 x が yを z に V NO OK OK OK 
★反転型(z⇔y) z が y を V NO 一部？ 一部 OK OK 
②使役場所変化 
















x が z を yで V OK 
（y=道具） 
NO NO NO 













   b. ★反転型の場焦点化他動詞構文 
その壁は印象派の画家の絵を飾っている。 
    c. ②使役場所変化の他動詞構文 
その壁を印象派の画家の絵で飾る。 












 （90）a. 花子はかばんにストラップを付けた。 
     b. そのかばんにストラップが付いている。（設置動詞：自動詞） 
     c. そのかばんにストラップが付けられている。（設置動詞：受身文） 
 
 （91）a. 太郎は壁にペンキを塗った。 
     b. その壁にペンキが塗られている。（付着動詞：受身文） 
 
 （92）a. 太郎はグラスに水を満たした。 
     b. そのグラスに水が満ちている。（充満動詞：自動詞） 
     c. そのグラスに水が満たされている。（充満動詞：受身文） 
 
 （93）a. 花子は玄関に花を飾った。 
     b. 玄関に花が飾られている。（充満動詞：受身文） 
 
次に表の②と③の使役場所変化他動詞構文をベースに，使役主（x）を降格し，場（z）







 （94）a. 花子はテーブルを白い布で覆った。 








 （96）a. 花子はハムとチーズを食パンで挟んだ。 
     b. *ハムとチーズが食パンで挟まっている。（遮断動詞：自動詞） 






    a. 花子は栞を本に挟んだ。 
    b. 栞が本に挟まっている。（設置動詞：自動詞） 
    c. ??栞が本に挟まれている。（設置動詞：受身文） 
 
 （98）a. 太郎はグラスを水で満たした。 
     b. グラスが水で満ちている。（充満動詞：自動詞） 
     c. グラスが水で満たされている（充満動詞：受身文） 
 
 （99）a. 花子は玄関を花で飾った。 
     b. 玄関が花で飾られている。（充満動詞：受身文） 
 
 （100）a. 太郎は壁を白いペンキで塗った。 




は「z が y を Vt」であり，焦点化されて主語位置にあった z を再び降格し，対象物の y を





 （101）a. 花子はかばんにストラップを付けた。   （使役位置変化他動詞構文） 
      b. そのかばんにストラップが付けられている。（a. ＞受身文） 
      c. そのかばんはストラップを付けている。  （反転型-場焦点化他動詞構文） 
      d. そのかばんにストラップが付けられている。（c. ＞受身文） 
 
 それでは，強化型の場焦点化他動詞構文（＝道具/LT 主語他動詞構文）の受身文はどうだ
ろうか。この構文は「y が z を Vt」であり，y を降格し，〈場〉の z を主語位置に据えた「z
が y に Vt-られる」という受身文である。対応する使役場所変化他動詞構文から作られる受






 （102）a. 水がグラスを満たしている。（LT 主語他動詞構文） 
      b. ??グラスが水に満たされている。（a.の受身文） 
        cf. グラスが水で満たされている。 
 
 （103）a. 大量の土砂がその穴を埋めている。（LT 主語他動詞構文） 
      b. ??その穴が大量の土砂に埋められている。（a.の受身文） 
       cf. その穴が大量の土砂で埋められている。 
 
 （104）a. 花が玄関を飾っている。（LT 主語他動詞構文） 
      b. ??玄関が花に飾られている。（a.の受身文） 













 （105）a. 白い布がテーブルを覆っている。   （白い布：移動物-モノ：人工） 
b. テーブルが白い布に覆われている。 
 
 （106）a. 黒い雨雲が町を覆っていた。    （雨雲：（非）移動物-発生物：自然） 
     b. 町は黒い雨雲に覆われていた。 
 
 （107）a. 柵ではなく有刺鉄線が庭を囲んでいた。 （有刺鉄線：移動物-モノ：人工） 
     b. 庭は柵ではなく有刺鉄線に囲まれていた。 
 
（108）a. 深い堀が城を囲んでいる。      （堀：非移動物-生産物：人工） 
     b. 城は深い堀に囲まれている。 
 
 （109）a. 山火事で発生した煙が町全体を包んだ。 （煙：（非）移動物-発生物：自然） 
     b. 町全体が山火事で発生した煙に包まれた。 
 
（110）a. 静寂が森を包んでいる。      （静寂：非移動物-発生物：自然） 





      b. テーブルは椅子二つに挟まれている。 
 
（112）a. 二本の国道が公園を挟んでいる。  （国道：非移動物-生産物：人工） 
      b. 公園は二本の国道に挟まれている。 
 
 （113）a. 新聞紙が壁の隙間を塞いでいる。  （新聞紙：移動物-モノ：人工） 



















認してかなければならないことは，道具主語他動詞構文から作られる受身文「z が y に Vt-








（114）a. すずりにかみのいりてすられたる。（枕草子）     （金水 同上：3） 
    b. 内にも人の寝ぬけはいひしるくて，いと忍びたれど，数珠の脇息にひき鳴らさ







 （115）    主格      ニ格            
a.   〈受影者〉   〈動作主〉または〈経験者〉 
b.   〈対象〉    〈周縁的他動主〉 








 （116）受動文における人格的役割の分布制約 （同上：10）396 
     非人格的役割を担う名詞句が受動文の新主語であるとき，人格的役割を 











 （117）a. 家屋が激流に押し流される。 
      b. 女神像が照明に照らし出される。 
      c. ゼラチン質に覆われた卵 
      d. 四方を塀に囲まれた空地 
      e. 放射能に汚染された食べ物 






























   y  z        y  z                y  z        y     z 
 
                          一方     他方 
    覆う    囲む   包む   挟む    塞ぐ・せき止める 
 
         （再掲：図 5.2 遮断動詞のイメージスキーマ） 
 
 （118）再掲（＝113） 
a. 新聞紙が壁の隙間を塞いでいる。 （新聞紙：移動物-モノ：人工） 
      b. *壁の隙間は新聞紙に塞がれている。 
       cf. 壁の隙間は新聞紙で塞がれている。 
 
 （119）a. ビーバーが作った木のダムが川の流れをせき止めている。 
      b. *川の流れがビーバーが作った木のダムにせき止められている。 




















          
       満たす   埋める      飾る 
          
      （再掲：図 5.3 充満動詞の概念のイメージ） 
 
充満動詞が表す事態は，「z は y（の内部）にアル」あるかと言えば，そうではない。むし











a.  白い布（y：モノ）がテーブル（z：場所）を 覆っている。 
 
        テーブル（z：モノ）が白い布（y：場所）に 覆われている。 
       cf. テーブルが白い布の内部にアル 
 
          b. ジュース（y：モノ）がコップ（z：場所）を 満たしている。 
 
      *コップ（z：モノ）がジュース（y：場所）に 満たされている。 
       cf. *コップがジュースの内部にアル 
 
          c. ジュース（y：モノ）がコップ（z：場所）を 満たしている。 
 
      コップ（z：場所）がジュース（y：モノ）で 満たされている。 



















    b. *ハムとチーズが食パンで挟まっている。（遮断動詞：自動詞） 
    c. ハムとチーズが食パンで挟まれている。（遮断動詞；受身文） 
 
 （122）再掲＝（97） 
    a. 花子は栞を本に挟んだ。 
    b. 栞が本に挟まっている。（設置動詞：自動詞） 















































スル側からの視点                        受ける側からの視点  
               
＜使役＞   y  ＜移動＞  ＜発生＞  y                   
                          BE 存在 
            x 
                                                   BE 所有 A 
 
                                                   BE 所有 B 
                        p          z         z 
                                                           客観的に同一の事態 
           ナル側からの視点 
 





























この事態把握モデルを採用することによって，非意図的な現象で，「z に y が V」（湖に氷
が張る）という自動詞構文で叙述されるような事象（＝図中の点線の枠内の事象）がなぜ













































よって言語化されれば，それは「（x で）z が y を V」という他動詞構文として出力され，
主語名詞句（z）の「特徴付け」となって現れる。「x は何をしたのか？」という事態把握と








































「z に y が〈存在〉」から「z が y を〈所有〉」の事態把握への転換であり，後者は「z に y
416 
 










   起点空間      経路空間         着点空間 
       ②場ヲ出る            ④場ニ入る（着く） 
 











る。上の動詞を当てはめると，①「太郎は席を A から B にかえる」②「太郎の席が A から





































































に y が〈存在〉」から「z が y を〈所有〉」への転換であり，後者は「z に y が〈存在〉」か




  ・所有 A： 参照点構造自動詞構文 （山田さんには妹が一人ある／いる） 
・所有 B： 場焦点化他動詞構文  （例は表 6.1 を参照） 
 
 ＜場の焦点化の違いによる分類＞ 
  ・場焦点化他動詞構文 
反転型 （例は表 6.1，表 6.3 を参照） 
    強化型 （例は表 6.2，表 6.4 を参照） 
 




















   タイプⅠ：自律的な変化事象がベースで，そこから生まれる 
   タイプⅡ：使役変化事象がベースで，その変化事象が焦点化されて生まれる 







表 6.1 所有 B 反転型-場焦点化他動詞構文 
 ※Ⅰ型，Ⅱ型，Ⅲという分類は 4.5 節で導入される。ためそれ以前の分析ではこの用語は用いられてい
ないが，ここではそれに相当するものを分類しておく。 
原因事象 分析 タイプ 例文 
なし 4.1 節 状態 太郎は金銭的な支援を要する。会社は伝統を誇る。敵は 100 万の軍を
擁する。このサインは＜とまれ＞を表す。 
Ⅱ型 彼の言葉は謝罪の気持ちを表している。 
発生 4.2 節 Ⅰ型 柳の木が芽を吹く。パンがカビを生じる。汚泥がガスを発生する。太
郎が熱を出す。太郎が頭にこぶを作る。 
Ⅱ型 （男は背中に龍の刺青を入れている。） 
4.6.8 節 Ⅰ&Ⅲ レモンはビタミン C を多く含む 
4.7.2 節 Ⅰ型 その少女は青い目をしている。 
消失 4.3 節 Ⅰ型 太郎は強調性を欠く。花子は財布をなくす。彼は親を亡くす。次郎は
信頼を失う。友子は醤油を切らす。 












4.6 節 Ⅲ型 花子はその服を着るとかわいい。太郎はいつかそのことを知るだろ
う。太郎は西の空に月を見た。日本の将来を嘆く声をよく聞く。 
4.6.8 節 Ⅰ&Ⅲ型 スポンジが水をたっぷり含む。 


























席をかわる 起点 ‐ 経路 ‐ 着点 「起点」と「着点」 二点間を移動 
 
仕事を終わる 
起点 ‐ 経路 ‐ 着点 
|       |       | 







音程をはずれる ※音の高低の空間 ※音の高低の空間 正しい位置を離れる 
 
答えを間違う 
起点 ‐ 経路 ‐ 着点   
|       |       |  メトニミー 
入力    思考    出力 -［顕在］ 
着点  












れた〈場〉（z）とモノ（y）が所有の関係として把握されることである。5.1 節と 5.2 節で
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分析した構文をまとめたのが表 6.3 である。 
 
表 6.3 構文交替現象と〈場〉の焦点化（反転型） 
構文 1 → 
焦点化さ 
れる〈場〉 








z が y を V 
［所有関係］ 
4 章 ＜所有 B：反転型-場焦点化他動詞構文＞ 
  （例文は表 6.1 を参照） 
自動詞構文 




z が y で V 
 
5.1 節 ＜反転型＞ ※自動詞文の場所格交替 
王冠に宝石が輝いている。 






x が z を y で V 
 
5.2 節 ＜反転型＞ ※他動詞文の場所格交替 
 太郎は壁にペンキを塗った。 
  ⇔ 太郎は壁をペンキで塗った。 
 
































x が y を z 
に V 
x が z を y 
で V   所有 
x が z を y 
で V 
y が z を V 
   占有 
  
● × × 設置動詞 
付ける・備える・載せる 























       ＊この二つの動詞は道具主語構文を作るが充満動詞の特徴をもち，ニ格受身文は不成立 
 



























    基本態 ：モノが【する】／モノが【変化する】 
：モノがモノに【働きかける】           イベント 
：モノがモノに【働きかけて】モノが【変化する】 
    概念の変換 1：〈場〉が，そこに発生したイベントを所有するように変化する 
            ことが，ニ格名詞句が示す〈場〉に依拠して生起する 
           （※基本態の動作主は降格し，場所化してニ格名詞句となる） 
    概念の変換 2：上述における変化を使役主が引き起こす 
    態の変換 1：①→② 
          ①：基本態（自動詞構文，他動詞構文） 
          ②：可能態，受動態，自発態（※ただし依拠する〈場〉なし） 
    態の変換 2：①→③ 
          ①：基本態（自動詞構文，他動詞構文） 






表 6.5 使役態・受益態・介在性の表現の共通点と相違点 
 使役態 受益態 介在性の表現 
ベースとなる事態 使役主（x1）が実際の行為者（x2）に働きかけ，受け手（y）を変化させる 




発生する物事 変化イベント全体 変化結果・生産物 
x1 と x2 と発生事象 実際の行為者（x2）は降格し，発生事象が依拠する












依拠性に基づく意味 使役性 恩恵 （中立的） 
形態の転換 V-（さ）せる 有標 V-（て）もらう 有標 V-φ 無標 

























































              〈行為〉①              〈変化〉③ 
 （2）a. 100 万の軍を擁する A 将軍は，迷わず軍隊を進めた。 
         〈状態〉③        〈行為〉① 
      b.  A 将軍は，100 万の軍を擁していたが，進軍するのを躊躇した。 











 （3）a. 太郎が窓を開けた。 
   b. 窓が（太郎によって）開けられている。 
   c. 窓が（*太郎によって）開けてある。 
 
 （4）a. 花子がパーティーのためにたくさん料理を作った。 
   b. パーティーのためにたくさん料理を作ってある。 
   c. 花子がパーティーのためにたくさん料理を作ってある（から心配いらない）。 
d. 舞踊家が舞に応じて幾本もの扇を用意してあるように，幸吉のいう墨もまた幸





















（6）基本態  ：x が y を V （y の変化が含意される） 
概念の転換：〈場〉が，そこに発生したイベントを所有するように変化する 
         ことが，ニ格名詞句が示す〈場〉に依拠して生起する 
      （※基本態の動作主は降格し，場所化してニ格名詞句となる） 
態の転換 ：①→② 










                                                   





























 （8）a. ［玄関（に）は］きれいな花が飾ってある。 
：「花」の位置変化 ＞「花がある玄関」の状態変化 
 （＝この玄関は，入ったときにきれいな花が見えるようになっている） 
   b. ［換気のために］［この部屋は］窓がぜんぶ開けてある。 
：「窓」の状態変化 ＞「窓がある部屋」の状態変化 
 （＝この部屋は，換気できるようになっている） 
   c. ［テストで満点がとれるよう］［私は］しっかり復習してある。 
：「自分」の状態変化 
 （＝自分は，テストで良い点がとれるようになっている） 
   d. ［会議の］資料はもうコピーしてある。 
：「資料」の状態変化 ＞「現場・文脈で共有される〈場〉」の変化 
 （＝この〈場〉は，会議がいつでも始められるようになっている） 
   e.  A「例の件，部長に話してくれた？」 





   f.  A「ビールある？」 
B「うん。冷やしてあるよ。」 
：「ビール」の状態変化 ＞「現場・文脈で共有される〈場〉」の変化 








          原因事象 
      x          y          y 
                        ※x=y の場合もあり（自身の変化） 
 
                              物の存在する〈場〉 
                                   〈場〉としての人 
                 ＞＞＞              現場・文脈で共有される〈場〉 
              〈場〉の共有者 
〈場〉の変化 
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[18] ドクター有川  健康への緊急提言 ぎょうせい 2001 
[19] 岩内亮一  私大改革の条件を問う 学文社  2002 
[20] 妹尾河童  少年 H   講談社  1997 
[21] 山村美紗  京都・出雲殺人事件 実業之日本社 1994 
[22] 松浦武志  特別会計への道案内 創芸出版 2004 
[23] 青山剛昌   名探偵コナン全映画パーフェクトガイド 
                                      小学館  2001 
[24] 佐藤賢一  二人のガスコン  講談社  2004 
[25] 折原一  チェーンレター  角川書店 2004 
[26] 今井紀明  ぼくがイラクへ行った理由  コモンズ 2004 
[27] 小林英起子 ケルン大聖堂の見える街 ブッキング 2004 
[28] 栗栖浩司  熊と向き合う  創森社  2001 
[29] 吉富多美  ハードル  金の星社 2004 
[30] 外岡秀俊   北帰行   河出書房新社 1976 
[31] 鈴木芳正  自由奔放感覚的な B 型人間  産心社 2004 
[32] 村上政彦  ニュースキャスターはこのように語った 
      集英社  1997 
[33] 篠田節子  レクイエム  文藝春秋 2002 
[34] 江戸川乱歩  ちくま日本文学全集 筑摩書房 1991 
[35] 栗本薫  魔宮の攻防  早川書房 2003 
[36] 横井庄一  ｢文芸春秋｣にみる昭和史 文芸春秋 1988 
[37] 原年廣  ただ，顧客のために考えなさい 
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      ダイヤモンド社 2003 
[38] 外務省国際協力局総合計画課 我が国の政府開発援助 
     （財）国際協力推進協会 1991 
[39] 文部科学省生涯学習政策局社会教育課 我が国の文教施策 
             大蔵省印刷局 1991 
[40] 山折哲雄/工藤精一郎 日本文明とは何か  角川書店 2004 
[41] 石澤靖治  大統領とメディア 文藝春秋 2001 
[42] 池内了  天文学者の虫眼鏡 文藝春秋 1999 
[43] 七尾あきら 古墳バスター夏実 角川書店 1997 
[44] 山田眞實  デザインの国イギリス 創元社  1997 
[45] 鈴木道彦  失われた時を求めて 集英社  1998 
[46] 山川暁  ニッポン靴物語  新潮社  1986 
[47] 岩村偉史  ドイツ感覚  三修社  1999 
[48] 吉野道男  熱球児   文芸社  2002 
[49] 石原結實  ガンも生活習慣病も体を温めれば治る！ 
      角川書店 2004 
[50] 文部科学省科学技術・学術政策局 調査調整課 
   科学技術白書  （独）国立印刷局 2004 
[51] 関田淳子  ハプスブルク家の食卓 集英社  2002 
[52] 滝澤武久  発達と学習の心理 学文社  2002 
[53] 宇治川博司  沖縄スタイル  [エイ]出版社 2005 
[54]   国会会議録    1998 
[55] 長坂道子  世界一ぜいたくな子育て 光文社 2005 
[56] 杉山通敬  マスターズを創った男 廣済堂出版 1998 
[57] 斎藤靖史  週刊朝日 8 月 15 日増刊号 朝日新聞社 2002 
[58] 池成姫  韓国食堂の味方  双葉社  2001 
[59] 昭文社  伊豆   昭文社  2002 
[60] 上田秀人  破斬   光文社  2005 
[61] 松田昭美  沙漠の旅  今井書店 2004 
[62] 花田信弘  もう虫歯にならない！ 新潮社  2002 
[63] 江川紹子  冤罪の構図  新風舎  2004 
[64] 安部公房  密会   新潮社  1977 
[65] 北條恒一  知って安心！｢脳｣の健康常識  
PHP 研究所 2004 
[66] 梓林太郎  月光の岩稜  光文社  1996 
[67] 中津文彦  復讐航路  祥伝社  1995 
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[68] 鈴木光司  生と死の幻想  幻冬舎  1998 
[69] 江波戸哲夫  左遷！   講談社  1990 
[70] 笠井潔  サイキック戦争  講談社  1993 
[71] 鳥光美緒子/ハインリヒ・ラインフリート 
    スイスと日本  刀水書房 2004 
[72] 鎌田茂雄  白隠   講談社  1994 
[73] 香川由利子/ブリジット・オベール 
   雪の死神  早川書房 2002 
[74]  
梓林太郎  尾瀬ヶ原殺人事件 徳間書店 2005 
 
■新潮文庫 100 冊 
 『CD-ROM 版 新潮文庫の 100 冊』新潮社，1995 年 
[1] 村上春樹   世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド 
[2] 赤川次郎   女社長に乾杯 
[3] 吉村昭    戦艦武蔵 
[4] 石坂洋次郎  石中先生行状記  
[5] 新田次郎   孤高の人 
[6] 宮本輝      錦繍 
 
■新潮絶版 100 冊 
 『CD-ROM 版 絶版の 100 冊』新潮社，2000 年 
[1] 島木健作  生活の探求 
[2] 子母沢寛  おとこ鷹 
[3] 加賀乙彦   湿原 
[4] 岡本かの子  巴里祭・河明り 
[5] 佐藤春夫  都会の憂鬱 
[6] 獅子文六   娘と私 
[7] 尾崎士郎  人生劇場 青春篇 
[8] 有吉佐和子  地唄 
 
■対訳シナリオ 
[1]スティーブン・キング原作 北沢あかね訳（2000）『グリーンマイル シナリオ対訳』 
愛育社 
[2] M. ナイト・シャマラン著 豊岡真美訳（1999）『シックス・センス シナリオ対訳』 
愛育社 
